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　　　プロローグ「出会い頭の一撃」







　春の陽気に当てられて、『鞍くら馬ま　啓けい治じ』は揺ゆれるカーテンの横で静かに佇たたずんでいた。

　初めての学校生活。

　小学校も中学校も行っておらず、ずっと山奥の屋や敷しきに監かん禁きんされていた啓治にとって、教室の窓から見る景色は輝かがやいて見えた。

　家々の屋根やグランド端はしに並ぶ木々、道路へ舞まい落ちる桜の花びら。

　じっくりと、何度も往復して眺ながめてしまう。

「どうした？　可愛かわいい子でもいたか？」

　そんな啓治に、『辻つじ本もと　豊ゆたか』が声を掛かけてきた。

　細身の、スポーツが得意そうだと一目で分かるような、爽さわやかな少年だった。

「ん？　ああ、そうだね。みんな可愛い」

　啓治は豊に一いち瞥べつすると、また窓の外に視線を投げ、今度は校舎へ入ってくる生徒たちに目を落とした。

　同じ服を着た少年少女が、入学式を前に緊きん張ちようしていた。

　人は誰だれしも、仮面を被かぶっている。

　本当の自分を隠かくして生活をしている。

　実は恋こいをしているアイドル。

　実は京けい津しん線せんをきょうつせんと読んでいた京都人。

　実は日本語ぺらぺらのカタコト外国人。

　実は天才。実は妖よう怪かい。実は神様。実は海かい賊ぞく。

　この生徒たちもきっと、そんな『本ほん性しよう』を隠して、『ごく普ふ通つうの高校生』という仮面を被っているだろう。

　啓治も例に漏もれず、本性を隠していた。

　とある風使いの末まつ裔えい。『波は旬じゆん』という名の『神様候補』である啓治は、人の世で生きるために『高校生』という仮面を被って生きていこうと決めていた。

　もしかしたら、啓治と同じような『波旬候補生』が、この学校にいるかもしれない。

　いや、きっといるだろう。

　だが、誰もその本性を明らかにはしない。

　人間の世界には、人間しかいらないんだ。

（スカート、春一番に吹ふかれてめくれないかな）

　と、じっくり三階の教室から女子高生を眺める。

「……なあ、啓治」

　豊が小さく呟つぶやいた。

「んー？」

「今、スカートめくれないかなーとか思ったりしてないよな」

「い、いやあ？　べ、別にぃ？」

　マズイ。と啓治は顔を赤く染めてくるりと開いた窓を背に振ふり返る。

　波旬は、欲よくの神様。

　啓治は、そんなモノにはなりたくないと、こうして親元を離はなれ、人間界に暮らしている。

　欲望が啓治の中で大きくなればなるほど、『波旬』に近づいていくのだ。

　啓治が忌いみ嫌きらう『神様』という名の『バケモノ』に。

「俺は、お前のことなら何でも分かるんだよ」

　豊はバカにしたように言った。

　心で隠しているつもりでも、ついつい仮面の下から本性が出ていたようだ。

（もっと上う手まく、隠さないとな）

　そう確信したとき──

　ガラッと教室の戸が開き、一人の『少女』が入ってきた。

「ここが教室か。なかなか綺き麗れいなところではないか」

　啓治と豊は開いた口がふさがらなかった。

「君たちがクラスメイトか？　初めまして」

　かつかつかつかつ……

　少女は歩を進め、啓治たちの所へ来ると、握あく手しゆを求めた。

　少女もまた、啓治の持論を裏付けるように、仮面を被っていた。

　物理的な意味で、直接的な意味で、仮面を被っていた。

　いや、ていうか兜かぶとを被っていた。

　陽光に煌きらめく、漆しつ黒こくの兜を。

（すげえ）と啓治は息を吞のんだ。

　人は誰しも仮面を被っている。

　人間の世界は、人間としてじゃないと生きていけない。

　妖怪は妖怪であることを、神様は神様であることを隠して、人間世界に溶とけ込むのが当然だと思っていた。
















　そんな考えを、一発で打ち砕くだく存在。

　暗黒騎き士しは、暗黒騎士のまま、ありのままでそこにいた。

　暗黒騎士のそんな生き方に──憧あこがれたのだった。







　　　第一章「脱いでいこう」







『鞍くら馬ま　啓けい治じ』は大きく振りかぶった。

　膝ひざを高く上げた左足をぐっと前に踏ふみ出し、体重を乗せる。左手のグローブは腋わきに畳たたみ、腰こしの回転、肩かたの回転を意識しながら、縫ぬい目に添そえた人差し指と中指に力を込こめて──投げる。

　フォーシームのストレート。真まっ直すぐに伸のびた球は──黒い煙けむりを放ちながら分身して上下左右に揺れ動き、そしてキャッチャーの手の中へと吸い込まれていった。

「ストライーック！」

　審しん判ぱんをしていた担任教師が、オーバーアクションで宣告する。

　そのあまりの変化球に、啓治はグローブを外して両りよう腕うでを上げ、指先を掌てのひらに突つき立てるようにしてＴの形を作りながらこう言った。

「タイム！」

　啓治のタイムを聞きつけ、キャッチャーがピッチャーズマウンドへと駆かけ寄ってくる。

「どうした、鞍馬くん。とても良い球だったぞ」

　キャッチャーマスクを上げながら、彼女は心配そうに声を掛けた。

「うん。とてもいい球だと……思ったんですけど……その……投げた球種とは……違ちがうんですよね。……暗黒騎士さん……何かしました？」

　啓治はジャージのファスナーを少し下ろしながら、しどろもどろに、目も合わさずに言う。

　キャッチャーマスクの下にあるのは──漆黒の兜だった。プロテクターの下には漆黒の鎧よろいが。レガースの下には漆黒のすね当て。

　そう、『彼女』こと『暗黒騎士』は全身を漆黒の甲かつ冑ちゆうに包んだ上で、さらにその上からキャッチャーの防具を着けていた。

　兜はフルフェイスで顔は見えないが、その美しい声だけで、女性であるということは誰もが認にん識しきしている。

「ああ、捕ほ手しゆとは投手をサポートする役割だと聞いてな。暗黒の力を駆く使しした」

「あー、暗黒の力だったのかー」

　啓治は知ったかぶった。あまりにも当然のように暗黒騎士がそう言ったから。

「で、今ボールはどこにあるんすか？」

　啓治は次の質問に移った。

　漆黒の籠こ手てをしているせいで、彼女に合うグローブはなく、キャッチというよりボールはその黒光りする掌の中へ吸い込まれていったのだ。

「ここにあるぞ」

　ずずずずず……黒い渦うずのようなモノが突とつ然ぜん現れ、そしてそこからボールがひょこっと出てきた。

「……どこに……あったんですかね？」

　さすがに、知ったかぶれるレベルを超こえていた。啓治は困こん惑わくしながらも聞いてみる。

「暗黒空間だ。ダークデーモンドアを開いて、天地も時間もない場所に保管した」

「……便利だなー」

「さすがに、掌サイズの扉とびらしか開けんから打者を消せと言われても困るぞ？　せいぜいあの棍こん棒ぼうぐらいだろう」

「バットもいけるんすか。超ちよう便利ですねー」

「うむ。ドコデモンドアは暗黒の力の中でも最も利便性が高い」

「え？　え？　え？　え？　今『どこでもドア』って言いませんでした？」

「言ってないぞ。──ダコデモドア」

「ほぼ言ってるーっ！　むしろ『どこでもドア』に引っ張られてしまってるじゃないっすか！　ドラえもん好きなんですか？」

「知らん」

　暗黒騎士はぷいっと横を向く。

「え！　でも今さっき、どこでもドアって言った──」

「ドラえもんなど聞いたこともないわ。それがＦ作なのかＡ作なのかも知らん」

　暗黒騎士は、知られたくなかった。

　畏い怖ふの象しよう徴ちようである暗黒騎士が、まさかアニメオタクだと知られれば、人望がなくなると思っているからだ。

「絶対知ってる……」

　啓治は小さく呟いて、それ以上は聞けなかった。暗黒騎士の気分を害するつもりはなかった。

「さ、無む駄だ話ばなしはこの辺にして、プレイボールを再開しようではないか」

「はあ……あの……暗黒騎士さんって……人間、なんですかね？」

「あっはははは！　君は実に面おも白しろい男だなっ！　私が何に見えてるんだ？」

　啓治は真しん剣けんに聞いていたが、暗黒騎士は腹を抱かかえて大きく笑った。

「まあ、その……形という意味では確かに人なんですけど……その……」

　上手く言葉に出来ず、啓治は困惑していた。

「……そうだな。その質問にはこう答えよう。──スーパーマンは人間だと思うかい？」

　という言葉を残し、暗黒騎士はバッターボックスの方へと歩いて行ってしまった。

　啓治は暗黒空間に一度は吸い込まれたボールの匂においを嗅かいでみるが、別段変わった匂いはしない。ただの、野球ボールだ。

　とりあえず、野球を進めようと、振りかぶって──投げる。

　ボールが分身し、急きゆう上じよう昇しようしては、急降下し、地面に付くかと思えば、ピタリと止まってストライクゾーンへとまた急加速する。

「ストライークっ！」

　ノリノリな審判がぐっと親指を立てた。彼は教師で、ここで今野球をやっているのは生徒たち。

　入学式を済ませたばかりの、ほぼ初対面に近い生徒たちだ。

　初日の授業は絆きずなを深めるという理由から、野球が選ばれた。

　親しくなるには、共同作業が一番良い。共通の敵を持つことも好ましい。スポーツは、絆を深めるのにとても効果的であると担任教師は考えていた。

「タイム」

　啓治がまた手を挙げると、暗黒騎士はすかさずキャッチャーマスクを上げて、漆黒の兜を露あらわにしながら、啓治の元へと駆けてくる。

「どうしたんだ鞍馬くん」

「やっぱり、スーパーマンは人間じゃないと思うんですよねぇ……超ちよう人じんというか宇宙人というか……」

「やはりそうか。実は私もそう思っていたんだ。気が合うな」

「あと、キャッチャーマスクは上げるんですね」

「喋しやべりにくいのでな」

「……はあ」啓治は言えなかった。「だったらその兜も脱ぬげばいいのに」とは、口が裂さけても言えなかった。

「認めよう。私は確かに超人的だろう。それは、私の世界でも同じだった」

「あ、やっぱり異世界の人だったんすか。ファッションが後衛的だなーとは思ってました」

「……やはり、異世界の人間だと……仲良くはして貰もらえないものかな？」

　兜のせいで表情は見えなかったが、暗黒騎士は少し寂さびしそうな声をしていた。

「あ、いや。むしろ嬉うれしいです」

　啓治は照れ臭くさそうにフォローする。だが、言えなかった。

　自分もまた『超人』であるということを。

　自分と同じく、明らかに他人とは違う姿、自分と同じく明らかに他人を圧あつ倒とうする力を持ちながら、それを隠かくそうとしない暗黒騎士に、尊敬以上の思いがあったことを。

「おお、そうか！　君は本当に良い奴やつだな！」

　がっしりと手を握にぎられ、啓治は少し顔を赤くした。冷たい籠手の感かん触しよくが、何な故ぜか少し暖かく感じた。

　そのあとも、暗黒の力を駆使してストライクを量産し、ゲームとしては何にも面白くない一回表が終わった。

　一回裏。魔ま球きゆうではないが、そこそこの剛ごう速そつ球きゆうを投げる好青年が、ワンナウト一いち塁るいで迎むかえたバッター、暗黒騎士。

　この暗黒騎士に対しての初球は、暴投だった。

「大だい丈じよう夫ぶっすか！　暗黒騎士さん！」

　ネクストバッターズサークルでしゃがんでいた啓治が心配そうに声を掛かける。

「ああ、構わん構わん」

　暗黒騎士はぱたぱたと手を振ふって心配ないと返す。

　さらに二投目もワイルドピッチ。

　その二球とも、漆しつ黒こくの兜かぶとを狙ねらい撃うちしていた。

「あっはっは。構わん構わん」

　そして三球目──真っ直ぐ伸びた球は、同じ軌き道どうを描えがき──

「はっはっは。はーっはっはっは！　……はっっっっ！」

　大笑いした暗黒騎き士しは、バットを投げ捨ててバッターボックスから跳とんだ。

　たった一歩。だがそれは、地面すれすれをマウンドまで一っ飛びする一歩だった。

　ダークデーモンドアが開き、ずらぁ……っと赤い刀身の剣けんが現れる。

「ひぃっ」ピッチャーは、恐きよう怖ふにうずくまった。

　彼は、暗黒騎士に喧けん嘩かを売りたかった訳ではない。ただ、緊きん張ちようのあまり投球が乱れたにすぎない。

　だが、暗黒騎士は勘かん違ちがいしていた。世界を征せい服ふくし、用済みとなった暗黒騎士を殺すため、異世界の帝てい国こくから派は遣けんされてきた刺し客かくであると。

　黒い煙をもわもわと発しながら、剣が振り下ろされる。

　が──その凶きよう刃じんは、青年には届かなかった。

　音が鳴った。パシンと小気味のいい音だ。そう──暗黒騎士は攻こう撃げきを受けた。

　まさかの思わぬ反撃。

　驚おどろいた。とても、とても。

　漆黒の兜──その頰ほおを打たれたのだ。

　ダメージは、ない。だが、精神的には、効いた。

「暗黒騎士さん、ダメです。正気に戻もどって下さい」

　啓治だ。全身が、熱した鉄のように真っ赤に染まっている啓治が、間に入っていた。

　ジャージはボロボロになり、まるでどこぞのストリートファイターのように袖そでが取れてしまっている。

「鞍馬くん……」

　すまない。取り乱してしまった。悪かった。そんな言葉が言えなかった。

「暗黒騎士さん、剣はダメです。この世界に生きるなら、あなたの世界の常識は──捨てるべきなんです」

　暗黒騎士は何も言わず剣を納めた。くるりと背中を向けて、バッターボックスへと歩いて行く。

　甲冑の下で少女の胸は高鳴っていた。

（鞍馬くん……私よりも速く、そして正確だった。何よりもあの目……なんだこの、ゾクゾクとした感覚は──）

　啓治の真剣な眼まな差ざしが忘れられない。風のような動き、瞬しゆん時じの判断、行動力。

　彼のような人間が、暗黒騎士のいた世界にいて欲しかった。

　──という感情では語り尽つくせない、胸を焦こがす何か。

　もう、刺客がどうとか、吹ふっ飛んでいた。







　その後の授業は、全然頭に入らなかった。

（ああ……なんなんだこれは……この胸が焼けるような思いは……）

　黒板よりも、啓治に目が行く。あくびをしている顔なのに、輝かがやいて見える。

（こっちを向けぇ……こっちを向けぇ……こっちをぉ～、向けぇぃぃ）

　暗黒の念を送ってみる。

　するとどうだろう。啓治がちらりとこっちを向いた。

　ずきゅ──────ん。

　ただ目が合っただけ。ただそれだけで暗黒騎士は机に突つっ伏ぷした。

　まるで、鳥が鉄てつ砲ぽう玉だまでも食らったように。

　そのまま椅い子すから崩くずれ落ち、教室の床ゆかをゴロゴロ転がる。

（目が合っちゃった！　目が合っちゃったーっ！）

　ごろごろごろ……ごろごろごろ……

　漆黒の鎧よろいの上から学校の制服を着てはいたが、まるで石でも転がっているような音が教室内に響ひびく。

（落ち着け。落ち着くんだ私。先ほどまで角つめを突き合わせて話をしていたではないか）

　何度も深呼吸を繰くり返し、心を落ち着けて席に戻る。

（私は一体、どうしてしまったというのだ）

　昼休みにも暗黒騎士は悩なやみ続けていた。

　その光景は、周りの人間から見ても異様だった。

「暗黒騎士さん、弁当を広げたまま食べようとしないけど、食しよく欲よくないのかな」

　啓治はクラスメイトの『辻つじ本もと　豊ゆたか』と食事をしながら、暗黒騎士を心配していた。

　授業中に床を転がったり、ぞわぞわとした念を送られたり。それは、全すべて自分の責任だと思っていた。

「いや、兜のせいで食べられないだけじゃないか」

　クラスメイトの意見は、啓治の耳には入ってこなかった。

「やっぱり、明日あしたお詫わびの品を渡わたそうと思う」

「……何の？」

「彼女のプライドを傷つけてしまったことのさ」

　啓治は暗黒騎士を切ない目で見ながら、昼食をゆっくりと進めていた。

「暗黒騎士さんも大たい概がいだが、お前も変な奴だな」

　豊は、別の話題に持っていこうと決めた。

　くだんの暗黒騎士は、啓治と目が合ってしまい、また高まる胸を押さえようと、くるりと身体からだの向きを変え、ぎゅっと籠こ手てに包まれた拳こぶしを握る。

「な、何か用……？」

　急に身体の向きを変えてきたので、隣となりに座っていた女生徒が引きつった笑えみを浮うかべていた。長い黒くろ髪かみの、一見すると大人しそうな少女だ。

「あ、いや……うむ。助言を賜たまわりたい」

　用があって横を向いた訳ではなかったが、暗黒騎士はこの際、今の自分の気持ちを聞いて貰おうと思った。

「助言……相談なら、乗るけど」

「君の名前は確か──」

「マホだよ……小悪魔が歩くと書いて魔ま歩ほ。よろしく」

「……何やら私と近しいモノを感じる。小ささは名前に関係ないようにも思えるが──よろしく」

「あーうん。私も暗黒騎士さんとは気が合うかなーなんて思ってた。で、どうしたの？」

「実はな。ある男のことを考えると、胸が苦しいのだ。病気か何かだと思うか？」

「……んー。咳せきとか吐はき気は？」

「ない」

「不快感だけ？」

「それが、不快ではないのが逆に怖こわいのだよ」

「ふむふむ。その、ある男のことを考えると──ってのは、例えばどういうことを考える？」

「彼のことなら何でも知りたいと思うし、彼をどうこうする未来を妄もう想そうしたりする。匂においを嗅かいでみたいという衝しよう動どうも湧わいてくるな」

「ふむふむ。ＯＫ分かった」

「おお、分かったのか！　教えてくれ！　この思いはなんなのだ！　この身体の異変の原因はなんなのだ！」




「『殺意』──だよ。きっと、親か友を前世で惨ざん殺さつされてるんだよ！」




　一見すると大人しそうな少女、マホは魔女のような笑みで拳を握にぎり、強く言った。

「……そうだったのか。今まで抱いだいたことのない殺意だ。さらに教えて欲しいことがあるのだが」

「はいはい。何でも教えてあげましょう。──面おも白しろそうだし」

「彼と常に共にいるには、彼をより知るには、どうすれば良いのだ？」

「家宅侵しん入にゆうだよ！　それはもうストーキングしかないよ！」

　一見したときは大人しそうだった少女、マホは魔女のような笑みで拳を握り、強く言った。

「家宅侵入は確かに良い案だ。──が、しかし、私がスパイをしたら、彼は私を嫌きらうのではないだろうか？　私は嫌われたくはない」

「バレなきゃいいじゃん。この国では、立件されなきゃ犯罪にはならないのよ！」

　改めて一見してみると魔女のような少女、マホは拳を握り、強く言った。

「しかし、私は顔を見られて………………ないな」

「その人とも鎧姿でしか会ってないってこと？　だったら簡単だね。暗黒騎士さん」

「と、言うと？」

「脱ぬげばいいのだよ！」

　マホは見た目の印象通り、魔女のような笑みで拳を握り、強く言った。

「これを脱ぐのはちょっと──」

「そう言えば、どうしてそんな兜かぶと被かぶってるの？」

「うむ。──これは国家機密だぞ？」

「うん。誰だれにも言わない」

「私は………………童顔なのだ」

　小さく、控ひかえめな声だった。

「は？　じゃあもしかしてその鎧も？」

　思わぬ理由に、マホは啞あ然ぜんとした。

「ああ、体型を誤ご魔ま化かすためだよ。帝国の畏い怖ふの象しよう徴ちようたる暗黒騎士の私が童顔だなどと、バレてしまえば誰も暗黒騎士を怖がらなくなる」

「童顔を隠かくすためだけに、それ被ってるんだ」

「うむ」

「じゃあやっぱり、脱げばいいと思うなー」

　マホはこう思った。せめて自分だけでも素す顔がおを見たい──と。







　その日、鞍馬啓治が家に帰り、黒いＴシャツに手ぬぐいを頭に巻くというラーメン屋のような格好で料理をしていたら──ピンポーンと呼び出しチャイムが鳴った。

　誰かが来る予定なんかなかったはずだと不ふ審しんがりながらも、玄げん関かんへ向かうとそこには──金きん髪ぱつに翡ひ翠すい色の目をした美少女がいた。

　中学生ぐらいだろうか。啓治よりも背が低く、日本人とは思えない端たん整せいな顔つきの、可愛かわいらしい童顔の少女。服装は、制服。

　啓治と同じ学校の、制服だった。

「神でぇす！　中に入っていいですかっ？」

　少女は笑顔で両手を広げる。ぱあっと後光が差している気がした。

「ダメです」

　バタン。啓治は扉とびらを閉めた。

　ピーンポーン──と呼び出しチャイムが鳴り、啓治は扉を開ける。

「社長です！　ここで働かせて下さい！」

「社長ならもう働いてるんじゃないですかね」

　バタン。ピーンポーン。

「家政婦です！　ここではたらせて下さい！」

「早口過ぎて言えてないじゃないっすか」

　バタン。ピーンポーン。

「家いえ出で娘むすめです！　ここではららってくっさい！」

「訳ありなのはちょっと困ります」

　バタン。ピーンポーン。

「じゃあなんだったらいいんですか」

「友達だったら入れてもいいけど」

　バタン。ピーンポーン。

「くーらーまーくーん。あーそーぼー」

「最初からそう言えばいいじゃないか。……で、君は誰？　制服着てるからウチの学校の子だろうけど」

「同じクラスの者です」

「はて、君みたいな子いたかなー。なんで女の子がウチに？」

　啓治は改めて、じっくりと少女を観察した。

　ブロンドの髪かみに翡翠色の瞳ひとみから、外国から来たか、少なくとも日本人同士の親ではないだろう。年は中学生程度か、あるいはもっと下か。

　背は低い。と言っても、一五〇センチメートルは越こえているだろう。胸は大きく、出るところはしっかりと出ている。

　小こ柄がらな体型のせいか、より大きく思えた。

　童顔で巨きよ乳にゆう。

　それが、第一印象だった。

「ほら、絆きずなを深めるための野球大会で鞍馬くんが格好良かったから……」

　少女は恥はずかしげに俯うつむく。

「あ、あの野球に参加してたんだ。じゃあやっぱり同じクラスかな。まあ、どうぞ」

　啓治はいれるべきか悩んだが、高校に入学したばかりで友達が欲ほしかったため、とりあえず疑念を持ちながらも中へ促うながした。

　こうして、少女は鞍馬啓治の家へとなんとか侵入することが出来た。

　少女は思った。

（ああ、ついにここまで来てしまった。間かん一いつ髪ぱつであったが、マホの助言は間ま違ちがっていなかったようだ）

　そう、彼女は暗黒騎き士しの『中の人』。啓治が素顔を知らないことを逆手に取り、啓治に近づくために鎧よろいを脱ぎ去ってやってきたのだ。

「君、名前は？」

　名前を聞かれ、少女はたじろいだ。暗黒騎士。本名『エールリンク・ラグナ・ウォルター』は、その名前を言ってしまえばバレてしまう可能性を考こう慮りよしていた。

「えー……エリーって呼んで下さい」

「……………………エリーちゃん？」

　大だい丈じよう夫ぶかな。大丈夫かな。エリーの中で、どくんどくんと鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。

　啓治は少し考えたあと、エリーという名前の違い和わ感かんを払ふつ拭しよくした。

　エリという名前がある以上、それを少し伸のばす程度なんて、火星と書いてジュピターなんてレベルのキラキラネームまで横行したこの時代では、違和感ですらないと判断した。

「そっか。よろしくエリー。上がって奥の部屋までどうぞー」

（セ────っっっフ！）

　エリーは心の中で、野球のときに担任教師がやっていたオーバーアクションを思い出していた。

　啓治の家は、２ＤＫのアパートだった。

　右手にバスルーム。左手にキッチンを眺ながめながら、少しだけある廊ろう下かを歩き、扉を開けてさらに奥の部屋へ。部屋に入ると、ニュース番組が低音量で垂れ流しになっているテレビ。ガラスのテーブル。万まん年ねん床どこの布ふ団とんが敷しいてある。

　エリーは深呼吸する。

（これが……鞍馬くんの部屋の匂い……なんと芳かぐわしい……）

　申し訳程度に、ちょこんと布団の隅すみに座る。スパイとしてここにやってきた後ろめたさがあった。

「お茶は、烏龍ウーロン茶ちやでいい？」

「うむ……あ、はい」

（危ない！　せっかく教わった近代日本語学を使い損そこねそうであった！）

　自分が暗黒騎士であることを悟さとられないよう、注意しながらエリーは笑顔で誤魔化した。

　啓治が扉の向こう、キッチンへ向かったのを見届けてから──

　ばふっと枕まくらへダイブ。

　顔を埋うずめて足をバタバタさせ、啓治の世界を堪たん能のうする。

　ごろごろ……ごろごろ……すっ。

　ひとしきり布団の感かん触しよくと枕の感触を楽しんだエリーは、元の位置で体育座りをした。

　と同時に──啓治が腋わきにペットボトルを挟はさんでコップを二つ持ったまま戻もどってくる。

　間一髪だった。〇・一秒遅おそければ、啓治の布団の感触を確かめていたことがバレていた。

「で、目的はなんなの？」

　啓治はカーペットの上に、どっかりとあぐらをかき、烏龍茶をコップに注つぎながら問いかけた。

「あーうん。ホント、ただお邪じや魔ましようと思っただけです」

　エリーは笑え顔がおで答えた。不信感を抱かせないためには、笑うしか無い。

「ふーん」

　………………沈ちん黙もくの時間が流れる。

　何を話せばいいのか。何を聞けばいいのか、エリーは失念していた。

「あの……彼女とかいらっしゃるんでしょうか？」

　不ぶ躾しつけな質問。これを聞くのは怖こわくて仕方が無かったが、そのために来たのだ。

「え？　いや……いたこともないけど」

「そうなんだ」

　ぼそりと呟つぶやいたが、エリーは心の中でガッツポーズを取っていた。

　ゴールを決めたサッカー選手ぐらい、駆かけだして膝ひざで滑すべりながらのガッツポーズだ。

「じゃあ、好きな女性とかはおられるんでしょうか？」

「ん────。んん～～～。あ、気になる子はいるよ？」

　啓治は目を閉じて腕うでを組み、首を横にぐーっと傾かたむけながら眉み間けんにシワを寄せて考えた結果、ある人物に辿たどり着く。

「だ、だだだだだ誰ですかっ！」

　エリーの脳のう裏りにクラスメイトの顔がぶわっと広がる。

「ちょうどいいや。ちょっとその件で意見を聞きたいんだけど」

「はい！　どのようなことでも一いつ瞬しゆんで叶かなえます！」

「ランプの魔ま神じんみたいな言いぐさだな。うん、ちょっとね、女性に料理を振ふる舞まおうと思うんだけど」

「その、気になる子に？」

「うん。で、味を見て貰もらおうかなって思うんだ」

　啓治はそう言いながら立ち上がり、また部屋を後にする。

　エリーは啓治に見られないような位置で頰ほおをぷうっと膨ふくらませた。

（この恋こい、未然に防がねばっ！）

　エリーは燃えていた。

　気になっているレベルなら、まだチャンスはあるはずだ。

　そして──出てきた料理にエリーは目を丸くさせた。

　白い丸皿に、鴨かもロース。それはエリーが異世界の帝てい国こくにいた頃ころに食べた、宮きゆう廷てい料理のようだった。

（なんと美しい料理だろう……）

　エリーの世界に、鴨はいない。

　だが、ローストビーフのような、中をピンク色の状態でじっくり火を通した肉料理は、エリーの世界では最高級の料理だった。

　それを、こんな狭せまい一室の、ただの少年が出してくることに、驚おどろいた。

「エリー。ヨダレ出てるよ」

「はっ！　す、すみません！　卑いやしいですよね！　野良犬の如ごとき浅せん陋ろうさですよね！」

「いやあ、嬉うれしいよ」

（ああ、まばゆいっ！　なんとまばゆい笑顔なのだ！　こんなド下げ劣れつな私にっ！）

　エリーは思わず手を広げて、下からではなく左右から差し込むように顔を覆おおった。

「何その昔のアイドルみたいなポーズ。まあ、とにかく食べてみてよ」

（食べる……）

　目の前に用意された食器。

　それは、ナイフでもフォークでもなく……箸はしだった。

　エリーは箸を取り、右手と左手に一本ずつ持つと、ナイフとフォークの要領で鴨肉を切ろうとした。

「……箸の持ち方と使い方、間違ってるよ」

　啓治の言葉に、エリーはびくっと身体からだを震ふるわせる。

「え！　…………こ、こうですかね」

　エリーは焦あせっていた。この世界の道具を上う手まく使えないと、素す性じようがバレてしまうのではないかと心配だった。

　だが、その心配は無用だった。髪や瞳の色から、エリーはすでにアジア人では無いと啓治は思っているが、異世界人とまでは、思っていない。

「ナイフとフォーク、出そうか？」

「いえ！　これで食べますっ！　食べてみせますとも！」

　次にエリーは箸をぎゅっと握にぎりしめる。そして──ぐっさーっと勢いよく鴨に突つき立てた。
















「うん、なるほど。それも違うなー」

「じゃ、じゃあ、教えてくれませんか？」

　恐おそる恐る、上うわ目め遣づかいで提案する。面めん倒どう臭くさい女だと思われるんじゃないかと怖い。

「いいよ。俺の持ち方が正しいかも分かんないけど……」

「正しさなんてくそ食らえです！　鞍馬くんの持ち方がいいです！　いいんですっ！」

「なんでちょっと川か平びら風に……じゃあえっとね……人差し指がこうで、中指がこう……ペンを持つ感じに似てるんだけど……」

　エリーはドキドキしていた。

　啓治に手取り足取り……実際には手しか取ってないが、細かく教えてくれるという意味で手取り足取り教えてくれる。

　顔が近くにある。

　それがもう嬉しくて嬉しくて。嬉しくて嬉しくて嬉しくて。

　啓治に箸の持ち方を教えて貰ったエリーは、その持ち方のまま──

　ざすっ！　と鴨を刺さした。

「君はあれかな？　蜂はちの生まれ変わりかな？」

「美お味いしいですっ！　うわー。なんだこれー」

　ソースをたっぷりとつけた鴨ロース。初めての体験だったエリーは、感動すら覚えていた。

「ほんと？　ありがとう」

　啓治は、少し照れ臭くさそうに笑顔を見せた。

　エリーはぱあっと花が咲さいたように笑顔を見せた。

　ありがとう。その言葉一つで、天にも昇のぼる気持ちだった。

（ああ、この思い。なんと心ここ地ちがよいのだろうか。マホは殺意と言っていたが、そんなモノでは言い表せぬ。……きっと、私の伝え方が稚ち拙せつなために、マホは殺意であると間ま違ちがえたのであろう。……では、この感情はなんなのだ？　この、熱く燃えたぎるような、それでいて甘い感情は……ああ、鞍馬くん……ああ……）

　熱くなった頰を冷ひえ性しような手で押さえ、くねくねと身体をくねらせる。

「何してんの？」

「あ、な、なんでもないです！　いやあそれにしても美味しいですねぇ。このソースが絶ぜつ妙みようです」

「そう？　オリジナルで作ってみたんだけどさ」

「この、にんにくの香かおりが──」

「あ、にんにくは使ってない」

「しませんよね！　うん！　にんにくの香りはしないです！」

　エリーは慌あわてふためきながらも、『私もそう思ってました』とでも言わんばかりに知ったかぶった。

「他ほかには？」

「しょうが……の？　香り……がぁ？」

　ちらっちらっ。啓治の顔色を窺うかがいながら、途と切ぎれ途切れに聞く。

「しょうがは入ってるよ」

「しますよね！　しょうがの香りは当然しますよね！」

「そうだね。しょうがは使い勝手がいい。エリーはよく料理とかするの？」

「え！　ま、まあ、当然……女の子ですからね！」

　エリーはえっへんと腕を組んで……噓うそを吐ついた。

「そのソース、ちょっと拘こだわりがあるんだけど……分かるかな？」

「……あれですよね？　醬しよう油ゆベースですよね」

「そうそう。醬油がベースで？」

「でっ？　と……そうですねー。ワインの甘みがぁ……してぇ？」

　エリーは自信なさげに、ちらっちらっと啓治の表情を読みながら言う。

「ワインは入れてない。甘めの醬油を使ってるんだ」

「ませんよね。うん、ワインの甘みはしてませんよね……と。あ、ゆずの香りがぁ……してぇ？」

「うん。ゆずは入ってる」

「るよね！　してるよね！　うんうん。あとは……酢す？」

「ただの酢じゃないかな」

「…………ポン酢ず………………じゃないですよね」

　啓治が少し顔をしかめたのを見るや──即そく座ざに否定する。

「米酢？」

「でも「でもないですよね！」」

　危あやうく『でもない』って言われるところだった。

「…………バルサミコ酢」

「お！　正解「ですよねっ！」」

　知っている酢を並べただけだったが、まさかの正解にエリーは目を輝かがやかせた。

「あ……」

「どうしました？」

「にんにく入ってたかも」

「ですよね！　私が言ってた奴やつ入ってますよね！　私が最初に言った奴」

「あ、違うわ。結局しょうがに替かえたんだった」

「ですよね！　にんにく入れようと思ったけどしょうがに替えたんですよね！　分かるなー。味に出てますそれ。そっか葛かつ藤とうが味に出てたから最初に言っちゃったんだ。うん」

「でも拘りはそこじゃなくて、コクと深みを出すために入れてるのがあるんだけど、やっぱり分からないかな」

「あー、はいはい。コクと深みはすごい入ってますねー。これはあれかなー」

「そう、あれなんだよ」

「コエンザイムきゅーてん」

「ごめん、それなんだっけ？　そういうんじゃなくて」

「じゃないですよね！　そういうのじゃないですよね！　じゃあ、えっと……マイナスイオン？」

「………………」

「じゃなくて……インテル？」

「………………」

「でもなくて…………夢？」

「………………」

　高い賞金が懸かかってるクイズ番組のような、長い沈ちん黙もくが襲おそう。

「………………あの、ちょっとだけいいですか？」

「え？」

「ほんのちょっとだけ、こっち見ないで下さい」

「うん、別にいいけど」

　啓治がくるりと背中を向けると──

　エリーは布ふ団とんにダイブして、ゴロゴロと転がった。

（全っ然分からんっ！　分からーん！）

　ごろごろごろ……ごろごろごろ……すっ。

　啓治の匂においを堪たん能のうしたエリーは、きりっとした表情で言う。

「ヒント下さい」

「あ、もういいの？」と啓治は振ふり向いて、「鴨の部位を使ってるんだ」と答えた。

「………………カモの」

　エリーは鴨かもを知らない。だが、部位ということで牛や豚ぶたのような生き物であるだろうと予想する。

　さらに、今食べていた肉がその『鴨』であると仮定した。

「カモの……前足？」

「ま、前足っ？　後ろ足があんの！」

「あ、じゃなくてぇ……鼻の部分……」

　啓治の表情を見ながら、答えを探さぐる。

「でもなくてぇ……心臓とか？」

　啓治が「おっ」という顔を見せたので、たたみかける。

「内臓だ！　内臓ですねっ！」

「正解。鴨の肝きもを入れて、肝きも醬しよう油ゆをベースにしてるんだよ」

「あ、あの」

「ん？」

「正解したらご褒ほう美びとかないんでしょうか？」

「ご褒美って……すでに食ってるし……いいこいいこでもする？」

　啓治は冗じよう談だんで言ったつもりだったが──

「それお願いしますっ！　お任せでお願いしますっ！」

　とエリーが強く言うので、その綺き麗れいなブロンドの髪かみに手をやり、優やさしく撫なでた。

（これが……いいこいいこか……この、黒き災わざわいと呼ばれた私が、まるで赤子のように扱あつかわれている…………だが、とても心地よい。ずっとこうしていたい）

　エリーはまるで寝ねてる猫ねこのように目を瞑つぶって大人しく撫でられ続ける。

　啓治は、まるで妹か娘むすめが出来たような気持ちだった。

「で、エリーの目的はなんだったの？」

「え？」

「ただ、遊びに来ただけじゃなくて、何か本当の理由があるんだろ？」

「いえいえ！　ホントやましいことなんて何もないですっ！　ただ鞍馬くんとお近づきになりたくて！　ホントそれだけなんです！　ホント！」

「まあ、そう言うか」

　真の目的があったとしても、それをここで言うこともないか、と啓治は問い詰つめるのを諦あきらめた。

「そうだ！　鞍馬くん、何かやりたいこととかありますかっ？」

「したいことねぇ……」

　エリーは、はっとある言葉を思い出した。

　男はオオカミなんだと。食われちゃうぞと。

「……お食べになられ遊ばれるんですね？」

「え？　何？　え？　どっち？　食べるのか遊ぶのか」

「私を食べないんでしょうか？」

「エリーの目には、俺が巨きよ人じんやゾンビにでも見えてるの？」

「いえいえ！　どう見てもただの風使いにしか見えないです！」

「………………何を知ってる？　親おや父じの差し金か？」

　急に、啓治の目が鋭するどくなった。

　その目は、あのときと同じ。背筋がゾクゾクする、殺し屋のような目だ。

　威い嚇かくするような目であったが、エリーはその視線を向けられるだけで興奮していた。

（ああ……この目で見られるなら、恨うらまれてもいいかもしれない）としながらも、エリーは慌てて説明する。

「あ……えっと……ほら、野球のときにわた……暗黒騎き士しにカウンター食らわしたじゃないですか。あのとき、風の力を使ってたなーってだけです」

「風の力ってバレないように、やったつもりだったんだけどな」

「どうしてですか？　格好良かったです！　とっても！」

「君の言うとおり、俺の一族って、代々風を操あやつる力があるんだけど、その力を使うと、全身真っ赤っかになるんだよ。服もボロボロになるし………………ダサくてさ」

「そうですよね。強すぎる力は、見せるべきでは……ないですよね」

　エリーは乾かわいた笑いを浮うかべた。自分は隠かくすこと無く暗黒の力を駆く使ししてるからだ。

　啓治とは真逆。合わない性格ということになるのではないだろうか。

　啓治に嫌きらわれたくない。

　その感情だけが、エリーの中で渦うず巻まいていた。

（はっ！　ちょっと待て！　この料理を振る舞まわれたら、鞍馬くんの気になる子はロメロメになってしまうんではなかろうか！）

　エリーは戦せん慄りつした。

　今、自分がメロメロになっているだけに、これを『気になる子』に食べさせる訳にはいかない。

「あの、この料理ですけど……」

「ん？」

「辛からさが足りないと思いますっ！」

　エリーの目に、めらめらと嫉しつ妬との炎ほのおが燃えていた。

「え！　辛さ？　なんで？」

「えっとその……ブームなんで！」

「あー。女子高生の間で流は行やってるとか？」

「そうですそうです！　そうなんです！」

「んー、辛さかー」

　エリーはさりげなく、後ろ手でダークデーモンドアを開き、あるガラスの瓶びんを取り出した。

「これ！　どうでしょう！」

　それは、おどろおどろしい紫むらさき色いろの液体が入った、謎なぞの小瓶だった。

「エリーはいつもそんなの持ち歩いてるの？」

「今、ブームなんで！」

「なるほどねー。どんな料理にも掛けられるように持ち歩いてるんだ」

　香こう水すいでも入ってそうな瓶を受け取り、フタを開けてみる。

　無む味み無む臭しゆうのソース。

　一いつ滴てき、指の上に垂らして、ぺろりとなめてみると──

「これ……西洋わさびの味がするね。鴨と相あい性しようがいいかも」

「わびさびって奴ですね！」

「うん、違ちがうけど、うん。いいね、これ」

　啓治は平静を保っていた。が、心の中では──

（辛──────────いっ！　あああああああああああああっ！　辛いっ！　親の敵かたきかってくらいに辛いっ！　これが女子高生の辛さかっ！）

　舌がのたうち回っていた。口の中がロデオ状態だったが、それを表情には見せなかった。

　初対面の可愛かわいい女の子の前で、狼狽うろたえる姿は見せたくない。

　啓治は、遊園地に来てるのに頑かたくなにジェットコースターに乗ろうとしない奴の気持ちが少しだけ分かった。

「きょうびの女子高生は、五滴ぐらい使うと思いますねー」

「へえ、そうなんだー。へー」

　啓治はぐびぐびと烏龍ウーロン茶ちやを飲み、口に含ふくんで痺しびれた舌を休ませる。

（ふっふっふ。普ふ段だん「ジュワっ！」しか言わないウルトラマンでも、これを口にすれば「辛っ！」と言ってしまうであろうデンジャーソースだ。──とくと味わうがいい、鞍馬くんの思い人よ）

　エリーは啓治にわからないよう、にやりとほくそ笑えんだ。







　次の日の昼休み、鞍馬啓治は緊きん張ちようしていた。

　手には、綺麗に包んだ弁当箱。持ち手のところが花が咲さいたように見える、花包みだ。

　それを手にしたまま、ちらちらと暗黒騎士に視線を送る。

　何も聞かず、勝手に作ってきてしまったが、食べてくれるだろうか。

「何を躊ちゆう躇ちよしてんだ？　渡わたすならさっさと渡しに行け」

　目の前で昼食を取っているクラスメイト『辻本　豊』は全すべてを知った上で、呆あきれた風に言った。

「でもなー」

「じゃあもう俺が渡しに行ってやる」

　立ち上がる豊の袖そでを引っ張り、啓治がゆっくりと立ち上がる。

「わかったよ。行けばいいんだろ」

「そうそう。なんだかんだで結局行くんだから、さっさと行ってこい」

　行動も感情も、全て読まれている。豊には敵かなわないな。と頭をポリポリかきながら、暗黒騎士の元へと向かう。

「何用かな？」

　暗黒騎士は顔を向けることなく、小さく言う。

　鎧よろいの下で、どっくんどっくんと心臓が早はや鐘がねを打っていた。

「暗黒騎士さんって、お弁当持ってきてないんですか？　昨日も今日も、食べてないみたいですが」

「……持ってきてない」

　啓治は胸に手をやり、「よかった」と笑顔でほっと息を吐はく。

「良かったら、これどうぞ！　野球のとき、殴なぐってしまったんで、お詫わびの意味もありまして」

「うむ」

　差し出された弁当を受け取る。

「何何？　なんか貰もらったの？　もしかして、あれが暗黒騎士さんが殺したい人？」

　にやりとほくそ笑むマホの声は、聞こえなかった。

（私はなんて鉄面皮な女なのだ！　ありがとうも言えぬのかっ！）

　だん。と机を強く叩たたく。もっともっと話したいのに、緊張からか話せない。そんな自分が情けなかった。

　無言のまま、弁当箱を開けると──そこには色とりどりのおかずと、ご飯。

　メインのおかずには、見覚えがあった。

「これ、ソースなんで、是ぜ非ひ掛かけてお召めし上がり下さい」

「ん」

　赤いキャップの魚の形をしたソース入れ。

「ただの醬しよう油ゆじゃないの？」

　マホはケラケラと笑いながら言う。

　だが、マホは嬉うれしかった。

　暗黒騎士の世界では昼食を取らないと聞かされていたが、このシチュエーションならば食うに違いない。

　そして、食うならば、兜かぶとを外すしかないはずだ。

（鞍馬くん、ファインプレーだよぉ？）

「あ、暗黒騎士さん、もしかして箸はし使えないですか？」

　エリーが箸を使えていなかったのを思い出し、ナイフとフォークを用意していなかったことを悔くいた。

「いや、問題ない」

　ソースを満まん遍べんなく鴨かもに掛け、箸をペンを持つように持つと、とんとんと先を整える。

　箸の使い方は、啓治に習っている。そこは問題なかったのだが、兜を外そうとして、気付く。

（もし、兜を取ってしまったら、私がエリーだってことがバレる……私が突とつ然ぜん家に押しかけたデリカシーのない、浅ましい女ということが……バレる）

　暗黒騎士は焦あせっていた。

　啓治に嫌われるんじゃないかと、不安で堪たまらなかった。

　その結果──暗黒騎士は箸を置く。

「あれ？　食べないの？」

　訝いぶかしげにマホが聞く。

　暗黒騎士が手をかざすと──ずず……ずずず……ずずずず……と、黒い渦うずが料理を飲み込んでいった。

　それは、ダークデーモンドアだ。

　暗黒騎士はダークデーモンドアを開き、いったん料理を暗黒の世界に閉じ込めたあと、それを口の中に出すことで、兜を外すことなく料理を食べることに成功した。

「え？　今食べたの？」

　マホは思わず二度見した。

「味は、どうすか？」

「ん。良い味付けだ。これは甘めの醬しよう油ゆをベースにしょうがやゆずの香かおり。あとはバルサミコ酢すも少々入ってるな──それにこの深みとコク。…………そうか、肝きもだな？　鴨の肝を溶とかし、肝きも醬油のようにしている。……それと……デンジャーソースが……入ってる」

「すげええええええっ！　さすが暗黒騎き士しさん！　っていうかあれデンジャーソースって言うんだ！」

　啓治は感心した。

　たった一口。たったの一口で全てを言い当てられてしまった。

　実際は、暗黒騎士はエリーとして先に答えを教えて貰っていたのだが、エリーと暗黒騎士が同一人物であるなどと、啓治は考えもしなかった。

　そんな憧どう憬けいの念を暗黒騎士はひしひしと感じていたが、喜んでいる余よ裕ゆうは無かった。

（辛──────いっ！　辛い辛い辛い辛い！　三つ目の辛いは『つらい』方だ！　辛くて辛つらい。辛みが辛つらい！　辛味づらい！　──だが、狼狽える訳にはいかないっ！）

　兜の下で、暗黒騎士は泣いていた。辛さのせいで、汗あせや涙なみだが止まらない。

　全てを拭ぬぐいたいが、拭うには兜を外さなければならず、耐たえることしか出来なかった。

「暗黒騎士さんって、食器いらないんだねー」

　マホは残念そうな顔で溜ため息いきを吐ついた。

　せっかく、兜の下が見られると思ったのに。

　そう簡単に脱ぬぐ訳がないか、と納なつ得とくした。

　啓治の家へ行くために、鎧を脱いだことも知らずに。

「私も少し貰おっかなー」

　と、マホが箸を伸のばすが、暗黒騎士はがしっと腕うでを摑つかんで止めた。

　マホに食べられたら、『女子高生の激げき辛からブーム』という噓うそがバレてしまう。

　急いで処理しようと、次から次へとおかずが黒い渦に飲み込まれていく。

「あー、独ひとり占じめしちゃうんだー」

　残念そうなマホは、仕方なく自分の弁当を食べることにした。

　一口でもその辛さに打ちのめされていたが、啓治が作ってくれたモノを残す訳にもいかない。暗黒空間に残しておくより、身体からだの一部にしたかった。

　たった一滴でも地じ獄ごくのような辛さのデンジャーソース。

　それが、五滴も使われているソースをたっぷり付けた鴨ロース。

　それでも、完食したかった。

　たとえ、この身が引き裂さかれようとも。

「実に美味であった」

　振ふり絞しぼって出した、精せい一いつ杯ぱいの言葉だった。

「あ、ありがとうございましたっ！」

　啓治は嬉しかった。全てを理解してくれたことが。一分と掛からず、全て食べきってくれたことが。エリーの言っていたことが、正しかったことが。

　啓治は思わず、敬礼していた。

　そして、一礼し、席へ戻もどる。

　ここで暗黒騎士は思う。

（待てよ。この料理を私に振る舞まったということは……鞍馬くんが気になってる女性って……私？　私なのか？）

　暗黒騎士は頰ほおに手を当て、身体をくねくねとくねらせた。

　思い人が、相思相愛なのではないかという予測だけで、天にも昇のぼる気持ちだった。

「はいお疲つかれー」

　席に戻った啓治に、豊が声を掛ける。

「……うん」

「おいおい、なんだその中ちゆう途と半はん端ぱな顔は」

「中途半端な顔してるかな？」

「中途半端な顔してるねー。嬉しいけどどこか恥はずかしいみたいな顔だ」

「豊は相変わらず、俺のことを何でもわかるんだな」

「俺は相変わらず、お前のことなら何でもわかるんだ」

「じゃあ、どうすれば良いと思う？」

「選せん択たく肢しは二つだ。受け入れるか、飯抜ぬきか」

「飯抜き？」

「お前は今こう思ってる。食べて貰えて嬉しい～。でも待てよ。クラス全員に、暗黒騎士さんに気があることがバレちまったんじゃねえか？　これはマズイぞ。高校生活が始まって早々、もういじられまくってしまう」

「その通り。よくわかるなー」

「その通りによくわかるんだなこれが。そこで、だ。ほら、あの子」

　豊が指をさしたところにいたのは──暗黒騎士。

「暗黒騎士さんのさらに向こう、戸の前だ」

　教室の後ろの戸の前。そこに、ヘッドフォンを付けて本を読んでいる少女がいた。

　高校生にしては、幼い顔の少女。子供料金でバスに乗れそうな子だった。

「お前にはどうせ暗黒騎士さんしか見えてないだろうがな。あの子もどうやら、弁当を持ってきていないらしい」

「へえ」

「そこでだ。お前が食べる分の弁当を彼女にあげることで、お前は暗黒騎士さんにメロメロな変態野や郎ろうから、困ってる人を放ほうっておけないうさんくさい野郎にランクアップ出来る訳だ」

「ランク上がってるのかそれ。──でも、貰ってくれるかな？」

「貰ってくれるかどうかは問題じゃ無い。一人の女を贔ひい屓きするんじゃなくて、誰だれでもみんな分け隔へだて無く手を差し伸べるんだよというアピールさえ出来ればいいんだよ」

「なるほど」

「ほら、さっさとクラスの人気者になってこい」

　啓治は自分が食べる分の弁当を持って、もう一度少女の方へ向かう。

（むっ！　また来たっ！）

　暗黒騎士は嬉しかった。何度でも、何時でも啓治と一いつ緒しよにいたかった。

　が、しかし──啓治は暗黒騎士をスルーしたのだ。

　これには暗黒騎士も驚きよう愕がくしたが、目で追う訳にはいかない。

　啓治がそうだったように、暗黒騎士もまた、啓治に気があるとバレてはいけないと考えていた。

　だから、腕を組んだまま、見ないようにしていた。

　しかし、気になる。何よりも、気になる。

　意識を集中させて、啓治の声を拾う。

　マホが何か話をしていたが、全く耳には入らなかった。

「これ、良かったらどうぞ」

　啓治は自分が食べるはずだった弁当を、見知らぬ少女の机に置いた。

　その言葉で、暗黒騎士はずーんと落ち込んだ。

（貴き奴やつか。鞍馬くんの思い人は！　やはり、私への弁当は、昨日の詫わびに過ぎない。ついでだったということかっ！　私はただの前座。奴が本命なのは明白──）

　机に突つっ伏ぷした暗黒騎士。

　その後ろで、ヘッドフォンを付けた少女は顔を上げ、啓治をじっと見つめた。

　猫ねこのような大きな目。小さな唇くちびる。

「…………」

　少女は一言も発さないまま、小さく頷うなずいて、弁当箱を受け取った。

　じっ……と啓治を見つめながら。

　暗黒騎士は兜かぶとの下でほくそ笑えむ。

（鞍馬くんの思い人よ！　デンジャーソースの味、とくと思い知るがいい！　お前の体中からありとあらゆる液体を垂れ流して悶もだえる姿を見ながら、私はトイレに行かせてもらうぞ！）

　少女は音も立てずに弁当箱を開き、ソースを掛けて、鴨を口に運ぶ。

「どう、かな？」

「…………良い味」

　少女は、淡たん々たんとそれだけ答えた。

（バカなっ！）

　思わず、暗黒騎士は振り向いてしまった。

　ヘッドフォンを付けた幼い少女は、平然としたまま、ぱくぱくと弁当を食べていく。

（辛からさは我が慢まん出来ても、涙は我慢出来ないはず！　辛さに強いのか？）

　暗黒騎士は驚愕していた。目を丸く開いて驚おどろきたかったが、涙のせいで開けなかった。

　それもそのはず。

　この弁当は、啓治が食べるつもりだったものだ。

　デンジャーソースは使っておらず、昨日暗黒騎士が啓治の家で、エリーとして食べたモノと同じ状態。

「へー、じゃあ私も食べていい？」

　マホはどうしても味が気になっていたので、箸はしを持ったまま立ち上がり、少女のところへ向かった。

「……彼がいいなら」

　少女は啓治の顔をじっと見上げて箸を止めた。

「まあ、どうぞ」

「やったー。どれどれー」

　マホはぱくりと一口。

「美味っ！　普ふ通つうに美う味まいじゃん！　やぁるぅーっ！」

　ばしばしと啓治の背中をマホが叩たたき、彼女なりに褒ほめ称たたえた。

（どういうことだ？　マホも辛さに強いのか？　それとも本当に激辛ブームが到とう来らいしていたというのか？　……はっ！　あれにはデンジャーソースが使われていないのでは！　だとすれば──やはり彼女が本命っ！　私の分は、罰ばつゲームだったということか！）

　暗黒騎士はちらりちらりとマホを見る。

　今すぐにでも相談をしたかったが──

　マホはその少女と赤外線通信でメールアドレスや電話番号を交こう換かんしていた。

　聞くに聞けない。

　暗黒騎き士しは、内気な性格を恨うらみながら、トイレへと立った。

「はいお疲れー」

　啓治が席に戻ってくると、豊が弁当のフタを差し出した。

　そこには、豊の弁当から分けられた、ご飯とおかず。

「飯抜きとか言っといて、分けてくれんだな」

「俺だって、人気者になりたいからね」







　　　第二章「ダイナミック型両耳載頭娘」







『辻つじ本もと　豊ゆたか』は、人間分ぶん析せきが得意だった。

　一言二言、目線、顔の表情、手の動き、椅い子すへのもたれかかり方、水の飲み方。

　そういった些さ細さいな仕草から、相手の感情を読むのに、優すぐれている。

　その少女は、色いろ恋こい沙ざ汰たには一いつ切さい興味がなく、人と接したり、話をするのが苦手で、頼たのまれたらイヤとは言えず、自己主張が出来ず、自ら動き出すタイプでは無く、感情を内に秘めたまま過ごす人物だと豊は分析した。

　そんな彼女が、そんな『キャラ』であるはずの彼女が──

「…………これ」

「俺に？」

　啓けい治じに、弁当を返してきたのだ。

（読み違ちがえたか？　この俺が）

　豊は怪け訝げんな表情で、その少女を見上げていた。

　相変わらず、ヘッドフォンを外さない少女。

　その弁当箱、そして包みは、啓治が彼女に分け与あたえた弁当と同じ。

「…………貰もらったから」

「お返しってこと？　別に良かったのに」

　と言いながらも、少し嬉うれしそうな声だった。

　女子から弁当を貰うなんて、『人間らしい青春』だからだ。

　弁当の中も、昨日啓治が作ったものと全く同じ。おかずの位置すら、再現されている。

　そして──味。

　早さつ速そく一口食べて、啓治は驚いた。

　味も、全くもって同じなのだ。

「ほーう」と思わず声が出てしまう。

　あのソースはオリジナルだった。それを一度食べただけで、完全に同じモノを再現するなんて──啓治は驚きと尊敬の念を抱いだいていた。

「君、名前なんだっけ？」

　豊も鴨かも肉を一つ摘つまみながら声を掛かける。

　盗ぬすみ食ぐいに対しての反応で、少女の気持ちを見み極きわめようとした。

「先に……お前が……名乗れ」

　不快。無表情だが、確かにその顔には不快が刻まれていた。

「辻本豊だ。しんにょうに点が二つある方の辻ね。点が二つじゃないと画数占うらないで大だい吉きちにならないんだ。──で、君は？」

「……ノイエ。田た中なか……ノイエ……Ｎが大文字の方の……ノイエ」

　少女、田中ノイエは啓治の顔を見ながら名乗った。

「ノイエってどういう漢字書くの？」

「新しい……難しい数字の三……あと忍にん者じやのじゃ」

「新参者かよっ！　なんて当て字だよ！　格好いいけども！」

「田中ノイエって言うと、なんかこう……田中の家に集合って言いたくなりそう」

　むしゃむしゃと白飯を頰ほお張ばりながら豊が言う。

「あー、田中の家に八時集合って言いたくなるねー」

　啓治はそんな豊に笑顔を向けながら賛同した。

「……構わない。呼べばいい」

「いやいや、冗じよう談だんだよ冗談」

　気を悪くしたかなと、少し畏かしこまって啓治が言うと──

「冗談……ああ、なるほど。田中『の家』と私の名前である『ノイエ』が同音異義語のようになっている。見事な冗談」

「……そうだけど……説明されるとちょっと恥はずかしい」

　啓治は小さく笑いながら、ノイエの作ってくれた弁当を食べていく。

　──一方、そんな啓治の様子を見ていた、暗黒騎士は身体からだを震ふるわせていた。

　同じくお返しに、と買ってきたコーラの缶かんを握にぎりしめ、かたかたと音がなるほどに震えていた。

（なんなのだ！　なんなのだあの小こ娘むすめはっ！　同級生の小娘がっ！）

　悔くやしい。

　暗黒騎士も、少女と同じことを考えていた。

「今日は私が弁当作ってきたんだー」なんて言いながら渡わたしたかった。

　そこから一いつ緒しよに笑って、楽しく話をして、海外旅行なんかに出掛ける約束とかをして、マチュピチュについて語るつもりでいた。

　だが、料理など一いつ切さい出来ない暗黒騎士は、諸もろ々もろの計画を諦あきらめた。

　せめてもの思いで買ってきた、コーラ。

　渡しに行くのを悩なやんでいる内に、先を越こされた。

　どう思われるかが心配で、行くに行けなかった暗黒騎士だが、こうなってはいてもたってもいられない。

　慌あわてて、暗黒騎士も啓治の元へと駆かけ寄った。

「鞍くら馬まくん！　これをっ！」

　ずいっと差し出されたコーラ。

「あ、ありがとうございます」

　啓治は嬉しくて微笑ほほえむが、暗黒騎士にはそれが愛あい想そ笑いのように思えた。

「…………あ」

　すると、ノイエが小さく声を出した。

「どうかした？」

　ノイエはじーっとコーラの缶を見つめている。

「……ノンデタッチャブルエンドなステイオンタブ式のＥＯＥ……開けたい」

　そのとき、初めてノイエの表情が動いた。

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしはキラキラと光り輝かがやいている。

「なんの呪じゆ文もんだそりゃ。ノン……ノンデ……」

　豊はノンデタッチャブルの語ご呂ろの悪さに、繰くり返して言うことが出来なかった。

　啓治も暗黒騎士も、彼女が何を言いたいのかが分からず、呆ぼう然ぜんとしている。

　そこで、啓治はコーラの缶を少女に渡してみた。

　何をどうしたいのかはわからないが、カンで、缶に関する感じだと考えた。

　少女はコーラの缶を手にすると、ノンデタッチャブルエンドなステイオンタブ式のＥＯＥ。俗ぞくに言うプルトップに指を掛け、かしゅっと缶を開ける。

　ぶっしゅううううううう……しゅわしゅわしゅわしゅわ…………

　それは、噴ふん水すいのようだった。

　三五〇ミリリットル分のコーラと泡あわが、その場にある全すべてを濡ぬらしていく。

　天てん井じようまで届くほどの、噴ふん出しゆつ。

　暗黒騎士が振しん動どうと共に暗黒の念を込こめていたせいか、それとも熱ねつ膨ぼう張ちようでもしたのか、恐おそろしい勢いだった。

　スプリンクラーでも作動したかのようなコーラのしぶきを、ただ呆然と眺ながめることしか出来ない四人。

　そのときぃ、虹にじが出来ていたのはぁ、おしゃまな妖よう精せいさんのぉ、仕し業わざだったのかも、しれない。

「………………ごめん」

　暗黒騎士は、ぺこりと小さく頭を下げた。

　まさか、こんなことになるとは思わなかった。

「いやいや、暗黒騎士さんは悪くないですよ。俺が缶を持ったときにぱんぱんだったって気付いてれば」

　袖そでで顔についたコーラを拭ぬぐう啓治。

「というか、あまりの勢いに誰だれも噴出を止められなかったからな」

　弁当を包んでいた布で机を拭ふく豊。

「…………３ヘッド・クローズドループ・デュアルキャプスタン方式のポータブルオーディオプレーヤーが」

　びちょびちょのねばねばになったオーディオプレーヤー。

　型が古いこともあってか、今の出来事でその機能を失っていた。

　ノイエは、絶望していた。

「俺、弁べん償しようするよ。ほんとごめん」

　今にも泣き出しそうなノイエに、啓治が申し訳なさそうに言う。

「いや！　私だっ！　私のせいなのだ！　鞍馬くんは悪くはない！」

　暗黒騎士も申し訳なさそうに、頭を下げ続ける。

「いやいや俺が」

「いやいやいやいや私が」

　互たがいに自分が自分がと首を横に振ふりながら言い合い続ける中で──

「あ、ちなみに、俺は完全に悪くないから」

　豊は早々に、責任のなすりつけ合いから脱だつ出しゆつした。







　土曜日、学校の休日を利用して、啓治は駅で待ち合わせをしていた。

　オーディオプレーヤーを失ったときのノイエの表情。

　あの悲しげな表情が忘れられず、何度も何度も提案して、やっと弁償させて貰えることになった。

　一日、奢おごらせていただきますと、誠意を持って対応したのだ。

　改札前の柱に背中を預け、ノイエが来るのをじっと待つ。

「……遅おそいな」

　つい、ぼそりと呟つぶやいてしまった。

　時計を見ると、一一時一五分。約束の時間から、一時間以上も経たっていた。

「……何が？」

　すると、声が返ってきた。

　………………まさかと思い、啓治は啞あ然ぜんとしたままもたれ掛かかっていた柱の裏に回ると、そこにはノイエが立っていた。

　学校の制服のままで。

「……ノイエさん……いつからそこに？」

「……一〇時にこの場所でと約束」

　もしかして、約束の時間通り、ここに来ていたのではないだろうか。

「声を掛けてくれれば良かったのに」

「……その約束はしてない」

　細かく言うべきだったかと、啓治は壁かべに手をついて反省した。

「じゃあ、さっそく行こうか。五つほど先の駅に大きい電器屋があったと思う」

　ＰＤＡで地図を確かく認にんしながら、改札へ向かう。

　一応、待ってる間に何度も確認したが、手持ち無ぶ沙さ汰たになるとどうしても何度も同じことをしてしまう。

　ガシャン。ピンポーン。

　啓治が地図を確認してると、ノイエが改札に引っかかった。

「何やってんの！　切きつ符ぷとか定期とかＩＣカード的な奴やつは？」

　啓治は慌ててノイエの元へ踵きびすを返す。

「……今日は、奢りと聞いた」

「財さい布ふは持ってないってか」

　啓治は周りの人たちにぺこぺこと頭を下げながら、駅員さんに事情を説明し、一度改札から出して貰もらうと、恥ずかしさを隠かくすために、少々強引にぐいっとノイエの小さく白い手を引いて、券売機へ向かった。

「やれやれ、待ち合わせんときもそうだけど、先に言って欲ほしいもんだ」

　返事が欲しい訳でもないただのぼやきだったが、ちらりとノイエの反応を見てみると、ノイエは目を輝かせて券売機を見つめていた。

「どうかした？」

　それは、まるでスペースシャトルでも見ている少年のような、夢に溢あふれた瞳ひとみだった。

「……か……かっこいい」

「もしかして、券売機見るの初めて？」

「このタイプは……初めて」

　こくりと頷うなずくノイエに、啓治は親近感を抱いだいていた。

　きっと、ノイエはどこぞのお嬢じよう様さまで、箱はこ入いり娘むすめだったのだろう。

「苦労したんだねぇ」

　啓治はしみじみと言う。

「……したい。入れたい……」

　場所が場所なら、変態のように聞こえる台詞せりふを呟きながら、ぺたぺたと券売機を触さわる。

「えっとね。まず小こ銭ぜにを入れて……」

　ふんふん……ふんふん……

　細かく頷きながら、真しん剣けんに聞いてくれる。

　やっとのことで切符を買って、改札を通ると、また目を輝かせていた。

　さらにもう一回改札を通ろうとしたので、手を引いてホームへ向かう。

　次はエレベーターに興味を示した。

（わかる！　わかるよその気持ち！）

　啓治は感動していた。

　自分も初めはそうだった。

　何もかもが新しん鮮せんに感じる。

　そして……人間に、文明に憧あこがれたんだ。

　電車に乗ると、ノイエは子供のように椅い子すに膝ひざをついて、窓の外をじっと眺めていた。

　その隣となりに座っていると、どこか恥はずかしさがあったが、啓治は止めなかった。

　幸せそうなノイエを、止めたくは無かった。

　そうしてやってきた隣町。

　駅の数で言うと五つ分。

　そこまで来ないと、大きな量りよう販はん店てんはない田舎いなかだからだ。

　早さつ速そく向かおうとしたが──

「……喉のど、渇かわいた」

　ノイエは別の方向へ歩いて行く。

「あー、そうだな。じゃあ飲み物でも……」

　啓治もちょうど喉が渇いていた。急ぐ必要もないかと、ノイエに着いていく。

　すっとノイエが近くにあったカフェに足を踏ふみ入れる。

　その場所は──この街一番のおしゃれなカフェ、『ブルースターバッファロー』。通つう称しようスタバ。

　啓治には全く無む縁えんの世界だ。

　思わず、啓治は足を止め、あんぐりと口を開いて立派な店構えに圧あつ倒とうされていた。

　おしゃれとは、聖域だ。

　おしゃれで無い者が足を踏み入れれば、すぐさま舌打ちと侮ぶ蔑べつの瞳が襲おそってくる。

　学校の制服は、言わば正装。

　おしゃれを度外視出来る唯ゆい一いつの格好が、正装だ。

　だが、啓治は──

　ノイエが入ってしまったなら、入るしかない。

（くっ！　ダメだっ！　俺のおしゃれ力では！）

　啓治は誰とも目を合わさないよう、小さく身体からだを丸めながら入店する。

　啓治は、戦場に出て行く気分だった。

「いらっしゃいませー」

（くっ！　なんて可愛かわいい店員の声なんだっ！）

　撃うち抜ぬかれた。戦場に出ていきなり頭を撃ち抜かれた。

　一いつ瞬しゆん立ち止まった啓治だったが、なんとか堪こらえて列に並んだ。

　並んでいる『おしゃれ兵士』たちの後ろにいると、いかに自分が場ば違ちがいかがわかり、恥ずかしかった。

（くっ！　俺以外の男全員がナオト・インティライミに見えてくる！）

　少しずつ、少しずつ、出番がやってくるのを待ちながら、何を頼たのもうか悩なやんでいた。

（くっ！　そうだ！　ノイエを参考にしよう！）

　なんなら丸々同じモノを頼んでしまおうと思っていたところに、ノイエの番が回ってくる。

「グランデヘーゼルナッツアドジェリーエクストラホイップダークモカチップクリームフラペチーノで」

（くっ！　なんだその呪じゆ文もんっ！　おしゃれとかいう次元じゃねえ！　バンコクの正式名めい称しようか！　俺が瞬時に覚えられる文字数を四〇字ほど越こえてやがる！）

　あとに続いた啓治は、困こん惑わくしていた。

　何をどう頼めばいいのか。

　呪文が何一つわからない。真ま似ねをしたくても、何にも覚えていない。

「いらっしゃいませー。ご注文をどうぞー」

　緑のエプロンを着けたお姉さんに笑え顔がおを向けられ、啓治は一歩退いた。

（くっ！　何を頼めばおしゃれなんだっ！）

　啓治はメニューを見るが、知らない言葉ばかりで頭に入ってこない。

　後ろに並ぶ客が、さっさと選べと言っているような気になる。

　焦あせれば焦るほど、メニュー内容を整理出来ないでいた。

　汗あせがぽたぽたとメニューを汚よごす。

　血走った目で、店員を見る。

「こ、コーヒーを」

「えっと……どの、ですか？」

「どのっ！　えっと……まあ、適当に取り繕つくろっていただいて」

「じゃあ……えっと……アイスかホットがありますが」

「……アイスコーヒーを」

「じゃあ……えっと……サイズは？」

　サイズ……サイズ……

　ＳＭＬで書いてくれればいいものを、おしゃれにＳＴＧで書いているからわかりにくい。啓治の中でＳＴＧと言えば、シューティングゲームの略称でしかないのだ。

　値段で大きさの差は大体想像がつくが、言い方が分からないので──

「………………こ、こんくらい」

　手で大きさを表現する。

「え！　ちょっと分かりかねます」

　困った顔の二人が向き合っていた。

　最も早はや、おしゃれになることは不可能と感じた啓治は、すっと指を差し向ける。

「………………あの子と同じのでいいです」

　その先にいたのは、ノイエだ。

　ノイエに助けを求めるのは、あまりに情けないため、これが最後の手段と言えるだろう。

「あ、はい。えっと……なんでしたっけ？　あのお客様は……コーヒーでは……なかったですよね？」

「……………………そうっすね」

「……………………はい……」

　啓治は落ち込んだ。

　かくなる上は、恥はじも外聞も捨てるしかなく──

「ノイエ助けてっ！」

　こうして、啓治のカフェデビューは終わった。

　涙なみだ目めでノイエに助けを求める姿は、なんと無様だったろう。

　おしゃれとはかけ離はなれていただろう。

　そして、二度目はないだろう。







　涙を拭ぬぐって、店を出る。

　このまま電器量販店へ──というところで、ノイエがぼそりと呟つぶやいた。

「お腹なか……空すいてた」

　空いたではなく、空いてた。つまり、お腹が空いていたことを忘れていたような言いぐさだった。

　一〇時に待ち合わせをして、今はすでに一二時を回っている。

　朝から何も食べていない啓治もまた、お腹が空いていた。

「あー、だったらあのカフェで……」

　振ふり返ってみると、悠ゆう然ぜんと立ち尽つくすおしゃれの殿でん堂どう。

　あの戦場へまた足を踏み入れることなど、啓治には出来ない。

　出たばかりの店にもう一回入る勇気もまた、ない。

「……食べた方が良かった？　……おコシヒカリが食べたかったけど」

　きょとんとした表情で、ノイエが言いながら、おしゃれ店へ戻もどろうとするのを、啓治はがっしりと肩かたを摑つかんで止めた。

「いや！　やめておきましょう！　食うなら別で！」

　啓治が何を必死になっているのかは分からなかったが、ノイエはこくりと頷いた。

　啓治は仕送りを貰もらっていて、不自由の無い暮らしをしている。──と言っても、高いご飯は奢おごれない。そこで啓治は、行きつけの店が近くにあることを思い出す。

「吉牛とかじゃダメ？」

　全国に一〇〇〇店てん舗ぽ以上のチェーン展開する、有名な牛ぎゆう丼どん屋。『吉よし永なが屋や』通称吉牛がこの近くにあるのを思い出した。

「……タイスキ」

　女の子を連れていくには、あまりに無ぶ粋すいな場所だった。

「タイスキ？　ああ、大好きってことね」

「……違う。大好きじゃなくて、タイスキ」

「どういう……」

　ノイエは啓治の手を取ると、その掌てのひらに小さく細い指を滑すべらせる。

　一……人……[image: とうてんセンター]……

「太い？　そういうときは点なしの『大』を使うんだよ」

「……太好きで、合ってる」

「合ってるんだ」

「太……は、『より大きい』って意味だから」

「そうなの！　初めて聞いたわっ！」

「……じゃあ聞くけど」

　少しむっとした表情でノイエが顔を近づけてくる。

「は、はい」

「太平洋と大西洋は……どっちがより大きい？」

「……………………太平洋……っすね」

「大将軍と太たい閤こうは、どっちがより偉えらい？」

「太閤……なのかな？　太閤か。そっか太閤だわ」

「大昔と太古の昔は、どっち？」

「…………それは……まあ……太古か」

　ノイエはばっと手を広げた。

「太陽より大きい、大の付くものと言えば？」

「………………思いつかないっす」

「つまり？」

「太好きで……合ってるかもと思えてきました。すいませんでした」

「…………よし、太満足したところで──牛いわす」

「え！　何？」

「…………牛しばく」

「怖こわっ！　え！　何？　結局吉牛でおっけーって意味であってるよね？」

　ノイエはこくりと頷うなずいた。

「行こう。太行進」

　そして、ずんずんと膝ひざを曲げない歩き方で歩いて行く。

「あ、おおいぬ座のなんたら星は確か、太陽より大きいけど？」

　思いついた啓治は、ノイエの背中に問いかける。

　すると、ノイエはぴたりと立ち止まり、少し肩を震ふるわせた。

「ひらがなだから……」

「え？」

「ひらがなだから……セーフ！」

「ひらがなだからセーフかー。なら仕方ないなー」

　ノイエの言葉に妥だ協きようして、二人は吉永屋へ向かう。

　啓治はずっと山育ちだった。

　屋や敷しきの中で、見知った人間としか出会わない生活。

　学校には行かず、家庭教師に勉強を教わる生活。

　由ゆい緒しよ正ただしき風使いの長となるため、いや、『神』となるべく、啓治はありとあらゆるモノが与あたえられてきた。

　望めば、手に入る人生。望まずとも与えられる人生。

　そんな人生がとてもつまらなく感じていた頃ころに出会ったのが、牛丼だった。

『雑な美う味まさ』

　その雑な美味さに、啓治は感動した。

　全く知らない世界だった。

　啓治は、『一いつ般ぱん的な人間の暮らし』に憧あこがれた。

　欲よくの限りを尽くした生活から、逃にげ出したかった。

　……そして、難なん癖くせを付けて抜ぬけ出した。

　人間として生きるために。

　吉永屋という牛丼屋に入ると、笑顔で「いらっしゃい」と声を掛かけられる。

「大盛りつゆだくねぎだくとろぬきつめしろぎょくで」

　啓治は座るより早く注文をした。

「はいはい、いつものね」

　全すべて聞かずとも、店員は分かった様子で軽く手を振って返す。

（……何その呪じゆ文もんみたいなの……カッコイイ）

　啓治と共に席に着いたノイエは恐おそれていた。

　牛丼屋の殺さつ伐ばつとした空気。

　ガツガツと丼どんぶりと箸はしがぶつかり、飯をかっ込んでいく男たち。一言も喋しやべらず、ただ黙もく々もくと、がむしゃらに食べ続けている。

　そこは、さながら、戦場のようだった。

　女が入ってくるなと言わんばかりの視線。隣となりの丼も食べてしまいそうな、威い圧あつ感かん。

　恐れてはいたが、ノイエはこういう空気が嫌きらいではなかった。

（……負けたくない）

　ここで、看板になっているスタンダードな牛丼の並なんて、頼たのみたくはない。

　嘗なめられない注文をしたい。ここにいる連中をがつんとハンマーでド突つくような。

　ぺらっぺらのメニューを眺ながめ、ノイエは熟考していた。

（鰻うな丼どん……これ……美お味いしそう。値段もほぼ倍だし……うん……これにしよう。でも……これは通好みなのだろうか？）

　ふと、ポスターに目をやると、『アタマの大盛り承ります』の文字。

（……これだ！）とノイエは目を輝かがやかせて、手を挙げる。

「はいはい、ご注文ですねー」

　気の良さそうな兄ちゃんが、早足でやってきた。

「……アタマの大盛り、鰻丼で」

　ノイエのしたり顔に対して──

「…………それはちょっとやってないっす。ご飯少なめなら出来ますが」

（しまった──────っ！）

　ノイエは頭を抱かかえた。

　恥はずかしくて恥ずかしくて。

　でも、それを表情には出さなかった。ノイエにも、ノイエのプライドがあるからだ。

「…………じゃあ……」

　まさか、出来ないとは思わなかったので、ノイエは別のオーダーを考えていなかった。

「……並で」

　負けた。完全に負けた。

　机に両りよう肘ひじを立てつつ両手を口元の前で組む。俗ぞくに言うザ・ゲンドウポーズでノイエは落ち込んでいた。







　昼飯を食べたあと、やっとこさ電器量りよう販はん店てんへ向かった啓治とノイエだったが──

「どこにもないなー。ＣＤウォークマンじゃダメなの？」

　目当てのポータブルオーディオプレーヤーが見つからない。

「……ダメ」

　ノイエのオーディオプレーヤーは、カセットプレーヤーだ。

　ノイエは音楽が聴ききたいんじゃない。

　持っているカセットテープを聴きたいんだ。

　最も早はや、カセット自体が製造されていない昨今で、そのプレーヤーを探すには、どこか中古ショップへ行くか、ネットオークション等々で手に入れるしかないのかもしれない。

（ネットで手に入れるべきだったかな）

　色々なところを回ってみた。何でも置いてそうな『ドン・なんたら』とか、『なんたらハンズ』とか、コンビニにも行ってみたが、残念ながら置いてなかった。

　次し第だいに日が暮れて、二人は会話もなくなっていた。

「ごめん。見つからなくて」

「……お前のせいじゃない」

「家に帰ったら、ネットで探してみるよ。それでなんとか許して貰えないかな？」

「………………許さない」

（最初はお詫わびをすることすら渋しぶってたのに。まあ、こんだけ連れ回してしまったらな）

「…………あれ、奢ってくれるまで許さない」

「え？」

　ノイエが指を向けた先にあったのは──『ジローラモ』というラーメン屋だった。

　この付近にラーメン屋が少ないせいか、それとも雑誌で取り上げられたせいか、行列が出来ている。

「……ラーメン食べたい」

「意外とミーハーなんだな。あそこのラーメンは女子にはきっついぞー？」

「太好きだから、食べられる」

「そっか」

　ノイエが言うなら、と行列に並ぶ。回転率は良いラーメン屋だが、食べられるまで少々時間が掛かりそうだった。

「……こんなことを思う」

　時間を潰つぶすためだろう。ノイエが話を振ふってきた。

「ん？　なになに？」

　啓治も時間を潰したかったので、ノイエの話がどんなモノだろうが乗るつもりでいた。

「どうしてラーメン屋は、人の名前なのか」

「いや、全部が全部人の名前ってこともないだろうけど、確かに多いよね」

「きっと……ラーメンって……如い何かに『美味しい人間』で出だ汁しを取るかだと思う」

「ど、どういうこと！」

　思わず、ノイエの顔を二度見してしまった。

　ノイエは真しん剣けんな表情のまま、持論を続ける。

「ラーメンはとても美味しい」

「美味しいね」

「でも、秘伝の味が存在する。人に言えない味──それが人間で取った出汁」

「あー。確かに他ほかには言えない隠かくし味みたいなのがあるって言うね」

「人を出汁に使って──という言葉があるらしい」

「あれラーメンの話だったの！」

「人を出汁抜く──という言葉があるらしい」

「じゃあ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、ラーメンが人から取った出汁で作られてるとして、それと店名はどういう関係？　まさか──」

「そのまさか……寸ずん胴どうに入れている人物の名前だと考える。つまり、このジローラモラーメンは、ジローラモさんから出た出汁を使っている！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、ノイエの持論はここに完成した。

　が、そう結論付けることを予想していた啓治は、すかさず言う。

「人に言えない秘伝だって言ってたのに、看板にしちゃうんだ」

「………………あ」

　自分が言っていた言葉を思い出し、矛む盾じゆんに気付いたノイエは、息を吞のんだ。

「そもそも、ジローラモさんが『美味しい人間』であることはどうやって知るんだ？」

「……それは、コトコト煮に込こんで」

「急にぃ？」

「こう……お風ふ呂ろに見せかけた寸胴に入れて……」

　ノイエは手振りで寸胴を表現する。

「見てきたように話すなー」

「……………………見たもん」

　ノイエは後ろめたさから、啓治から顔を背そむけた。

「見たのっ！　見たって何を！」

「ジローラモ」

「寸胴に入ってたジローラモをっ？」

　ノイエは目を合わせぬまま、こくりと頷うなずく。

「目が合って……ばっ、て隠れた」

「まじかよージローラモラーメンってそういうことだったのかよー」

「……そう……でも、私思う。ジローラモは、本当は……いないんじゃないかって」

　ノイエは誤ご魔ま化かすかのように、いい話に持っていこうと画策する。

「いや、ジローラモさん自体はいると思うよ。主にイタリア周辺に」

「でも、大だい丈じよう夫ぶ。ジローラモは、私の心の中に──いるから」

　ノイエはぎゅっと胸に手を当て、天てん井じようを仰あおぐ。

「寸胴の中じゃ無いのっ！　ねえ？」

　啓治はノイエと目を合わそうと、顔を覗のぞき込むが、ツッコミから逃げるように、ノイエは顔を背ける。

「見たんでしょ？　ねえ？　ちゃんと顔見て言って？　ねえ？」

　くるりと一回転してしまうほどに、顔を背ける。

「あと、大丈夫って言ったよね？　ねえ？　『太』はどこいったの？　ねえ？」

「『太』は『大』に取って代わる訳じゃ無く、今の私は、太丈夫ほどじゃないから」

「あ、ちょっとだけまだ傷ついてるってことなんだ」

「そう」

「じゃあ、ごめん！　言い過ぎた！　で──ジローラモは妖よう精せいみたいなもんなの？」

　という啓治のだらけた返答に、ノイエは目を輝かせて振り向き、啓治に指をさす。

「それ！　守護する精せい霊れいを冠かんしてるの！」

　ラーメン屋の看板は、守護する精霊を冠するという結論に、ノイエは感動していた。

「いや、そんな大それたもんじゃあ……」

　啓治は冗じよう談だんのつもりだったが、ノイエは正解だと思ってしまった。

「……人の名前じゃないラーメン屋も、これなら当てはまる」

「来らい々らい軒けんみたいな名前でも？」

「精霊を召しよう喚かんするって意味」

「あー、まあ、そう取れないこともないかー」

　なんて話していたら、券売機の前まで来たが、駅のときほどノイエは興奮しなかった。どうやら、使ったことがあるようだ。

「どれがいい？」と聞くより早く、ノイエがぴっと押したのは、奇くしくも啓治も食べたかった『小ラーメン豚ぶた入り』だった。

　この店は、小と言ってもかなりの量がある。

　どこぞの有名なラーメン屋を完全にパクっている店だった。

「にんにく入れますか？」

　と聞かれれば、そこでトッピングを頼たのむことが出来る。全すべて無料で盛り放題。

「「ニンニクマシマシヤサイアブラマシ」」

　同じオーダーだった。

　啓治とノイエは互たがいに顔を見合わせ、がっしりと握あく手しゆを交かわす。

　そして大きく笑い合った。

　二人は、同じことを思っていた。

　呪じゆ文もんみたいな注文だな──と。






















　結局、ただ昼食と夕食を共にする街ブラで終わってしまった、お詫び。

　本来の目的は達成しなかったが、ノイエは満足そうだ。

　食べてばかりだが、ノイエはそれが嬉うれしかった。

　誰だれかと一いつ緒しよに食事をすること自体、生まれてこの方ほとんどなかったのだから。

　帰りの電車に乗ろうと駅に向かうと、そこでばったり、ある人物に出会った。

「あれ？　暗黒騎き士しさん？」

「鞍馬くん──と……小こ娘むすめ」

　暗黒騎士は柱にもたれ掛かかるようにして、そこに立っていた。腕うでを組み、足を組み、ビニール袋ぶくろを持って。学校のときとは違ちがい、鎧よろいの上から制服は着ていなかった。

「そこで何してるんです？」

　誰かと待ち合わせでもしてるのかと、啓治はキョロキョロと辺りを見回しながら暗黒騎士のところへ向かう。

「うむ。きっと電器量販店があるこの街にいると思ってな」

　暗黒騎士はもたれ掛かるのをやめる。啓治と話をするのに、柱にもたれ掛かったままでは失礼に当たると考えたのだ。

「ずっと……待ってたんですか？」

　もしかしたら、自分を待っていたのかもしれない。そう思うと啓治は申し訳なかった。

「いや……別に……これからマホと飯を食いに行く予定もあるし」

「あー、たまたまですかー」

　暗黒騎士は、すっとビニール袋を差し出してきた。

「ん？」

「……たまたま……本当にたまたま……私が持っていたポータブルカセットプレーヤーがあったのでな。これを、やる」

「たまたま……」

　ビニール袋を受け取った啓治が中を改めると、少し使った感じはあるが、綺き麗れいな状態のオーディオプレーヤーがあった。

「ではな。コーラの件──許せ」

　かしゃんかしゃんと靴くつ音おとを鳴らしながら、啓治たちに背を向けて歩いて行く。

「暗黒騎士さん」

「ん？」

「……どうして、俺たちが電器量りよう販はん店てんに行くと分かってて、これを持参したんですか？　もうすでに買ってる可能性もあるじゃないですか」

「売ってなかったんだろ？　分かるさ。それくらいはな」

「……暗黒騎士さん、やっぱりすげーなー」

　去って行く漆しつ黒こくの鎧に覆おおわれた背中が、とても大きく見えた。

　だが、暗黒騎士は真実を言わなかった。

　本当は、啓治たちと同じように、マホと一緒に街中探し回って、見つからなかったから自分のを取りに戻もどったことを。

　啓治たちの姿を見つけたが、声を掛けられなかったことを。

　──ずっと駅で待っていたことを。







「いやあ、暗黒騎士さんに会えてよかったなー」

　啓治は、帰りの電車に揺ゆられながら、満面の笑えみを浮うかべて言う。

「……ヒドい」

　暗黒騎士から貰もらったオーディオプレーヤーを早さつ速そく使ってるノイエは小さく呟つぶやいた。

「え？」

「……デートのときに、他ほかのおなごを気にしちゃダメ」

　ノイエはぷいっとそっぽを向いて、悲しそうに呟いた。

「…………で、でででデート！」

　啓治は狼狽うろたえた。

　デート。それは、男女がなんかこう、いい感じに街へ繰くり出しては、一緒にドキドキして甘い思い出を作ること。

　啓治には、そのぐらいの知識しかない。

　が、その『甘い思い出』というのが、堪たまらなく魅み力りよく的だった。

「これが……デートって奴やつなのか？　……だけど」

「けど？」

「デートって、男女がドキドキするようなことだろ？　まあ、確かに色々あって俺はドキドキはしたけど……ノイエはずっと仏ぶつ頂ちよう面づらだったし、俺だけドキドキしててもデートって言えないんじゃ──」

　啓治は、デートというものをよくは知らなかった。

　何をどうすれば、友達と言えるのか。何をどうすれば恋こい人びとと言えるのか。何をどうすれば、デートと言えるのか。

　以前、山に籠こもりきりだった頃ころ、家庭教師に聞いたことがある。

　デートって何をするんだと。

　その答えが、『男女がドキドキすること』だった。

　ごたくをずらずらと並べていると、ノイエは啓治の右手を手に取り、たぐり寄せ、そして──襟えり元もとをがっと開いた。

　啓治は思わず赤面した。

　急に、胸むな元もとを露あらわにしてきたのだから。

（ドピンクっ！　なんて可愛かわいい……ぶ、ブラジャーっ！　ブラじゃあないっすか！）

　こんなにまじまじと、女子の服の中を見たことはなかった。

　襟元を開いただけなので、暗がりだったが、恐おそらくピンクのブラ。

　よく見る暇ひまもなく、ノイエは啓治の右手を、自らの胸元に引き入れた。

　まるで、体温計でも腋わきに挟はさもうとするように。

　小ぶりな、だが確かなおっぱいが、指にまとわりつく。

「どう？」

「……どうって……い、いいパイ生き地じ使ってるなーみたいな」

「私は──ドキドキしてる。ずっと」

　とくん、とくん、と掌てのひらに心臓の鼓こ動どうが伝わってくる。

　だが、それよりも、自分自身の鼓動の音が和わ太だい鼓このように鳴り響ひびいていた。

　初めての、感かん触しよくだった。

　身体からだが熱く、赤い。鼻が、ぐーんと伸のびていくのを、必死に左手で押さえた。

（まずい！　欲よくがっ！　俺の中の『欲』が高ぶってる！）

　恥はずかしくて赤くなっているのではない。

　風の力を行使したときと同じ体質になっているのだ。

「どうして──こんな……」

　こんなことを。と聞くつもりだったが、ノイエはその言葉を「こんなにドキドキしてるんだ？」という質問だと思った。

「あなたが、恵めぐんでくれたから」

「恵んだ？　あー、弁当のこと？」

「あなたが愛をくれたから、木曜日はサラダ記念日」

「サラダというサラダは入れてなかったくない？」

　啓治はずっと触さわっていたかったが、公共の場であることを思い出し、急いで手を引いた。

「まあ、なんにしても、だ。あんなことぐらいで──」

　ぽて。

　今感じた至福の感触を誤ご魔ま化かそうと、色々話を振ふろうとしたら、肩かたにノイエが寄りかかってきた。

「おい、ノイエ──」

　ヘッドフォンを付けたまま、眠ねむってしまっていた。

（突とつ然ぜん寝ねるなんて、まるで子供のようだな）

　啓治は、隣となりで眠るノイエのヘッドフォンに、そっと耳を寄せた。

（一体、何を聞いてるんだろう）

　耳を寄せたぐらいでは聞こえなかったので、少し耳から外してみると、やっと音が漏もれてきた。

『イブ、ハカンチミッキ。それは言うてましたやーん。それは言うてましたやーん』

（………………）

『イブル、ハカンチノッド。そんなん言われてもー。そんなん言われてもー』

（………………なんだ）

『ヤーロル、ハイゼリーゴ。さようなら、夜や盗とうに気を付けてね。さようなら、夜盗に気を付けてね』

（………………なんだこれ）

『イルン、ザキ。お前を殺す。お前を殺す』

（………………教材だこれーっ！　何語っ！　何語の教材なのこれ！　聞いたことのない言語だよ！　そしてどこか穏おだやかじゃない言葉が多い！）

『バル。昨日、阪はん神しんとゴールデンステイトウォリアーズとシアトルシーホークスとヴェルディが勝ったよね。昨日、阪神とゴールデンステイトウォリアーズとシアトルシーホークスとヴェルディが勝ったよね』

（二文字な訳ねーよっ！　そんな野球とＮＢＡとＮＦＬとＪリーグの内容を二文字では表現出来ねえよ！　日程が被かぶるのかも疑問が残るよ！　ニュース番組か！　一人ニュース番組かーっ！）

　聞きたいことが山ほどあったが、啓治は聞けなかった。

　その、呪じゆ文もんのような何かの言語講座のカセットを聞いている内に、啓治も眠ってしまったから。

　降りる駅さえ寝過ごすほどに。

　何な故ぜこのバルという二文字がこれほど長い文章なのか。この謎なぞは一一八ページぐらい後で明らかになるのだった。







　　　第三章「コント履歴書」







「────それは盗とう聴ちようしかないよ！　盗聴器を仕込むしかない！」

　と『神しん藤どう　魔ま歩ほ』は電話に向かって強く言った。

　ピンク色のカーテンに、ピンク色の枕まくらと布ふ団とん。ピンク色のぬいぐるみが目立つ黄色いカーペットの八畳じよう間ま。赤く透とう明めいなラックにはアクセサリーや下着がどっさり入っている。

　唯ゆい一いつシックな茶色いクローゼットはかなり使い込まれていた。

　ここは、マホの部屋。

　タンクトップに短パン姿で髪かみをツインテールにしたマホは、透明のテーブルに履り歴れき書を広げ、ボールペンをくるくる指で遊ばせている。

「──そう。そうそう。じゃあ頑がん張ばってー。はいはーい」

　楽しそうに電話を切ったマホは、「さて」と目の前にいる人物に笑顔を向ける。

「いやあ、それにしてもまさか暗黒騎き士しさんがうちに来るとはねー」

「迷めい惑わくだったか？」

　この、暖色に囲まれた世界に、漆しつ黒こくの全身鎧よろいに身を包んだ少女がいた。

「いやいや、嬉うれしいよぉ？　で、何を教わりたいのかな？」

「マホよ。やはり、女とは料理の一つも出来ねばならんと思うか？」

「まあ、女性に限らず、出来た方がいいと思うよ」

「アーク溶よう接せつみたいなもんだな」

「なんで『男女問わず出来た方がいい』作業の代表が、アーク溶接なのさ」

「アーク溶接と料理は女のたしなみというではないか」

「だったらたしなみたくないわー」

「お教えを……仰あおぎまする」

　暗黒騎士は一歩下がり、深く土下座をする。

「浅あさ野の内たく匠みの頭かみみたいな言い方で頭下げられると、斬きられそうな予感がしちゃうなー。怖こわいなー。断ると怖いなー」

「私は、負ける訳にはいかんのだ」

「ふ～ん。とりあえず頭を上げてよ。……ねぇね、暗黒騎士さんって、バイトとかしないの？」

「バイト？　……この兜かぶとを着けているから出来ないな」

「あー、確かに制服とか無理そうだもんねー」

　マホは、学校にいるときの暗黒騎士の姿を思い出していた。

　黒光りするごつごつした鎧の上から着る制服。

　あれで接客されれば、客が来なくなるに決まっている。

「制服はしたぞ」

「…………した？」

　どうも暗黒騎士の言っていることがわからず、マホは口を尖とがらせて鼻と上うわ唇くちびるの間にボールペンを挟んだ。

「うむ。私でなければ成せなかったろう」

　得意げに言う暗黒騎士。

「ふーん。ま、ある意味その格好もそうか」

　マホはマホなりに、『制服はした』という言葉を、『今着ている鎧が制服』であると解かい釈しやくした。

「うむ。暗黒の力で成し遂とげたモノだ」

　うんうんと頷うなずく暗黒騎士。

「……なんっか……嚙かみ合わないんだよなー。さっきっから」

　マホは怪け訝げんな表情で首を傾かしげた。

　またおかしくなった気がする。成し遂げるという言葉は鎧と関係無さそうだ。

「バイトだけにな」

「え？」

「バイトをしないのか？　に対しての嚙み合わないというダジャレでは？」

　……ちっちっちっ……ぽーん。

「あー、もしかして、バイトとバイトを勘かん違ちがいしてる？」

　マホは答えに辿たどり着いた。

「ん？」

　次は暗黒騎士が首を傾げる番だった。

「バイトはバイトでも、結けつ婚こん式しきで言うファーストバイト的な意味のバイトじゃなくて、雇こ用よう形態的に言うアルバイトのバイトな訳で。制服ってのも服装の話で世界を征せい服ふくする方じゃない訳で」

「あ……あーあれだな」

　暗黒騎士はゆっくりと頷きながら『わかってる風』を装よそおった。

「……暗黒騎士さん、わかってないでしょ？」

　が、一いつ瞬しゆんでバレた。

　暗黒騎士は恥ずかしかった。

　帝てい国こくの畏い怖ふの象しよう徴ちようであるべき暗黒騎士が、実はバカだとバレてはいけない。

　これ以上、踏ふみ込まれる訳にはいかない。

「いやぁ……わかって……たがぁ？」

　だから、強がった。嚙むという意味のバイトだと思っていたこと、制服を征服と勘違いしていたことなど、知られてはならないのだ。

「ホントにぃ？」

　こういう事態には、何度も遭そう遇ぐうしている。

　そして、それを回かい避ひする術すべも心得ている。

「そう言えば、マホよ。貴様、一つ間違っていたぞ？」

　これ以上追つい及きゆうされる前に、質問をぶつける。これでも食い下がるようなら、別の話題に方向転てん換かんさせる。

　それ用の話題を頭の中で用意しながら、暗黒騎士は返事を待った。

「えー？　なんかあったかなー？　ごめん」

　暗黒騎士がバカで知ったかぶりをしていたことを、マホはあっさりと見み抜ぬいていたし確信していた。だから、それ以上突つっ込まず、暗黒騎士の話題に乗った。

「いや、批ひ難なんしている訳ではない。私の伝え方が曖あい昧まい過ぎたのが原因であろう。以前、この胸焦こがす感情がなんなのかと問うた際、マホは『殺意』だと答えてくれた。が、どうも殺意ではなさそうなのだ」

「あー、その人のことばっかり考えちゃうって話ね」

　暗黒騎士は心の中でふうと一息吐ついた。

　どうやら、切り抜けたようだ──と。

「そうだ。殺意と言われたときにも思ったが、いつも感じている殺意とは、全く異質のものだった」

「んー。胸が苦しくて、その人のことばっかり考えちゃうんだっけ？」

　マホはテーブルにボールペンを置き、集中して考えを巡めぐらせる。

「その通りだ」

「今日ここへ料理ならいに来たのも、その人に振ふる舞まいたいから」

　腕うでを組み、目を閉じる。

「お、その通りだ。なんという洞どう察さつ力！」

「胸がきゅっと締しめ付けられるような症しよう状じようは？」

　目を閉じたまま、天てん井じようを仰ぐ。

「ある！」

「その対象となる人物が、他人と話していると、嫌いやな気持ちになる？」

　顔を戻もどし、きりっとした目を暗黒騎士に向けた。

「ああ、苟いやしくも暗黒騎士たる私が卑いやしくも」

　言い当てられて、暗黒騎士は興奮していた。

「そして、暗黒騎士さんが感じたことがなさそうな感情」

「うむ。答えはなんなのだ！　教えてくれ！」




「嫉しつ妬とだよっ！　それはもう悋りん気きだよっ！」




　マホは、ぐっと拳こぶしを握にぎりしめて力説した。

「悋気となっ！　……………………ぽいっ！」

　ずがーん。と暗黒騎士の頭の先から足の先までを、悋気という言葉が貫つらぬいた。

「でしょ？　ぽいでしょ？」

　マホは得意気に言う。

「なんたる『ぽさ』だ。これほど『っぽい』ことはそうそうないだろう」

　暗黒騎士は戦せん慄りつしていた。マホの言葉がこれほど腑ふに落ちるとは思わなかった。

「ぽさに掛かけては、私の右に出る者はいないね」

「ああ。その『ぽさ』たるや、にしあらいだるだるにゃんがあずまんがに出てくる奴やつっぽさに匹ひつ敵てきする」

「あー、それはぽいよねー」

　今度はマホが知ったかぶる番だった。何と何がどうなのかさっぱり分からない。

「ぽっさぽさのマホという異名を──」

「うん、その異名はいらない。で、話戻すけど──」

　暗黒騎士がそうしたように、マホも話題を逸そらした。

「一いつ緒しよにバイトしない？　飲食店でさ」

　ボールペンを手に取り、マホはくるくると指の上で遊ばせる。

「……で、それをすれば、私は料理が上う手まくなるのだな？」

「……暗黒騎士さん、自己紹しよう介かいの時、言ってたよね？」

　マホは述じゆつ懐かいする。

　入学式のあと、教室に集まった生徒たちと、担任教師が初めて顔を合わせたとき。

　そのとき、無む駄だに熱い担任教師が、生徒たちに一人一人黒板の前に立って、自己紹介をするように言ったのだ。

　過半数が難色を示したが、初対面ということもあってか、文句は言えず、みんな名前と将来の夢を一つ言わされていった。

　誰だれもが小声で、当たり障さわりのない夢を語る中──

　暗黒騎き士しの番がやってきた。

　カシャン、カシャン、という聞き慣れない靴くつ音おと。

　漆黒の鎧の上から学校の制服という出いで立ちの、おかしな格好なのにどこか威い厳げんを感じさせる足運び。

　悠ゆう然ぜんと歩くその姿に、マホや啓けい治じを始め、全すべての人間が目を奪うばわれた。




「私は、暗黒騎士だ」




　それが、初めて聞いた、暗黒騎士の声だった。

「私の目的は、この世界で余生を過ごすこと。将来の夢は、生しよう涯がい年収二億。そう──私は、ＯＬになるためにここへ来たっ！　高卒の資格とやらを手に入れるために！」

　全ての生徒が、同じタイミングで呼吸の仕方を忘れるような話だった。

　言ってる意味はよくわかる。

　よくわかるのだが、よくわからない。

　不思議な感覚だったことを、マホは覚えている。

「我が覇は道どう阻はばむ者あれば、死、あるのみだ。以上」

　カシャン、カシャン、カシャン。

　言ってる意味はよくわからないが、よくわかる。

　不思議な感覚だったことを、マホは覚えていた。

　その自己紹介を聞いたときから、マホは暗黒騎士に興味を抱いだいていた。

　もっと知りたい。全部知りたい。暗黒騎士を──丸まる裸はだかにしたい。

　いや、マホだけではない。

　啓治もまた──憧あこがれを強めたのだ。

「暗黒騎士さんがＯＬになりたいなら、この世界で生きていきたいなら……そして、料理が上手くなりたいって言うなら、バイト経験は一石二鳥！」

「そ、そんな美う味まい話があるのか……」

「どう？　一緒に、バイトしない？」

　マホは、魔ま女じよのような笑えみでそう言った。

「……いいだろう。全て、マホに託たくそう」

　明らかに何か含ふくみのある妖あやしい笑み。

　だが、暗黒騎士はマホに従う道を選んだ。彼女のためになりたいと感じ始めていた。

「じゃあはい」

　マホは履り歴れき書とボールペンを暗黒騎士の前にずいっと出した。

「……これは？」

「履歴書」

「……りれ……きしょ……」

　暗黒騎士は、この世界の人間では無い。就職に履歴書が必要なことすら、知らなかった。

「知らないの？」

「完全に知っている」

　ぱっと見ただけで、何かを記入する用紙であることを理解した。

　問題ない。これも乗り切れる。

　そう判断し、知ったかぶったのだ。

　日本語は、ある程度マスターしていると暗黒騎士は自負していた。

　それらは、アニメや漫まん画がを読むために会え得とくしたモノだが、十分なはずだ。

「じゃあ、まずここに名前書いて」

　マホは暗黒騎士が何にも知らないことを理解した上で、履歴書を埋うめようとした。それは──暗黒騎士のことをよく知るためでもあった。

「名前……」

　さらさらさらさら……

「うん、日本語で書いて」

　ミミズののたくったような文字の履歴書を奪い取り、新たに履歴書を暗黒騎士の前に置いた。

「ん。すまぬ」

（落ち着け！　落ち着くんだ私！）

　マホに気付かれないよう、深呼吸してもう一度書く。

　エールリンク・ラグナ・ウォルター……それが、暗黒騎士の名前だ。

「へえ～」初めて名前を知ったマホはニヤニヤしながら次へ指示を出す。

「性別……は♀マークじゃなくて女って書こうか。生年月日は帝てい国こく暦れきって奴で書かれてもわかんないかな。せめて西せい暦れきで」

「せ、せいれきか。なるほど」

　西暦など分からない暗黒騎士は、ただただ固まってしまった。

「あー、うん先に年ねん齢れい書いて」

　マホは驚おどろいた。暗黒騎士が書いた年齢は一五歳。

　暗黒騎士はちゃんと同級生だったのだ。

（てっきり、年上だと思ってた）

　どっしりとした佇たたずまいの中に、どこか幼さを感じるのは、年齢のせいだったのだ。

　マホは年齢から逆算して西暦を記入させ、住所、電話番号、Ｅメールなどの連絡先を書かせていく。

　問題は、そこからだ。

　経歴。

　マホは悩なやんだ。どうせ、帝国がどうこうって書くはずだ。

「暗黒騎士さんって、騎士になるための学校とかは行ってたの？」

「いや、私は師し匠しように教わっただけだ」

「……高校入学ってだけ、書いておこうか」

「あ、暗黒洞どう窟くつで修しゆ行ぎようを──」

「……高校入学ってだけ、書いておこうか」

「あいわかった」

　暗黒騎士はマホに言われるまま──帝国暦で書いてしまった。

　が、もうやり直しが面めん倒どう臭くさいと考えたマホはそのままスルーする。

　右のページに行くと、資格欄らんがやってくる。

「資格というのはどういうことだ？」

「あー、暗黒騎士さん何か資格持ってないの？　国家資格みたいなの」

「ふむ。これと言って浮うかばないな」

「じゃあ、もう噓うそ書いちゃおう」

「噓！　いいのかそんなことをして」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。テストされるようなことはまずないし、深く聞かれたらよく覚えてませんって笑顔で答えればいいって。資格取ったからって、内容全部覚えてる奴なんていないいない」

「マホ、君はずる賢がしこい奴だな。──嫌きらいじゃないぞ。何を書けばいい？」

「そうだねー。とりあえず必要なのは──『簿ぼ記き二級』かな」

「なんだそれは？」

「まあ、簡単に言うと家計簿ね。お金の管理出来ますよーってアピール」

「二級というのも意味があるのか？」

「三級までなら基き礎そ程度かーって感じだけど、二級だったらしっかりやってるってイメージがあるのだよ。つまり──二級が堅かたいってこと」

「二級が堅いのか。一級ではいけないのか？」

「高校生で一級なんて書いたら噓くさいじゃない。二級が堅い」

「なるほど」

　頷うなずきながら、暗黒騎士は『ぼき　にきゅう』と書き記す。

　それを見たマホは「ひらがなで書いちゃったんだー」と呟つぶやいた。

「しかし、噓を書いていいものか」

「ダメだよ？」

　当たり前じゃない。とマホはきょとんとした顔で言う。

「おい貴様」

　暗黒騎士は呆あきれた様子だった。

「噓はバレなければ噓じゃないの！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎるマホ。

「全く、極ごく悪あく外げ道どうな奴やつだな。──嫌いじゃないぞ」

「極悪？　勝利した悪は、正義と呼ぶのよ。そして私は常に正義」

　暗黒騎士は小さく笑った。マホの考えは、暗黒騎士が仕えた帝国の皇こう帝ていと同じだったから。

（結局、私は真まっ直すぐな人間に惹ひかれてしまうのだな。──それが、外道を走っているとしても）

「他ほかには？　これだけ広い欄に、ただ『ぼき　にきゅう』では寂さびしかろう」

「そうねー。秘書検とかも入れちゃおっか」

「それも堅いのか？」

「秘書検はあった方がいいって感じかな。真ま面じ目めなイメージが付くし、社会常識持ってるなーって印象を与あたえる」

「あった方がいいのか……」

　暗黒騎士は書き加えた。

　ひしょけん　いっぱい。

「いっぱいって書いちゃったんだー」

　そこも級で書くべきだよ。とマホは指し摘てきしなかった。
















　この履歴書でどうなるのか、面おも白しろそうだったから。

「書かない方が良かったのか？」

「んーまあ、暗黒騎き士しさんの言ってた通り、簿記だけってのもなんだし、それも書いておこうか」

「他には？」

「二つ書いてればいいでしょう。いっぱい書けばいいってもんでもないし」

「一つ資格を思い出した」

「お？　なになに？　運うん転てん免めん許きよとか？」

「殺人許可証」

「…………じゃあそれも書いちゃおっかー。脅おどしにもなるし」

　マホは聞き慣れない言葉に五秒ほど静止してしまったが、許容した。

　殺人許可証。

　その文字だけはやけに達筆だった。

「よし──と。……ならば次の、趣しゆ味み、特技というのは何を書けばいい？」

「趣味はそうねー。印象に残るのが重要だし、変なのがいいかもね」

「例えば？」

「んー。二千円札集めとか」

「うわぁー、いらないなー。なんだその二千円札とかいうのは」

「みんなが持ってないものを、あえていっぱい集めてるってのが印象に残るのだよ」

　マホは自信満々に言うので、暗黒騎士は『２０００円札あつめ』と書き込んだ。

「見せてって言われたらどうする？」

「家にありますって言えばいいじゃない。家に行ってまで確かく認にんする面接官はいないし」

「お前は本当に汚きたない奴だな」

　はぐらかして噓を押し通そうとするマホに、暗黒騎士は呆れた声で言うが、マホは褒ほめられているかのように頭を搔かきながら照れた。

「特技は何かないの？」

「ありすぎて何を書けばいいのか分からん」

「んー、他人には出来ないようなことを書けばいいんじゃないかな」

「私にしか出来ないことか。五万の兵がいる砦とりでを一人で落としたことがある」

「うん、凄すごいけど特技って感じじゃないなー」

「一いつ騎き当とう千せんは特とく殊しゆ技能だと思っていたが、違ちがうのか」

「じゃあもうそれ書いちゃおう」

「次は……」

「尊敬する人物……こんな欄のある履り歴れき書だったのかー。面倒臭いなーもう」

「尊敬する人物なら、いるぞ」

「お、だれだれ？」

「暗黒卿きようだ」

「…………あんこくきょう……ねぇ。何をした人？」

「シロクマを素手で倒たおしたり」

「ほうほう」

「氷点下の海に潜もぐったり」

「なんでこう、寒いところのエピソードばかりなのよ」

「ビーム出して城を破は壊かいしたりもしたぞ。私の暗黒の先生だ」

「急にＳＦファンタジーになったわね。ダメダメそういうのは。もっとこう、この日本に拘かかわるような人物でないと」

「……んー」

「日本史とかで印象に残ってる名前とかないの？」

「坂さか本もと龍りよう馬ま」

「お！　いいじゃんいいじゃん！　そういうのよそういうの！」

「では、坂本龍馬と書こうかな」

「あーちょい待ち。龍馬だとありがちだから、そこはあえてもう一歩マニアックにしよう」

「というと？」

「西さい郷ごう隆たか盛もりとか……あ、大おお久く保ぼ利とし通みちにしちゃおう。絶ぜつ妙みような位置だわ。大久保利通は」

「そうなのか？　私はそやつが何をしたのか一いつ切さいわからんぞ」

「龍馬なんかよりずーっと活かつ躍やくしてるから。なんか聞かれたら、暗殺されて可哀かわい想そうって言っとけば良いんじゃない？」

「ふむ。ではそうしよう……まだ書くところがあるな」

「次は志望動機だね。ここが一番重要で、どうしてそこで働きたいのか。そこを選んだ理由とか。熱意を問われてるのよ」

「……どこに働きに行くのかすら、私はわからんのにか？」

「そうだねー。だから、どこに出しても問題ないように書かないと」

「私にはさっぱりだ」

「んー、両親に楽させてあげたいとか」

「私には……両親などいない」

「え？　ごめん」

「何を謝っているのか分からんが、私は戦災孤こ児じなのだ。どこで生まれたのかすら、定かでは無い」

「じゃあ、自分を育ててくれた大切な人を楽させてあげたい……みたいな」

「では、そう書こう」

「最後の欄は本人希望ね」

「私の希望？」

「そうそう。まあ、あんまりここをくどくど書くとダメだったりもするから──仕事をしたい時間帯とか、……暗黒騎士さんだったら──鎧よろい兜かぶと着用とか？」

　本人希望。

　して、欲しいこと。

　暗黒騎士は腕うでを組んで、悩なやんだ結果──

「いっぱい愛して欲しい」

「いや、うん、そうじゃなくて」

　とんでもない本人希望に、マホは啞あ然ぜんとしていた。

「え！　あ、私……すまない今のは……冗じよう談だんだ！」

「ふーん。誰だれにかなぁ？」

　マホはにやにやした、暗黒騎士を見つめる。

　からかう材料が増えたことを、喜んでいた。

「冗談だからな！」

　暗黒騎士は恥はずかしさのあまり、バタバタと手を振ふるのだった。







　あれからマホが飲食店に電話を掛かけ、暗黒騎士の面接日が月曜日の二一時に決まった。

　次の日になって、暗黒騎士は不安でいっぱいだった。

　ベッドの上で寝ねよう寝ようと思うと、不安なこと、過去の失敗や不幸な出来事が頭の中を巡めぐっていく。

　ゴロゴロと転がって、考えないようにしたかったが、悪あく循じゆん環かん。

　今日も、色んな不幸が訪おとずれた。

　ファイルを削さく除じよしようとしたらショートカットを作ってしまったし。

　オンラインゲームのＭＭＯを始めようと、夜中にダウンロードを始めたら終しゆう了りようまで四時間とか言われたから、そのまま放ほうっておいて寝て起きたら、ウインドウズの更こう新しんで再起動させられててダウンロード失敗するし。

　カップ焼きそば作ってるの忘れて漫まん画が読んでたし。

　封ふう筒とうを閉じようと、のりのキャップ開けたら、中のキャップも一いつ緒しよに付いてくるし。

　いつの間にか靴くつ下したの中に小石が入ってるし。

　デパートのレストラン街で和食の店に入ったら、『鰻うな重じゆうフェア』をやってて、ポスターに『ウナギと奈な良ら漬づけは相あい性しようが抜ばつ群ぐん。ウナギの脂あぶらっぽさを見事に中和してくれるんです。是ぜ非ひご賞味下さい』って書いてあったから鰻重頼たのんだら──奈良漬け付いてこなかったし。

　電器屋に行った次の日というタイミングで風ふ呂ろの電球切れるし。

　そこで、啓治のことを考えることにした。

　会いたい、触ふれたい、話したい、匂においたい。

　啓治のことを妄もう想そうするだけで、失敗のイメージは消え、いつの間にか時間だけが過ぎていった。

　ごろごろごろ……ごろごろごろ……

　何もしないまま、時間だけをむさぼる生活。

　啓治のことを考えるだけで、終わってしまう一日。

（このままではダメだ。このままでは、私はダメ人間に、ダメ暗黒騎士になる！　そうだ！　会いに行けばいいじゃないか！）

　辛つらい思い出の上から、楽しい思い出を被かぶせればいい。

　そうすれば、妄想も消えるし、夜も眠ねむれるようになるかもしれない。

　すっと立ち上がった暗黒騎士は、鎧を着ようとして──やめた。

（もう夜だ。もし今会いに行っても、怒おこられるのではないだろうか？　私は怒られたくはない）

　暗黒騎士は、外出するとき常に漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包む。

　だから、服という服は下着か学校の制服ぐらいしかない。

　暗黒騎士は、制服を手に取った。

　暗黒騎士として行くのではなく、また、エリーとして会いに行くことにしたのだ。

　エリーとしてだったら、もし怒られても──三日ほどしかへこまないだろう。







　ぴーんぽーん。

「くーらーまーくーん。あーそーぼー」

　啓治は夜遅おそくの来客に怪け訝げんな表情で玄げん関かんへ向かった。

「エリー？」

　誰なのかまだ分からない啓治は、恐おそる恐る扉とびらを開けると、そこには制服美少女がいた。

「夜分に申し訳ないですけど……来ちゃいました。──やっぱり、ダメですか？」

「いいよ。上がって。烏龍ウーロン茶ちやでいい？」

　受け入れられたエリーはぱあっと花が咲さくような笑え顔がおを見せた。

（やっぱり鞍くら馬まくんは良い奴やつだな。急な来客でも嫌いやな顔をしない）

　少しだけある廊ろう下かを歩いて戸を開けて、部屋に入りながら、啓治の様子を見ると、コップを探している。

　エリーはそっと戸を閉めて、啓治がやってくる前に──布ふ団とんへダイブする。

（鞍馬くんの匂い……この寝しん具ぐの感かん触しよく……たまらん）

　ごろごろごろ……ごろごろごろ……すっ。

　布団の端はしにちょこんと座ったと同時に啓治が入ってきた。

　あと一秒遅おそければ──

「そう言えばエリーさ」

「はい！　なんでしょう！」

　どきっと心臓が飛び出しそうだった。

　布団の感触を味わっていた、はしたない女だとバレたのではないかと心配だった。

「エリーがうちの学校だって言うからさ、隣となりのクラスとかも見て回ったんだけど──エリー、見当たらなかったんだよね」

　机に烏龍茶とコップを置いて、座布団の上にどっかりとあぐらをかく。

　啓治の目は、真しん剣けんだった。

　まっすぐ、エリーを見つめていた。

「え！　えっと……」

　まずい──エリーはたじろいだ。目線を合わせることが出来ず、烏龍茶をじっと眺ながめる。

　噓うそはバレなければ噓ではない。

　だが──当然、クラスメイトだという噓は、次の日にはバレる。

（やはり、来るべきではなかったか？）

　もう家に入ってしまった。啓治は、噓をあばくために招き入れたのだとエリーは考えた。

「もしかしてエリーって──」

　コップに烏龍茶を注ついで、エリーに差し出す啓治は、目を合わせようとしない。

（どうする？　言い訳を考えろ！　何を言えばいい？）

　噓を本当にするために、少なくとも今を乗り切るために、知ち恵えを絞しぼる。だが、知恵袋の緒おは、堪かん忍にん袋ぶくろの緒とは違ちがって、なかなか切れるものではない。

　啓治は、続く言葉を吞のんでいた。

　そして、深刻そうな顔で、申し訳なさそうに言う。




「──家庭内で上う手まくいってないの？」




「え？」

「制服のままうちに来るしさ。学校にもあんまり来てない訳だろ？　家にも学校にもいたくない理由があるのかなってね」

「…………ええ、まあ……普ふ段だんは……あっ！　バイトっ！　バイトをしてるんです！」

　エリーは閃ひらめいた。

　どうせ今後することになるんだから、これだと噓だとバレる可能性は低いはず。

「なるほどー。親には学校に行ってるって言っといて、本当はバイトに行ってる訳だ。わかるよ、その気持ち」

　啓治も同じように親に噓を吐ついて、故郷である山里を離はなれたのがきっかけで、『人間』の世界に憧あこがれた。

「理由はですね……えっと……」

　咄とつ嗟さには、何も思いつかなかった。適当なことを言って矛む盾じゆんでも発生してしまうことを恐れて、どう誤ご魔ま化かすかを考えていた。

「あ、いいよそこまでは。言いたくない事情だろうし」

「……ありがとうございます」

「……まあ、理由はどうあれ──家にいたくないなら、学校にもいたくないなら……いつでもおいでよ。こんな小さな部屋で良かったら」

　照れ臭くさそうに言う啓治に、エリーはほっとした表情を見せた。

　その表情を、啓治は（やっぱり、事情は聞かなくて正解だったな）と、深入りされなかった安心感の表情だと思ったが、実際は──（乗り切った……）というだけのモノだった。

「……じゃあ、明日あしたも来ていいんですか？」

「おう、毎日来てもいいよ。いないときもあるかもだけど」

「ホントですかっ！　そう言って貰もらえると、私感激です！」

「あ、そうだ。バイトしてるってことは、エリーは履り歴れき書作ったことあるんだよね？　ちょっとアドバイスくれないかな？　ネットで調べてもよく分かんなくてさ」

　啓治はエリーがやってくる前、履歴書を書いていた。

　親からの仕送りに頼たよらない生活を送りたかったからだ。

　テーブルの上に書きかけの履歴書を広げ、ペンを手に取る。

「任せて下さい！　今の私は世界中の誰よりきっと、熱い履歴書を作れます！」

　ドンと胸を叩たたくエリー。

　自信があった。つい先日、履歴書と向き合ってきたのだから。

「左の基き礎そ的な部分はさらさらーっと書けたんだけど、どうしても右の欄らんがね」

「あー分かります。私も苦労しましたねー」

　しみじみと、マホとのやりとりを思い出すエリー。

「じゃあ聞くけど──まずは資格欄。俺免めん許きよも何にもないんだよなー。でも履歴書空欄ってどうかと思うしなー。エリー、何かないかな？」

「はい！　そうですねー」

　エリーは腕うでを組んで、人差し指で頰ほおをぽんぽんと叩きながら思い出す。

　マホに教えて貰ったとき、資格欄には確か──────

「ぼっき………………ですね」

「えっ！　ぼ、ぼぼぼぼぼ勃ぼつ起きっ！」

　啓治は目を丸くして驚おどろいた。まさかの言葉に二度見までしてしまった。

「ぼっき、二級と書きましょう」

　エリーの真剣な眼まな差ざしに押され、啓治は首を捻ひねりつつも資格欄に書き込む。

「二級って……むしろ三級と二級の差を知りたいわ」

「堅かたいんです。二級は」

　たしか──と前置きしたかったが、マホとそういう会話をした記き憶おくが確かにある。

「硬かたさの問題なんだ！　だったらもう級ごとの基準を知りたいわー」

「高校生で一級はちょっと噓うそ臭くさいですねぇ」

「若いと一級取れないんだ！　じゃあせめて『に向けて勉強中』と書いておこう。言い逃のがれ出来るかも」

「あと──」

　エリーは目を閉じて、頭の中にあるシャベルカーで記憶を必死に掘ほり起こす。

「としょけん」

「え！　図書券って何！」

「あった方がいいんです。としょけんいっぱいって書きましょう」

「そりゃあ、あった方がいいだろうけど……資格の欄に書くべきなのかな？」

「んー。でも、ぼっきだけってのもどうかと思いますねー」

「まあそうか。じゃあ書いておこうかな。意味がさっぱり分からないけど、こういうもんなの？」

「こういうもんです！　私もそう書きましたし！」

「あ、そうなんだ。エリーも書いたって言うなら説得力があるなー」

「それと殺人許可証ですねー」

「ねえよっ！　発行されてねえよっ！　書いたら怒られるだろそれ」

「じゃあ、それも殺人許可証取得に向けて勉強中にすればいいじゃないですか」

「サイコ野や郎ろうって印象がより際きわだってない！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　絶対覚えて貰えますって！　履歴書ってインパクトが重要なんですよ！」

「……覚えて貰う『方向性』ってのがあるような気がする」

「さあ！　どんどん行きましょう！」

　エリーは楽しかった。

　啓治と共同作業出来るのが、とても楽しかった。

「次は──趣しゆ味みかー。俺、これといった趣味ないんだよなー」

　趣味……確か趣味の欄は──

「印象に残るようなのがいいんです！」

　得意げにエリーが人差し指を立てて言う。

「まあ、そりゃそうだけど、せいぜい読書とか映画鑑かん賞しようになっちまうなー。図書券いっぱいが活いきる形になっちまうなー」

　エリーは目を瞑つぶり、克こく明めいに思い出す。

「偽にせ札さつ集めが良いと思います！」

「偽札っ！　ダメだろそれはさすがに！」

「みんな持ってないようなものだからこそ、あえて書くんですよー」

「いや、そりゃみんな持ってないだろうけどさ」

「見せろって言われたら、家にあるって言えばいいですし」

「それもう家宅捜そう索さく来んじゃん！　サツが介かい入にゆうして来んじゃーん！」

　家にありますと言ったあとのことを考えると、啓治は嘆なげくしかなかった。

「さあて、次はなんですか？」

　が、エリーの自信満々な笑顔を見ると、嘆きの気持ちも薄うすれていった。

「特技だね」

　特技は鮮せん明めいに覚えていたエリーはさらっと──

「一いつ騎き当とう千せんですね」

「やる気っ！　偽札がバレて警察に包囲されてからの無む双そう開始っ！　っていうかそれ特技って言えるの？」

「え！　言えないんですか？」

「いや、わかんないけど特とく殊しゆな技能とするか特別な技能とするかで変わるのかな」

「じゃあ、切り払はらいレベル九とかニュータイプレベル九みたいな」

「何な故ぜ戦うこと前提の特殊技能なんだよ」

「さっ！　次行きましょ次！　ばちこーい」

　ノックを受ける野手のようにばんばんと右の拳こぶしを左の掌てのひらにぶつけながら、エリーが先へ進める。

「えっと次は尊敬する人物……か。変な欄のある履歴書選んじゃったなー」

「誰だれかいるんですかっ？」

　啓治の尊敬する人物。それを知れば、好かれる参考になる──と、エリーは前のめりになって聞いた。

「んー」啓治は暗黒騎き士しと言いたいところだったが、そうもいかないことに気付いた。

　悩なやんだ結果──

「坂本龍馬とか」

　エリーの表情がぱあっと華はなやいだ。

　同じだ。啓治が自分と、同じことを言っている。

　そう思っただけで、くねくねと身体からだをくねらせて幸せを嚙かみしめた。

　だが、思い出さなければならない。あのとき、確かマホは坂本龍馬ではダメだと言っていた。

　あのとき、何を書いた？　誰がいいと言っていた？

　それは確か──『なんとか隆盛』と、『なんたら利通』。

　どうしても、フルネームが出てこなかったので──

「タカアンドトシですね」

「欧米化！　なんでここで急にタカアンドトシなの！」

　喉のどを潤うるおそうと烏龍ウーロン茶ちやを口に含ふくんでいた啓治は、盛せい大だいに噴ふん出しゆつしてしまった。

　まさか、お笑い芸人を出してくるとは思わなかった。

「後に暗殺されるんです」

「されねーわっ！　何情報だよそれ！　そしてやっぱり怖こわいよ！」

　殺人許可証とか、偽札とか、暗殺とか。

　どうもエリーの案は『闇やみ社会』の履歴書みたいだ。

「書きましょ書きましょ！」

　リズムよく跳はねるように言うので、啓治は渋しぶ々しぶ言われるがままに記入する。

「よし、と。あ、次は志望動機か……」

　啓治は思った。

　きっと、今までの流れから、エリーが志望を死亡と勘かん違ちがいして、死亡理由を述べてしまうんじゃないかと。

　ここは深く思い出さずとも、すっと記憶を掘り起こせたので、エリーは即そく答とうする。

「親を楽にしてやりたかった」

「殺人動機だよ！　もう死亡動機の先に行ってるよ！　それでなくても偽札で家宅捜索来んのにぃ！」

　だんと机を叩いた啓治の目に、資格欄の『殺人許可証取得に向けて勉強中』という文字が──

「これ！　殺人許可証取ろうとしてるのは親を殺害したがってるからって取られないっ？　あ！　俺？　タカアンドトシ暗殺すんの俺か？　殺人許可証取ってから暗殺しーよぉーうっと──って感じに取られるんじゃないか？」

「大丈夫です。バレなければ、犯罪にはならないんです！」

　エリーはぐっと拳を握にぎって力説する。

「いやいやいやいや！　ここに自白という証しよう拠こがあっから！　冤えん罪ざいで逮たい捕ほする材料、一つはあっから！」

「これで大体完成ですよね」

「あと最後は本人希望欄だけど──全く、エリーの言ってることはホントあってんのかなー。このまま書いて本当にいいのかなー」

　啓治の中に、やっと不信感が募つのってきた。

　今まで言われた通り書いてきたが、よくよく冷静になって考えてみると、おかしなことしか書いていない。

　それはさながら、ライトノベル作家が勢いで原げん稿こうを仕上げたあと、本になってから読み直すと「ダジャレネタばっかじゃねえかよ！」と書き直したくなるような感覚だった。

　本人希望欄…………エリーは俯うつむいて、小さく言う。




「いっぱい……愛して欲しい……です」




　啓治は深く溜ため息いきを吐ついた。

　そして、自分のためにおかしな知ち恵えを振ふり絞しぼってくれたエリーの頭を、撫なで撫でする。

「ありがとう。参考になったよ。エリー」

　エリーは嬉うれしくて嬉しくて。満面の笑えみを浮うかべた。







　　　第四章「ただイきたいだけ」







　月曜の昼、啓けい治じは驚おどろかなかった。

　土曜に一いつ緒しよに食事をしたことで、ラーメンの頼たのみ方が一いつ致ちしたことで、啓治はノイエに対して親近感を抱いだいていた。

　だから、また弁当を持ってきたことに、何の驚きもなかった。

　ただ、あのときの感かん触しよく、ノイエの鼓こ動どうを思い出すと、何な故ぜか顔を合わせるのが照れ臭くさかった。

　だが、啓治はそれを隠かくすため、満面の笑みを浮かべてノイエを受け入れた。

　豊ゆたかに、何かあったと思われたくない。

「よう！」

　上手に笑えたと思う。いやらしくもなく、爽さわやかに。

「なんだその軽快な挨あい拶さつは」

　豊は気持ち悪いほどに清すが々すがしい啓治の笑顔に、引いていた。

「なんだよ。俺が軽快な挨拶をしたらダメなのか？」

「いや、してもいいけど、その笑顔の下にものすごい照れくささが隠れてるからな」

　バレていた。

　普ふ段だんしない笑顔をしたことで、逆に疑いを持たれてしまった。

「豊に隠し事は出来ないなー」

　啓治は頭をぽりぽりと搔かく。否定すればするほどド壺つぼにハマるのを知っていたからこそ、素す直なおに受け入れた。

「ああ、俺に隠し事はそうそう出来たもんじゃないな。大方、キスの一つでもしたんだろう？」

「……いや、それはしてないけど」

「じゃあ、パンツでも見たとか？」

「それも違ちがうけど」

「胸を触さわった」

　豊の言葉に、啓治は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

「…………いや、まあそれも違うかなー」

「正解か。どういう状じよう況きようで胸を触れんだよ。この羨うらやましボーイが」

　豊にとって、一瞬の戸惑いがあれば真実に辿たどり着くには十分だった。

「あははは……参ったなー」

　豊が何故これほど啓治の気持ちが分かるのか、不思議で堪たまらなかった。

　豊はただ、啓治の鼻を見ていた。

　ノイエがやってきたとき、にょっと少し鼻が伸のびたのを確かく認にんしていたのだ。つまり、ノイエと何かエロい出来事が起こり、そしてそれを思い出したのだろうと考え、あとは的中するまで聞き続ければいい。そうして、真実へと辿り着いたのだ。

　そう、豊は知っている。

　啓治が、ただの人間ではないことを。

「……これ」

　ノイエの方は何事もなかったような顔で、ピンク色の包みを差し出してきた。

「お、今日もありがとう」

　キツく結ばれた包みを開き、弁当箱を開けてみると、そこには牛ぎゆう丼どんが。

　大盛りつゆだくねぎだくとろぬきつめしろぎょくの、ニンニクマシマシヤサイアブラマシな牛丼。

「うわー」

　豊は思わずどん引きしていた。

　こってり濃のう厚こうな、時間が経過してるために白く固まってしまっている油の塊かたまり弁当。

「いいねー。これ、太好きなんだよ」

　啓治はそれを受け入れた。

　最高に美う味まい料理とは言えないだろう。

　これを全部食べれば、きっと身体に悪いだろう。

　だが、そんな飯を食いたくなるときがある。

「は？　おい啓治。なんだそのタイスキってのは」

　聞き慣れない日本語に、豊が引っかかった。

「説明すると面めん倒どうだからあんまり聞くな。大好きみたいなもんだよ」

「雑に使わないで」

　ノイエはむっとした表情を見せたあと、啓治にしたように豊にも『太』には『より大きい』という意味があるんだと、懇こん々こんと説いた。

　すると豊はＰＤＡでネット検けん索さくを掛かけて──

「太陽より、おおいぬ座の──」

「ひらがなだから！　セーフっ！」

　ノイエは豊の声を遮さえぎるように、少し声を荒あららげた。

「あー、そっかそっか。漢字の話だったな」

　これは詰めていっても考えを変えないだろうと判断した豊は、それ以上追つい及きゆうしなかった。

「あ、じゃあノイエはこれ食べる？」

　啓治は自分で作ってきた弁当を、交こう換かんする形でノイエに託たくした。

「……洗って返すから……洗って返して」

「え？　あ、うん」

　ノイエの提案に、啓治は小さく肯こう定ていする。

「いや、別に食べたあとで自分の弁当箱持って帰ればいいんじゃ？」

　豊は怪け訝げんな表情を浮かべながら、言ってる意味が分からないと首を傾かたむける。

　今ここで交換した弁当を食べ、食べ終わったら元に戻もどせばいいじゃないかと。

「このこってり油だし、俺がガツガツ食べたモノなんか洗いたくないんだろう？」

「…………そう」

　啓治の言うことに、たった一言だけ返すノイエ。

　冗じよう談だんで言った訳だが、肯定されるとは思わず、啓治はほんの少しだけ落ち込んだ。

「いや、じゃあ、なんで啓治に弁当作ってきたんだよ。勝手にこってりにしてきたのお前だろ。そして前のときはどうしてたんだよ」

「まあまあ、そう突つっ掛からなくていいじゃないか。豊にも分けてやるからさ」

「人が普段と違う行動を取るときってのは、何か裏があるんだよ。気を付けろよ？」

　豊は、人の心理を察知するのが得意だ。

　ノイエが何かをしでかそうとしていると疑った。

　が、それが何なのかまではさすがに分からない。

　だから、批ひ難なんすることは出来ず、気を付けろと言うしかなかった。

「捻ひねくれてるなー」

　豊の懸け念ねんなど、当の啓治は微み塵じんも気にしなかった。

　ノイエとはもう、友達だと思っていたから。







　ぴーんぽーん。

　学校も何事もなく終わり、ノイエの弁当を洗っていた啓治は、チャイムの音に敏びん感かんに反応した。

　今日も来ると言っていたから、待ち望んでいたのだ。

　やっぱり、友達が遊びに来るというのは、嬉しいモノだ。

　こういう何気ない生活こそ、何気ない幸せこそ、啓治が望んでいたモノだから。

「くーらーまーくーん、あーそーぼー」

　エリーの声は、いつもと違い、とてもテンションが低かった。まるで地じ縛ばく霊れいのようなテンションだ。

「お、エリーいらっしゃい──って、どうしたのそれ！」

　扉とびらを開けて、笑顔で迎むかえた啓治だったが、すぐに驚き、心配した。

「夕立さんにやられましたぁ」

　制服姿のエリーは頭から足先まで、全身びちょびちょに濡ぬれていて、よく見れば雨がざーざーと視界がなくなるほど激しく降り続き、雷らい鳴めいが遠くから聞こえていた。

　学校から帰ってきてからずっと部屋に籠こもりきりだった啓治は、雷音にすら気付いてはいなかった。

「あー、それは災難だったねー。とりあえず中に入りな？」

「ありがとうございますぅ」

　と言いながらも、エリーは玄げん関かんで立ち止まった。

　神聖なる啓治の正せい殿でんを、濡らしたくはなかった。

　靴くつ箱ばこの上にカバンを置いて、靴を脱ぬぐ。

「お風ふ呂ろ、入る？」

　そんなエリーを可哀かわい想そうに思って、啓治は提案する。

「いいんですか！」

　エリーは嬉うれしくて一気にテンションが跳はね上がった。

　お風呂。それは何よりもパーソナルな空間。

　聖域中の聖域と言えるだろう。

　そこに足を踏ふみ入れられる。

　それはもう、友達以上の何かになれたのではないかと思えるから。

「ちょっと待って、今お風呂沸わかすから……って、あ……湯を張り直した方が良い？　それとも一回入っちゃってるけど、追い焚だきでいい？」

「追い炊きで！　ご褒ほう美びの追い焚きでお願いします！」

「……どういうことだそれ。でも、お湯張りだったらシャワー使えば湯量が減るからあれだけど、追い焚きだったらシャワー使いながらお湯沸かせるかな」

「一石二鳥じゃないですか！　別にシャワーだけでもいいですけどそれで！」

　エリーの嬉しそうな笑顔に、啓治はずっと困こん惑わくした表情を返していた。
















　エリーの言葉が、嚙かみ合っているようでどこか嚙み合っていないような気がした。

「とりあえず、タオル持ってくるわ」

　一方、エリーは興奮していた。

（鞍馬くんの使ったお湯……鞍馬くんの！　使った！　お湯っ！）

　是ぜ非ひ浸つかりたい。お湯に抱だきしめられたい。なんなら飲んでもいい。

　そこまで考えて、それが浅ましい変態の思考であると気付いたエリーは靴下を脱ぎながら話を変える。

「ほんと申し訳ないですー。家までダッシュで帰ろうかとも思ったんですけど、うちのお風呂、今電球切れちゃってて、近くの電器屋さんがなんか休みだったんですよー」

　タオルを持ってきた啓治に、えへへと笑い話をするように言う。

「電球ぐらいなら、コンビニに置いてあるんじゃない？」

「え！　そうなんですか？　あーでも私……コンビニはちょっと」

　靴下を脱ぎさって、靴の上に立つ感じで玄関に立ったまま、エリーはタオルで足を拭ふいていく。

「なんかあんの？」

「前にコンビニ行ったとき──」

　エリーは苦い思い出を思い出し、小さな声で言った。

「うん」

「脱がないと……ダメって言われて……」

　エリーはコンビニに行ったとき、暗黒騎き士しとしてだった。

　全身甲かつ冑ちゆうに、兜かぶと姿。

　そしてコンビニは、『フルフェイス禁止』なのだ。

　当然と言えば当然の話。

　だが、そのエピソードをエリーとして語ったために──

「何そのコンビニ！　最低だなおい！」

　啓治は誤解した。

　制服の少女が『脱がないとダメ』なんて言えば、そりゃあもうその制服しか思いつかない。

「で、どうしたの？」

「脱がないと売ってくれないって言うから……」

　エリーは恥はずかしそうに言う。

「まさか……脱いだの？」

　啓治は思わず、エリーの身体からだをじっくり上から下まで嘗なめるように見てしまった。

「他ほかの誰だれにも言わないって……約束してくれたので」

　恥ずかしそうに、ぎゅっと濡れたスカートの端はしを握にぎる。

「でも、コンビニって防犯カメラあるんだよ！」

「ぼうはんかめら？」

　エリーは聞き慣れない言葉に、目をぱちぱちさせて聞き返した。

「映像、撮とられてるって」

　啓治は開きっぱなしになっている部屋の戸の向こうに小さく見えるテレビを指さして言った。

「え？　えええええ！　け、消してくれないですかね？」

「どうだろう」

「で、でも！　他の誰にも言わないって約束してますからっ！」

「……エリーは良い子だねぇ」

　啓治はエリーが心配だった。

　あまりにも純じゆん粋すいで、占うらない師しとか悪い大人に騙だまされるんじゃないかと。

「えへへ～褒ほめられると嬉しいですぅ～」

　とろとろにとろける笑顔だった。

「追い焚きだから、シャワー使えるし、もう入っちゃいなさいな」

「はい！　行って参ります！」

　びっ、と敬礼して、エリーはついに廊ろう下かへ足を踏み入れる。

　大だい丈じよう夫ぶ。ひんやりとしているが、廊下が濡れている感じはしない。入念にタオルで水気を拭き取った甲か斐いがあった。

「ここが脱だつ衣い所で、奥がお風呂場。右手のドアがトイレね。タオルはここにあるから」

「はーい。はいはーい。ありがとうですー」

　脱衣所に入っていったエリーを見届けた啓治は部屋に戻ろうとしたが、すぐに戸が少し開いた。

「どうかした？」

　と聞くと──




「あんまり、覗のぞいちゃダメですからね？」




　どきっとしてしまった。

　あんまり──覗いちゃダメ。

　あんまり……あんまり……

（それって、ちょっとなら覗いていいってこと！）

　そのとき初めて、啓治は意識してしまった。

　エリーが『女の子』であることを。

　童顔の可愛かわいらしい、女の子だったという事実を。

　下心が、どくんどくんと動き出す。

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。

　普ふ段だん意識していない音だ。

　脳内で、エリーが服を脱いでいく様子がもやもやと浮うかんでくる。

　啓治は頭をぶんぶんと振ふって、煩ぼん悩のうを消し去った。

（俺は何を考えてるんだ？）

　気が付けば──鼻が少し伸のびていた。

　鼻を押さえながら奥の部屋へ避ひ難なんすると、ほどなくして、シャワーの音が聞こえてくる。

　テレビに集中して、その音をかき消そうとしたが、どうも気になって仕方が無い。




　今、家に女子が来ていて、シャワーを浴びている。




　この一文だけが、頭の中を駆かけ巡めぐっていた。

　ふと、尿によう意いを催もよおしてきた。

（マズイ。マズイぞこれは）

　ぶるっと啓治は身み震ぶるいする。

　トイレは、風呂場の横。

　脱衣所に入ると、正面に風呂場、左手に洗面台。右手にトイレへ向かうスライドドアという間取り。

　どうやっても、脱衣所は通らなければならない。

　となると、風呂場への磨すりガラスに、うっすらと人ひと影かげが映る。

　そうしたら──覗きに来たと思われないだろうか？

　下着を漁あさりに来たと思われないだろうか？

　それに、トイレに行ってるところを見られたくない。

　学生にとって、最も恥ずべきことは、トイレに行くところを見られることだ。

　音を聞かれるなんて、あってはならないことだ。

　学校やエリーのバイト先で笑いものにされたらどうしよう。

　エリーはそんな子じゃないと分かっている。分かってはいるが、もしかしたら。

　そんなくだらない思いが、啓治を悩なやませていた。

（いや待て。今しかないんじゃないか？）

　頭を洗っているときは、目を閉じる。シャワーの音でトイレの音も消え去る。

　ともすれば、さっと入ってさっと終わらせてさっと出れば、それでバレずに済むのではないだろうか？

　頭を洗っていなくとも、匍ほ匐ふく前進で行けば気付かれないのではなかろうか？

（よし、行くしかないっ！）

　啓治は膀ぼう胱こうがぱんぱんになる前に、決意した。

　第四匍匐前進で、ちょこちょこと脱衣所へ向かう。

　音も立てずに戸を開き、中へ。

　そこで、ある障害に進行が阻はばまれた。

　落ちていたのだ。魅み惑わくの布が。

　洗面台のところか、バスタオルが入ってるラックのところに置くかと思っていた着き替がえの下着が、床ゆかに無造作に落ちていた。下着だけではない。制服もタオルも、乱雑に落ちている。

　恐おそらく、洗面台の端はじっこに畳たたんで置いてたら、落ちてしまったのだろう。

　だが、啓治の目には、パンティ伯はく爵しやくしか目に入らなかった。

　白地に、青の水玉パンティ。

（いや！　これはただの水玉じゃないっ！）

　肉球だった。水玉のように小さくちりばめられた、肉球柄がらのパンティ。フロントには小さくリボンも付いている。

　それは、本能だったのかもしれない。

　いつの間にか、啓治はそれを手にとってしまっていた。

（はわわわわわわ……）

　言葉が出ない。ただ、脳が蕩とろけていくような感覚で、ただじっとそれを見つめていた。

　どんどん鼻が伸びていくのを、止められない。

　このままここにいてはマズイとすら、考えられなかった。

　そんな啓治を正気に戻もどしたのは──

『もうすぐ、お風ふ呂ろが沸わきます』

　というアナウンスだった。

（はっ！　俺は何をしていたんだ！）

　啓治はパンティをズボンのポケットにしまって、トイレへと向かった。

　ゆっくり慎しん重ちように、音を立てないようスライド式の戸をそっと開き、便座のフタに手を掛かけながら立ち上がり、ゆっくり時間を掛けて戸を閉める。

　そして、ふうと一息吐ついたあと、ぱしっとおでこを叩たたいて、嘆なげいた。

（持ってきちゃった……）

　なんでそうしたのか、そこには一いつ切さいの感情はなかった。

　文字を書くが如ごとく、ご飯を食べるが如く、考える前に、手が勝手に動いて、純白に肉球プリントのパンティ閣下をポッケに忍しのばせてしまった。

（慌あわてることはない。帰りに元の場所へ戻せばいいじゃないか）

　トイレットペーパーを水面に何枚も被かぶせ、用を足すことでなんとか音を抑おさえることに成功した。

　と同時に──毎日のように聞いているメロディが流れる。

　テレテン、テレテン、テレテーテン、テレテン、テレテーテン（テ、テテテテン）

『お風呂が脇わきの下』

　追い焚だきが終しゆう了りようしたことを告げるアナウンス。その文言は、少しいつもと変わっていた。

（湯沸かし器が壊こわれたっ！　うちの湯沸かし器が今完全に壊れてたっ！）

　きゅっとシャワーを止める音がして、啓治はぶるっと身体を震ふるわせる。

　それは、用を足したあとだったからかもしれないが、一番の理由は焦あせりだった。

　お風呂が沸いたことで、エリーは湯船に浸つかるつもりなのだろう。

　となれば、ここからは音を立てることが出来ない。

（しまったっ！　湯沸かし器が壊れてたことに気を取られて何も出来ずにいた！）

　音を消すためのトイレットペーパーを流すには、大で流さなければならない。

　策士が策に溺おぼれた。大の水音は、確実に気付かれる音量だ。

（こうなったら、今は流さずにおいて、エリーがお風呂を上がったと同時にトイレに行く風を装よそおい、流すしかない）

　そっと便座のフタを下げて、啓治は戸を開こうとしたとき、ある台詞せりふを思い出す。

「一石二鳥じゃないですか！　別にシャワーだけでもいいですけどそれで！」

　別にシャワーだけでも……

（もしかして……湯船に入らず出てくる可能性っ！）

　今、出て行く訳にはいかない。最も回かい避ひすべき最悪の事態とは、脱衣所でのバッティング。

　啓治はそのまま、三分ほど待つことにした。

　それでも出てこないなら、湯船に浸かっているはずだ。

（よし、アムロ！　行って参りまーす！）

　啓治はガンダムを見たことがなかったため、台詞の引用が曖あい昧まいだった。

　すーっと戸を開けて、気付く。

　トイレは狭せますぎて、匍匐前進の形が取れないことに。

　トイレの上に乗って、水泳の飛び込みのように脱衣所へ雪な崩だれ込むしかなかった。

「だ、大丈夫ですかっ！」

　ガチャ。

　風呂の戸が開いて、エリーが脱衣所に飛び込んで来た。

「大丈夫って……何が？」

　啓治は咄とつ嗟さに鼻を押さえた。

　エリーの女子高生な女子高生の部分が、とっても女子高生だったから。

（エリーって、脱ぬいだら凄すごいんだな）

　目が泳ぐ。顔から足まで、上下に泳ぐ。その泳ぎ方はバタフライでもしているかのよう。激しく大きく、目が泳いでいた。

「急に倒たおれ込んできたじゃないですか！　はわわわ！　すごい顔が赤いです！」

　エリーの目には、啓治が見えていなかった。

　しかし、暗黒騎き士しであるエリーにとって、磨りガラスの向こうにある人の気配など簡単に分かる。

　見えていた訳ではないので、トイレから脱だつ衣い所に倒れ込んできたように見えた。

「あーうん。なるほど」

　啓治はばたっと力を抜ぬく。

　体調不良で倒れたということにしておこうと考えた。

「どこか打ったんですか！　鼻の腫はれ方が尋じん常じようじゃないですよ！」

　啓治の一族は特異な体質だった。

　いやらしいことを考えると鼻がにょーんと伸びてしまうのだ。

「これはその……とりあえずタオルどうぞ」

　エリーはタオルをさっと身体からだに巻くと、啓治の背中をさすさすとさすった。

「俺は大だい丈じよう夫ぶなんで……ほんと、なんというか……うん大丈夫なんで」

「そうですか？」

　啓治は立ち上がり、ふらふらしながら脱衣所から避ひ難なんする。

「ふらふらじゃないですか！　眼前暗黒感が出てるじゃないですか！」

（眼前暗黒感ってなんだろう）と思いながらも、ツッコミなどせず、そそくさと退散する。

　具合が悪そうな感じに、こほこほと咳せきをしながら、席を外したのだ。

　ふうと一息吐いたときに、また気付く。

（持ってきちゃった……）

　ポケットの中に、入ったままのおパンティ大統領。滑なめらかな手て触ざわりが、ポケット越ごしに伝わってくるような気がする。

　着替えを始めれば、まず最初に気付く。啓治がおパンティヌス王を持って行ってしまったことに。

　さりげなく、戻すしかない。

「エリー、ちょっといい？」

　コンコン。今出たばかりの脱衣所の戸を叩く。

「はい！　なんでしょう！」

「服、まだ濡ぬれてるよね。乾かわかそうか？」

「え！　そんなの出来るんですか！　あ、そっか……風使いですもんね！」

「正解。今、入ってもいいかな？」

「あ、はいどうぞ」

　ガチャ。

　戸を開けると、そこにはタオルで身体を隠かくしたエリーの姿。

　髪かみはまだ濡れていた。

　キラキラと輝かがやく水の玉。

　シャンプーの香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

　風呂上がりの女性の美しさに、つい見とれてしまった。

「俺、服、借ります」

　まるで言葉が通じない先住民族のような喋しやべり方になってしまった。

「あ、この場ではやってくれないんですね」

「あー、俺、風の力使うと服がびりびりに破けるからさ。服脱いでやりたいんだ。あんまり覗のぞくなよ～？」

　なんて茶化しながら言うことで、冷静であることを装った。

「あー鶴つる瓶べの恩返しって奴やつですね！」

「パペポ～。じゃねえよ！　誰だれが笑しよう福ふく亭ていだ！　ってか恩返しでもねえし！」

「そっかそっかー。乾かすから私の下着持っていっちゃったんですねー」

　エリーの笑え顔がおに、啓治の顔が固まった。

　頭の中で、バレリーナがバッテラを持ちながらこう言っている。

　バレテーラ──と。

「……そう、うん。まあ。気付いていらしたんですね」

　啓治はばつが悪そうな顔で、目を逸そらす。

「あ、はい。さっき立ち上がったとき、こんもりしたポケットの口からちらりと見えましたんで。でも、下着まで濡れてました？　あんまり感じなかったけどなー」

「はい！　深く考えなーい」

　ぱんぱんと手を打って、制服を受け取ると、戸を閉める。

（良かった……あのぐらいの反応で……助かった）

　啓治は、恐れていた。

　エリーに幻げん滅めつされることを。







　風を駆く使しして、服を乾かすことに成功した啓治。一時的とはいえ、パンティ様を盗ぬすんでしまった罪悪感からか、完かん璧ぺきな仕上がりだ。

「はあ、良いお湯でしたぁ～」

　幸せそうな笑顔で、エリーがリビングへやってくる。

　裸足はだしに制服という出いで立ちで、カバンは玄げん関かんに置いたままだ。

「とんだ災難だったなー」

　風呂上がりの烏龍ウーロン茶ちやをコップに注ついで、テーブルへ置く。

「ホントですよー。雨が止やむまで遊んでいっていいですか？」

　エリーは座布団の上に正座して、烏龍茶を手に取り、ぐぐぐびっと一気のみする。お茶が喉のどを通る心ここ地ちよさに、思わず「あ～」と吐と息いきのような声が漏もれた。

「それは構わないけど、雨止むかなー」

「大丈夫ですよ。雷かみなりを伴ともなった雲は足が速いから、二時間もすれば止むと思います」

「へー」

　啓治は目をぱちくりさせて、感かん嘆たんの声を上げた。

「はい？」

　見たこともない表情を向けられたので、エリーはきょとんとした表情を返す。

「意外だな。エリーはそんなこと何にも知らない子だと思ってた」

「もう！　私はこう見えて物知りなんですよ！」

「あっはは、そうだったね。ごめんごめん」

「あー、鞍くら馬まくんバカにしてるー」

　エリーはぷーっと頰ほおを膨ふくらませてふてくされた。

　エリーのコロコロと変わる表情に、啓治は思わず笑ってしまった。

「あっははは……あ、そうだそれ」

「はい？」

「鞍馬くんっての、そろそろいいんじゃない？」

「と、言いますと？」

「啓治って名前で呼んでくれていいよ」

「よ！　よろしいんですか！　滅めつ相そうもない！」

「なんか、エリーに鞍馬くんって言われるとこそばゆいんだよな」

　ぽりぽりと頰を搔かいて、照れ臭くさそうに啓治は言う。

「では、啓治さんで」

「そういう言い方をされると、まるでデカみたいに聞こえるから、呼び捨てがいいな」

「け……啓治」

　エリーは憂うれわしげに下を向いてぼそりと呟つぶやいた。

「そう」

「啓治」

　ちらりと上うわ目め遣づかいに啓治の顔を窺うかがいながら、もう一度呼んでみる。

　エリーは不安だった。

　呼んでいいとは言ってくれたが、実際呼ばれたらやっぱり不快なのではないかと。

「そうそう」

　啓治は笑顔で頷うなずいた。それでいいんだと何度も頷いた。

「なんって、お心がお広いお方なんだ！」

　エリーには、啓治の笑顔が太陽のように眩まぶしかった。

　太陽の光を遮さえぎるように、掌てのひらを向けて顔を背そむけた。

「大げさだなおい」

「だって、こんな世間知らずの若じやく輩はい者の白はく面めん郎ろうな私にファーストネームを呼び捨てさせていただけるなんて」

「ちょっと白面郎の意味がわからないけど、大丈夫。ほら、俺だってエリーのことエリーって呼び捨ててるじゃないか」

「でもやっぱり啓治さんって言っちゃいますよー」

「そう？　じゃあ、慣れていったら呼び捨ててよ」

「はい！　啓治さん！」

　エリーはびしっと敬礼した。敬礼しながら啓治さんと言われると、やっぱり刑けい事じのことかと思ってしまう。

「さて、何をして遊ぼうか」

「そうですねー。……あ、あのテレビの下にある奴────よいしょっと」

　エリーはぺたぺたと四よつん這ばいになってテレビの方へ向かう。

　スカートに包まれたお尻しりが目の前にぷりんと向けられて、啓治は思わず凝ぎよう視ししてしまった。

　一回がっちゃんと押し込んで開けるタイプのガラス戸を開いたところにあったのは、ゲーム機だった。それをエリーが引っ張り出してきて──

「やっちゃいます？」

　と顔を向けてきたので、啓治は狼狽うろたえた。

「え？　ああ、ゲームをね。ゲームを、しちゃうんだね」

　その言葉は、自分に言い聞かせるモノだった。

　どうも、お風ふ呂ろの一件から、エリーを『ただの友達』ではなく『可愛かわいい女子高生』として意識してしまう。

　お尻を向けながら「やっちゃいます？」なんて言うから、何かいかがわしいことをするのかと勘かん違ちがいしてしまった。

　制服を着ているのに、裸はだかが透すけて見えているようで、目を背けた。

「エリーは、そういうのしたことあるの？」

「え？　……いや、したことないですけど？」

　エリーは噓うそを吐ついた。

　スーパーロボット大戦シリーズをゲームボーイから、三さん國ごく無む双そうシリーズが一対一のごくごく普ふ通つうの３Ｄ格かく闘とうゲームだった奴すらプレイしてきた。

　この世界のこの国を選んだ理由も、漫まん画がやゲームが充じゆう実じつしていたからだ。

　だが、エリーはそれを恥はずかしく思っている。

　オタクと呼ばれることを、恐おそれている。

　暗黒騎き士したる自分が、威い厳げんを保てなくなると恐れていたのだ。

「だからその──やってみたかったんですよねぇ」

「初めてだったら、これかな？」

　啓治が選んだのは、サッカーゲームだった。

　スポーツゲームだったら適当にやっても、それなりに楽しめるはず。

「あー、エキステですか？」

「え？　ウイイレだけど？」

「あっ！　そっかそっちか！　普通そっちですよね！」

「もしかして知ってる？」

「いや……わっかんないですねぇ」

　ゲームを起動して、エリーは冒ぼう険けんに出た。

　その冒険とは──ぼふっと布ふ団とんに飛び込むという冒険。

　勝手に寝ねっ転ころがるんじゃねえよと言われるかもしれない。

　だが、お風呂すら借りて、裸まで見られたんだから、これぐらい許されると考えた。

　そして、その考えは概おおむね正しい。

　啓治は、文句など言えなかった。

　エリーじゃなくとも、遊びに来た友達に向かって『布団を使うな』なんて心の狭せまいことを言いたくはなかった。

　しかし、文句を言わなかったのはエリーの裸を見てしまった後ろめたさでも、狭きよう量りようであると思われることでもない。

　飛び込んだことにより、今現在、スカートがうっすらとずれて、肉球パンティがちらりと見えていたから。

　思わず、ごくりと喉が鳴り、鼻がにょーんと伸のびた。

　さっきの布の状態とは、明らかに違ちがう興奮度。

　お尻の膨らみ二つと、パンティラインがまるでハートのような形を作りだし、そこからすらりと伸びる太ももが、啓治の中の『欲よく望ぼう』をかき立てていた。

「一いつ緒しよでいいですよね？」

　顔をこっちに向けてくると、啓治は鼻が伸びていることを隠かくすために、手で鼻をかむような仕草を見せながら頷く。

「ああ、うん。好きにしていいよ」

「はーい。じゃあ協力プレーで」

　エリーは足をぱたぱたと交こう互ごに動かしながら、楽しそうにゲームを操作する。

　綺き麗れいな肌はだ。女子高生らしい健全な太もも。

　よりも、動けば動くほど明らかになっていくパンティの全ぜん貌ぼうに、啓治は目を奪うばわれ続けていた。

　いけないと思って目を背けては、また見てしまう。

（これは、どうすればいいんだ）

　パンツ見えてるよ。

　と指し摘てきするかどうかは、とても悩なやましい問題だった。

　パンティが見えているという恥ずかしさは、『かっこ悪さ』である。

　相手の自尊心を傷つけることになる上に、『そんなところを見てたんだ』と軽けい蔑べつされる可能性を考えると、おいそれと指摘出来るようなものではない。

　ともすれば、見てなかったことにして、自分で気付くまで放ほうっておくのがいいだろう。

　見えているのは、この体勢を取っている間だけなのだ。

　他ほかの誰だれか、大多数が見てしまうような状じよう況きようならば、指摘した方がいいだろうが、この状況なら問題ない。

　悩んでいる内に、試合が始まってしまった。

　ボールを持った啓治の操作する選手が、ドリブルで駆け上がる。

「最初から積極的なプレイですね」

（積極的な……プレイ？）

　エリーの言い回しに戸と惑まどった啓治は、そのまままっすぐドリブルして、普通にボールを奪われてしまう。
















　パスもシュートも打てないほど、戸惑ってしまったのだ。

　ついつい、お尻に目が行ってしまう。

　何回見ても、何秒見ても、飽あきることがない。むしろ、見れば見るほどに、また見たくなる魔ま力りよくを秘めていた。

「エリーもしてみる？」

「私はまだ操作が……Ａがロングパス……あ、○ボタンですね。で、Ｂ……じゃなくて×ボタンがショートパス。Ｙがシュートですね」

「…………ねえエリー」

「はい？」

「したことあるでしょ」

「これですか？　初めてですよ初めて」

「明らかにスーファミの頃ころからがっつりやってるような気がする」

「全然です！　マリオカートでＲボタン壊こわしたりもしてませんし！　ドリキャスのＲトリガーを補強したりもしてませんし……」

　言い当てられて、あたふたといらないことを喋しやべってしまい、ミスタードリラーのような勢いでどんどん墓ぼ穴けつを掘ほっていく。

「まあ、ある程度上う手まい人とやった方が楽しいけどね」

「そうなんです。私、ある程度上手いんです」

　エリーはほっとした。

　もしかしたら、どん引きされて、弄いじられるのではないかと不安だったが、問題なさそうだ。

　ゲームの方では、相手チームの猛もう攻こうが始まっていた。

　速いパス回しから、フォワードへのスルーパスが通り、正面からドリブルで突つっ込んでくる。

　エリーの操あやつる選手が横からスライディングで阻そ止ししたが、ファールの笛が鳴ってしまう。

「こんなに激しくしたら出ちゃいます？」

「あー、そうだね。出ちゃうね」

　イエローカードが。

　啓治はどうしても、エリーの言葉が全すべて卑ひ猥わいに聞こえていた。

　顔を合わせて喋っている分は大だい丈じよう夫ぶだが、ひとたびエリーがテレビ画面へ顔を向けると、啓治はお尻や太ももに目が行ってしまう。

　すべすべで、むっちりとした、女子高生の肉体に。

「あ、そこはダメです！」

　びくっと啓治の心臓が強く打つ。

「あー、ミスってるね」

　スカートという秘境の奥まで見ようとしていたタイミングだったので、感づかれたかと思ったが、ただのパスミスで、ボールが相手チームに渡わたってしまっていた。

　そのままサイドラインギリギリに攻せめ込まれ、センタリング。

「出しちゃっていいですよ……外に出して！」

「え？　ああ、ＯＫ外に出すわ」

　ボールをクリア。相手チームのスローインでゲームが再開されるが──

　ロングスローからのダイレクトボレーで──

「これが入っちゃうんですか？　あ、ああ！　入っちゃいました……」

「こんな体勢で入るもんなんだねー」

　先制点を挙げられてしまう。

（落ち着け！　これまでも、この先も、ずっとサッカーの話だ！）

　啓治は深呼吸を繰くり返す。

（よし……）

　そうしてやっと精神を統一して、ゲームに集中することが出来た。

　こっちの攻こう撃げきでキックオフ。後ろに戻もどしてから、パスを回してゴールを目指す。

「私欲ほしいです！　入れて下さい！」

「よし、じゃあ入れるよー」

「はい！　どうぞ！」

　サイドからセンタリングが上がる──が、誰もボールに触さわらないままサイドラインを割ってしまった。

「あー、上手く入らないですねぇ」

「最初だから仕方ない。次はちゃんと入れるから」

「あ、じゃあ私が上になって、自分で入れちゃいます。啓治さんは待ってて下さい」

「お、じゃあ任せちゃおうかな」

　何度も何度も挑ちよう戦せんしては失敗する。

　だが、失敗すればするほど、エリーは上手くなっていった。安易なスライディングも、ボールを持ってすぐ前を向くこともなくなり、パス＆ゴーでボールを運んでいく。

　そして、前半終しゆう了りよう間ま際ぎわ──

　相手のボールを奪い、エリーが左サイドを駆け上がる。

「入れちゃいますよー？」

「おっけー。差し込む」

　啓治はゴール前で、オフサイドを気にしながらポジションを探す。

「えい！」

　エリーの放ったボールは、緩ゆるやかな弧こを描えがき──

「上手いっ！」

　思わず、啓治は舌を巻いた。

　そして、ヘディングでシュート。ボールは見事にゴールネットを揺ゆらす。

　思わず、二人はガッツポーズを取る。

「あー、気持ちいいですねぇー。これは大きぃです」

　試合展開として、前半終了間際の一点は大きい。

　後半戦はかなり有利に試合を運ぶ。

　シュートの数も倍ぐらいに増えて、ボール支配率も上がってきた。

「私もイきます！　一緒にっ！」

　ドリブルでエリーが突とつ破ぱし、啓治が併へい走そうする。

「よし！　そのままイけ！　いけいけいけいけいけ！」

「イきますよ？　私もうイっちゃいますよ！」

　ミドルレンジからのシュート。

「「いったあああああ！」」

　放ったボールは、ゴールネットを揺らした。

　二人で同時にガッツポーズを取る。

「啓治さんもイって下さい！」

「よし」

　次は俺の番だと、啓治がボールを運んでいく。

　と言っても、一人で特とつ攻こうする訳じゃなく、細かいパスで前線を押し上げ、人数を使って丁てい寧ねいに攻めて──シュート。

「行くぞっ！」

　ディフェンダーの間を縫ぬった、見事なシュートだ。

　啓治はぐっとガッツポーズを取る。

　すぐにプレイを再開したかった啓治は、リプレイシーンを飛ばそうとぽちぽちとスタートボタンを連打するが、一向にリプレイは終わらない。

　エリーはにやりと不敵な笑えみを浮うかべて振ふり向いた。

「えへへへー、私先っちょ触ってたんですよー」

「マジで！」

　リプレイを飛ばす権利は、シュートを決めた側のプレイヤーにある。

　啓治のシュートは、最後の最後にエリーが押しこんでいたのだ。

「美お味いしかったです」

　悪戯いたずらな笑顔。

「エリー嘗なめやがったな？　本気でやってやる」

「きゃー、楽しみですー。二回戦いきましょ！　二回戦！」

「あ、ちょっとその前にトイレ」

「あ、はい。待ってますね」

　啓治はゆっくりと席を立ち、トイレへ向かう。

　先ほど流し忘れていたモノを流すために。

　脱だつ衣い所に入って、啓治は深く溜ため息いきを吐ついた。

（はあ…………やっぱり、エロいよな）

　サッカーだと無理矢理意識して笑顔を作ってはいたが、鼻はにょーんと伸のびていた。

　エリーの言葉がその全てがエロく感じ、自分の言葉すら、そっちを意識しているように思える。

　襲おそいかかってしまいたいと思うのは、男として当然だ。

　だが、啓治はそんなことをしたくはない。

　せっかく出来た友達を、失いたくはない。

　それに──欲よく望ぼうのままに動く訳にはいかなかった。







　啓治は欲望と葛かつ藤とうしながらも、なんとかそれを抑おさえてエリーと楽しく遊んでいた。

　相変わらず、エリーのパンティ将軍から伸びる太ももの魔力は恐おそろしく、生なま唾つばを飲んだ回数は二〇回を越こえていた。

「あ、もう九時か」

　ふと時計を見る。

「もうこんな時間ですかー」

　エリーは雨が止やむまでと言って中に入ったが、ついつい夜まで遊んでしまったことに切なさを感じていた。

「ちょっと、九時半から用事があるんだよなー。こうして遊んでたいけど」

　後うしろ髪がみ引かれる思いで、啓治は残念そうに言う。

　エリーは啓治の数倍、同じ思いだった。

「じゃあ、また明日あした来ますよ。今日はこの辺でおいとまさせていただきますね」

　だが、ワガママは言えない。

　今日はもう会えないなら、また明日会えばいい。

　それだけが、心の支えだ。

「ごめんねー。ちょっとバイトの面接があって」

　啓治も、せっかく家まで来てくれているのに、都合で追い返すことに申し訳なさを感じていた。

　互たがいに、苦笑いを向け合ったあと、エリーの身体からだがぴたっと硬こう直ちよくした。

「………………バイトの………………面接………………？」

　エリーは、啓治の言葉を耳から入れると、それが五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに行き渡るまで何か大事なことを忘れていたと気付かなかった。

「ああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　ぴょん、と飛び上がるように起き上がったエリーは、恐きよう怖ふに目を丸くしていた。

「ど、どうしたの？」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、啓治は啞あ然ぜんとしていた。

（私も、面接があった！　二一時から！）

　マズイ。マズイ。マズイ。

　全身に鳥とり肌はだがぶわっと広がり、エリーはぶるっと身体を震ふるわせる。

「啓治さん！　私、帰りますね！」

　啓治には言えない。

　自分もバイトの面接があると言えば、普ふ段だんバイトをしているから学校にいないという噓うそに矛む盾じゆんが生じるからだ。

　九時とは、二一時のこと。

　つまり今現在、すでに遅ち刻こくである。

　啓治のことばかり考えていたせいで、すっかり忘れていた。

　啓治とサッカーゲームをするのが楽しすぎて、すっかり忘れていた。

「う、うん。夜道に気を付けて」

　啓治は啞然としていたが、すぐにエリーにも予定があって、それを忘れていたのだろうと推測出来た。

「はい！　ではまたっ！」

　エリーは靴くつもしっかり履はかずに、カバンも置き忘れて外へと飛び出した。

　急いで家に帰り、急いで制服の上から甲かつ冑ちゆうを纏まとい、そして面接へ向かう。

　エリーが向かうバイト先は、和食がメインの居酒屋風レストランだ。

　エリーの家からは歩いて四〇分。

　もう面接の時間は過ぎている。

　遅おくれるとかそんなレベルの話ではない。

　一分、一秒でも早く辿たどり着かないと──

　となれば、走ってる場合ではない。

　雨上がりのアスファルト。曇くもり空からはうっすらと月が顔を見せている。

　暗黒騎き士しは跳とんだ。

　空を飛ぶことは、さすがの暗黒騎士にも出来ない。

　高く跳び、落下を繰り返すことで、道を選ぶことなく、一直線に店へ向かうことが出来る。

　走り続けるより、体力も使わない。

　漆しつ黒こくの闇やみに、漆黒の鎧よろい。

　空を飛んでいこうが、一いつ般ぱん人の目には映らないだろう。

　一般人の目には。

　暗黒騎士の目は違ちがう。

　闇の中、黒い鎧が月明かりに照らされれば、どこにいるかはすぐに分かる。

　そう、すぐに、分かってしまう。

　突然の衝しよう撃げきに、暗黒騎士は驚おどろいた。

　爆ばく発はつだった。

　屋根の上をゴムボールのように跳はねて、アスファルトに落ちた。

　全身を強く打ち付けたあと、ゆっくりと立ち上がる。

　街灯もない、暗い路地。

　痛みはない。

　暗黒騎士の鎧は、こんなことで中にいる人間にダメージを与あたえたりはしない。

　ただ、驚いた。

　その攻こう撃げきは、味わったことがない攻撃。

　だが──知っている。

　カツ……カツ……カツ……

　アスファルトを歩く、靴くつ音おと。

　その靴音は、奇くしくも暗黒騎士と同じ。

　月明かりに照らされたその姿は、漆黒の鎧兜かぶとに包まれていた。

「貴様は……暗黒騎士ゲイルかっ！」

　暗黒騎士は改めて驚いた。

　そこにいたのは、自分と同じ帝てい国こく軍所属の暗黒騎士。その、一人だったのだ。

　暗黒騎士ゲイルの鎧姿は、エリーのモノとは違っていた。

　目元までを兜で覆おおってはいるが、口元は出ているし、腰こしの辺りはスカートのようになっている。

　エリーのように隙すき間まなく全身を覆うのではなく、ところどころ肌はだも露ろ出しゆつしていた。

　そう、鎧を着てはいたが、その姿は『女性』であることを隠かくしてはいない。

　さきほど受けた爆発は、正に『暗黒の力』だった。

　帝国に仇あだなす者に向けられる技わざ。

　だから、その攻撃をよく知っていたし……初めてそれで攻撃をされた。

　帝国の敵だけが、受けてきた攻撃を。

「……暗黒騎士ウォルター。お前を排はい除じよする」

　それは、久しく聞いていない、母国語で発せられた。
















　淡たん々たんとした言葉だが、はっきりとそこには怒いかりと殺意が込こめられている。

「ま、待ってくれ！」

　エリーは行動を制止させようと、手を伸ばした。

「待たないっ！」

　暗黒騎士ゲイルの手には、剣けんが握にぎられていた。

　赤い刀身の細身の剣は、妖あやしく光を放っている。

　前ぜん傾けい姿勢で駆かけだしたゲイルは、刹せつ那なの速度で突つきを繰くり出した。

　それは正確に、エリーの心臓を狙ねらっていた。

　思わず、エリーはその剣を払はらい除のけた。

　心臓部は鎧の中で最も厚い部分。

　ゲイルの細身の剣では貫つらぬくことは出来ない。

　だが、防衛本能が無意識の内に剣を払い除けた。

「今日だけ！　いや、一時間だけ待ってくれっ！」

「待たないと言っている！」

　剣を持たない左手が向けられる。

　すると──ドン、という破は裂れつ音と共に、エリーの鎧が黒こく煙えんを上げた。

　さっきと同じ、爆発する魔ま法ほうだ。

　吹ふっ飛ばされて、アスファルトを滑すべる。

　壁かべに頭を打ち付けて、エリーは強く奥歯を嚙かみしめた。

「理由を尋たずねても、答えてはくれないだろうな」

　壁に手をついて、立ち上がる。

　距きよ離りを取ってくれたのは良いが、だからといってここから急いで逃にげる訳にはいかない。

　ここは人ひと気けのない路地だからまだいいが、大通りに出てしまうと他ほかの人間に被ひ害がいが及およぶ可能性がある。

　ゲイルは、ここで何とかしなければならない。

　いや、この場所でも、安心とは言えない。

　早急に対処しなければ。

　説得するにしても──倒たおすにしても。

「暗黒騎士が人を殺すのに、理由など必要ない」

　ゲイルは淡々と、冷れい酷こくに述べた。

「──そう、言うだろうな」

　暗黒騎士たちは、『殺人許可証』を持っている。

　理由もなく、ただ気まぐれで、人を殺せる権利。

　だが、エリーもゲイルもそれを行使したことはない。

　殺すことが出来る。ということが抑よく止し力りよくとなって、誰だれも暗黒騎士に逆らおうとはしない。

　暗黒騎士は帝国の『畏い怖ふの象しよう徴ちよう』。

　支配という形ではあるが、恐怖という形ではあるが、それが帝国の治安と平和を守ってきた。

　だからこそ、暗黒騎士はイメージを守る。

　それが正義のためだろうが、逆らう者は理由も述べずにただ制裁する。

　畏怖の象徴であり続けるために。

　それが、暗黒騎士というモノだ。

「だが、お前は知るべきだ。私がお前を殺す理由を」

　だから、エリーは驚いた。

　理由を、聞かせてくれるなんて。

「何な故ぜだ！」

「お前は、私を怒おこらせた」

「意味が分からん！　貴様と出会ったのは何日ぶりかすらも覚えておらんぞ！」

　ぎりっ。

　暗がりの中でも、ゲイルが悔くやしそうに奥歯を強く嚙みしめたのが分かった。

「エールリンク・ラグナ・ウォルター。帝国史上、最も強く、そして最も清らかな心を持った暗黒騎士」

「それがどうした」

「……どこがっ、どこが清らかだっ！　お前はっ！　お前は汚けがらわしい豚ぶただっ！　許さん！　絶対に許せんことをお前はした！」

「私の知らぬところで勝手に失望されても困るわ！」

「汚お名めいを背負って死ねっ！　ウォルターっ！」

「勝手に背負わせておいてよく言うっ！」

　誤解、思い込み、勘かん違ちがい。

　何にしても、このままでは埒らちが明かない。

　かといって、「その話は後日で」と言っても聞かないだろう。

（優位にならねば、話も聞かんか……）

　エリーはダークデーモンドアを開いて剣を取り出し、一気に距離を詰つめ──斬きりかかる。

　殺す気ではない。

　だが、手加減はしない。

　エリーの斬ざん撃げきは、空を切った。

「バカなっ！　私の剣をっ！」

「お前は確かに、最強の暗黒騎士だ。力、技、ありとあらゆる点で、私はお前に劣おとっているだろう」

　ゲイルは避よけながら斬りかかる。

　その動き、その斬撃は、エリーが行ったモノと全く同じだった。

「ば、バカなっ！」

　エリーは思わずまたその言葉を吐はいた。

　彼女と再会してから、驚きの連続だ。

「だが、一つだけ。一つだけ私はお前に勝っている。そしてそれこそが、決定的な差なのだ」

　二人はまた同じ技、同じ攻撃で斬りかかる。

　が──一方は空を切り、一方は鎧を切り裂さいた。

「なんだ……何が違うと言うのだっ！」

　エリーは胸を押さえる。

　まだ鎧に傷はない。

　だが、何度も何度も斬られれば、その内ダメージが蓄ちく積せきされていくだろう。

　何より、エリーの攻撃が当たらないことの方が問題だ。

　同じ技。エリーの技同士のぶつかりで。

「私はお前という絶対的存在に出会ったその日から──対暗黒騎き士しを想定して修しゆ行ぎようをしていたっ！　お前の敗因は、振ふり返ることなく、トップを走り続けたことだっ！」

「くっ！　ただ真ま似ねをしているだけであろうがっ！」

　腹立たしい。

　自分の技を食らわされるという屈くつ辱じよく。

　自分の技が当たらないという屈辱。

「完全な真似をするのには、理解が必要だ。即すなわち──お前の技は全すべて『理解』している」

　ゲイルは真似をするために、研究してきたのだ。

　この時のために。

「目的はなんなのだ！」

「お前が──」

「私ではない！　貴様の目的だ！」




「私の夢は──この世界で生きること……この世界で生きるために──私はっ！　お嫁よめさんになるっ！」




「…………それと私が何か関係しているのか？」

「お前は、私の恋こい人びとに手を出した」

「…………恋人……だと？」

　エリーの頭の中に、啓治の顔が浮うかぶ。

（貴様か。貴様が──鞍馬くんの……啓治くんの思い人なのかっ！）

　エリーは剣を握る手に力を込こめる。

「そうだウォルター。お前が、私の夫となるべき人を──寝ね取とったっ！」

　ゲイルの赤い刀身の剣が炎ほのおに包まれ、闇やみ夜よを照らす。

「寝取っただとっ！　わ、私はまだ……その……ユニコーンに乗れるわっ！」

「ああ、乗ったろうよ！　角つのの部分になっ！」

　炎に包まれた剣が、振り下ろされた。

「しつこい奴やつだな貴様は。アブラマシマシか貴様は」

　エリーは剣で受け流す。

「ゲイル。貴様が私の技を完かん璧ぺきに真似出来ることは分かった。が、それでは私は倒せん。貴様が全てを『理解』しているように、私もまた、その技を『理解』している」

　ゲイルが行っているのは、エリーの技だ。

　同じように、エリーだって避けるのは可能だ。

　そして、『知っている』から攻こう撃げきが通じないのであれば──

　知らぬ攻撃をすればいい。

　エリーは剣ではなく、籠こ手てに包まれた手で、喉のどを突き刺さそうとした。

　剣を交えた状態から、喉への地じ獄ごく突つき。

　が──ゲイルはそれを察知してか、それとも偶ぐう然ぜんか、あっさりと避ける。

「これも躱かわすのかっ！　なんというっ！」

「今のは確かに初めて見た技。──だがっ！　これがっ！　主婦のカンって奴だっ！」

　ゲイルでは、避けられるはずもない攻撃だった。

　動作も知らず、速度も角度も、ゲイルに反応出来るモノではなかった。

　同じ暗黒騎士でも、それほどまでに力の差がある。

　それでも避けられた奇き跡せき。

（こいつ、すでにお嫁さんになった気でいやがるっ！）

　暗黒騎士は戦せん慄りつした。

　これほどなのか。

　恋こいの力とは、これほどまでに人を強くするのか。

　将来の夢をＯＬからお嫁さんにしようかとすら思った。

　が──

「その奇跡も、どこまで続くかな？　ゲイルよ。私を嘗なめるな。最も早はや貴様の攻撃は私には通じない。私の攻撃はいつか届く」

　エリーは自信があった。

　このまま戦い続ければ、勝つことが出来る自信が。

　このまま、戦い続けられれば。

「……ああそうだ。その通りだとも、ウォルター。だが、お前を嘗めたことなど一度もない。何度も言ったろう。私は暗黒騎士を倒すために──研究していたと」

　がくっと暗黒騎士エリーは膝ひざから力が抜ぬけた。

（これ……は……？）

　足に力が入らない。入れようとしても、ただガクガクと震ふるえるだけで、剣けんを突き立てて支えなければ、立っていられなくなった。

　それは、魔ま法ほうだった。

　毒のような、呪のろいのような、身体からだの自由を奪うばう魔法。

「やっと効いてきたか。これが私の必勝の策だ」

　エリーはそのときになって、やっと気付いた。

　ゲイルは最初から、これを狙ねらっていた。

　赤い刀身の剣。エリーの技。暗がりの中。

　その三つから、『知っている』剣だと思い込んでいた。

　だが、それは、エリーの知らない効果を持った剣だったのだ。

　今なら分かる。

　赤い刀身に、魔法が掛かかっていることが。

（まんまと、やられたっ！）

　エリーはぐっと苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔で悔しがった。

　最初から、全て計算されていたのだ。

　この場所へ吹ふき飛ばすことで、エリーがここで決着をつけることを選ぶと『研究』していた。

　さらにエリーの技を使えば、エリーは驚きよう愕がくし、判断力が鈍にぶるだろうと『研究』していた。

　ゲイルは鎧よろいを斬ったのではなく、毒のようにじわじわと全身を麻ま痺ひさせるような魔法を、エリーの鎧に『付加』させていたのだ。

　そして、普ふ段だん暗黒騎士は絶対にしないこと、『殺す理由を話す』ことでその魔法が浸しん透とうするのを待っていた。

　エリーを嘗めていたのではない。

　甘く見ていた訳でもない。

　尊敬していた。

　最強であると認めていた。

　だからこそ、選んだ戦法だった。

　剣を持つ手にまで、力が入らない。

　身体を支えられず、エリーはとうとう、アスファルトに倒たおれた。

「確かに、私の技量では決定打に欠ける。お前の技はいずれお前に全て避けられるだろう。だから、こうしたのだ。動けなくなったお前など、何も怖こわくないわ」

　暗黒騎士ゲイルは、ゆっくりと近づいてくる。

　鎧を脱ぬがなければ、どんどん魔法は身体を蝕むしばんでいくだろう。

　もしかしたら、放ほうっておくと心臓まで麻痺するかもしれない。

　だが、鎧なしでは確実に勝てない。

　田舎いなかのお嬢じよう様さまには巨きよ乳にゆうが多いというぐらい確実に。

　万事休す。

「何な故ぜだ……何故私を狙う。ゲイル！」

　口が動く内に、エリーは喋しやべる。

　喋りながら、起死回生の策を練る。

「……私はな、ウォルター。お前などいつでも殺すことが出来たんだ」

「なんだと？」

「だが、今の今までしてこなかった。この世界を気に入っていたからだ。お前を殺せと勅ちよく命めいを授さずかったとき、私はそれを快く受けながらも、達する気はなかった」

「ならばこそ！　何故今このようなことを──」

「何度も言わせるな暗黒騎士ウォルターっ！　お前がっ！　お前が卑ひ猥わいでハレンチだからだ！」

「卑猥？　ハレンチだと？　貴様、自分の名前をこの世界の言葉に直したことがあるのか？」

「うるさい……」

「卑猥だなどと、この世界で貴様にだけは言われたくはない！　そうだろ！　エロメイド・団地妻・ゲイルよ！」

「ダン『ジ』『ズ』マだ！　昼下がりの情事に耽ふけるような間ま違ちがいをするな！」

「そう思われてもおかしくない名前だと言っている」

「うるさいっ！　分かってる！　私がお前を殺すのは──そう、不ふ貞ていを働いたからだ！」

「はぁ？　だからさっきから何を言って──」

　これほど心の奥から出た「はぁ？」はこれから先も二度と出ないだろう。

「皆みなまでは言わぬ。冥めい途どに土産みやげは不要。終わりだウォルター。最後の言葉は何がいい？」

　目の前までやってきたゲイルは、その赤い刀身の剣を、鎧と兜かぶとの間──首元に突き立てる。

（ここまでかっ！　……くそっ、もっと……啓治くんと遊びたかったなぁ）

　やられる。

　そう感じた瞬しゆん間かん、一いち陣じんの風が吹いた。

　鎧の背中を撫なでるように、横よこ殴なぐりの風。

　人を一人吹き飛ばすには十分な、風速五〇メートル以上の激しい風。

　びゅう、と風が疾しつ走そうする音がして、ゲイルは吹き飛ばされた。

　エリーが顔を上げるとそこにいたのは──

　袖そでがびりびりに破けてノースリーブになったヨットパーカーと、片足だけ破けたジーンズ姿の啓治がいた。

　全身が鉄を熱したように赤く染まっている。

「啓治……くん？」

　暗黒騎き士しの心臓が、どくん、と大きく打った。

　月明かりに照らされた赤い身体。

　音もなく静かな風に揺ゆれる髪かみ。

　暗黒騎士ゲイルへ向けられる、鋭するどい眼光。

　野球のとき以来に見た、啓治の『真の姿』に、エリーの心に恋れん情じようが募つのっていく。

　啓治が暗黒騎士を見たときに憧あこがれを抱いだいたように、エリーもまた、啓治のこの姿に慕ぼ情じようを抱いたのだ。

　どうしてここへ。そう言うより早く──

「……参ったな。面接に遅おくれちまう」

　啓治が理由を述べる。

　奇くしくも、暗黒騎士と啓治は同じ場所に面接へいくことになっていたのだ。

　同じ方角、同じ目的地だからこそ、こうして啓治はやってきた。

「暗黒騎士さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ……毒にやられてな」

「え！　それ大丈夫じゃないんじゃ」

「シルラット、ワルエルペリ、ザキ」

　吹っ飛ばされはしたが、無傷のままゲイルは戻もどってくる。

「何言ってんだコラ。日本語で話せコラ」

　見知らぬ暗黒騎士の姿に、啓治はぎろりと睨にらみ付けた。

「……どけ。さもなくば、お前も殺す」

　日本語で言い直したゲイルに、啓治は拳こぶしを構えた。

「どかねえ。さもなくば、お前をぶっ飛ばす」

「…………そうか」

　啓治に吹っ飛ばされたゲイルは加速する。

　啓治の顔を見て、さらに怒いかりを深めていた。

　それは、暗黒騎士を殺すチャンスを奪われたためか、はたまた──

　地面と壁かべを、まるでピンボールのように移動しながら啓治に襲おそいかかる。

　その動きは、エリーの目でも捉とらえるのが難しい。

　突き出された剣。

　啓治の目には、ゲイルの動きがはっきりと見えていた。

　どれだけ動こうが、結局は急所を刺さすだろう。その瞬間だけを待てば、それまでの動きなど追う必要もない。

　赤い刀身を、赤く染まった手でつかみ取ろうとしたが──

「触さわるな！」

　エリーは叫さけんだ。

　触れば、エリーと同じように動けなくなるだろう。

　次の瞬間、ゲイルは仰のけ反ぞる。

　チャリンとへしゃげた一〇円玉が、アスファルトの上に落ちた。

「触ったら、暗黒騎士さんみたいに動けなくなるってことですね」

　啓治は暗黒騎士の短い忠告を、ちゃんと理解していた。

　だから、たまたまポケットに入っていた一〇円玉を、兜にぶつけた。

　それは、『指し弾だん』と呼ばれる攻こう撃げきだった。

　親指で石や空気やコインや弾だん丸がんや鉄の塊かたまりを弾はじいて飛ばす。

　飛ばすだけなら誰だれでも出来る。

　だが、それで人を殺あやめることは達人と呼ばれる人たちですら、そうそう出来る芸当ではない。

　啓治は指の力だけではなく、弾いた一〇円玉を風の力で加速させているに過ぎない。

　投げるだけでも可能だが、『投げ』には『動作』が必要となる。

　啓治の『指術』は、いかなる状じよう況きよう、いかなる体勢からでも相手を『殺す』ために代々受け継つがれてきた。

「啓治くん……怖くはないのか？」

「あー、まあ。慣れてるんで。暗殺されそうになるの」

　啓治はゲイルを睨み付けながら、財さい布ふから小こ銭ぜにを取り出していた。

　啓治は、命を狙ねらわれる人生だった。

　だからこそ、啓治の両親は啓治を山奥に閉じ込めた。

　一族以外は全すべて敵。

　いつ命を狙われてもおかしくない。

　暗黒騎士も啓治も、境きよう遇ぐうは同じだったのだ。

　ゲイルが距きよ離りを詰つめれば、指弾で吹き飛ばす。

　剣けんで受けようが、ガードごと吹っ飛ばす。

「ヒットアンドアウェイという奴やつだな」

「まあ、ある意味ね。だがまいったね。これじゃ倒せそうもない。普ふ通つうなら、びびって逃にげてくれるんだが」

　暗黒騎士の鎧は傷一つない。

　だが、こうして攻撃し続けて近づかせなければ、いつか諦あきらめてくれるかもしれない。

　そんな思いで、啓治は指弾を撃うち続けるしかない。

　そこでゲイルは考えた。

　高速で飛んでくる啓治の指弾を避よけるのは難しい。

　そして、当たれば身体からだを吹っ飛ばされる。

　近づくために、ゲイルは──剣を投げた。

　ダークデーモンドアを開き、新たな剣を取りだしては、それを投げつける。

　啓治は飛んでくる剣を指弾で撃ち落とすが、連射する合間を縫ぬって、ゲイルは近づいていく。

　啓治は内心で焦あせっていた。

　暗黒騎士を置いて、この場を離はなれる訳にはいかない。

　剣で斬きられたら、一発で終わる。

　とすれば──殺す気でやるしかない。

「死んでも知らねーぞ」

　啓治は、幾いく度どとなく暗殺されそうになった。

　がしかし、その暗殺者を一人も殺したことはない。

　暗殺者にも暗殺者なりの、仕事や信念、思いがあり汲くんでやりたいと思っていたからだ。

　それは、啓治が暗殺者より強く、余よ裕ゆうを持っていた場合の話。

　相手の方が強いなら──殺す気でやるしかない。

　啓治が両手を前に出すと風が巻き起こる。

　それは、まるで刃やいばのようにアスファルトや壁を切り裂さく風。

　鎌かま鼬いたち現象だ。恐おそろしく強力な、鎌鼬。

　それは、鉄をも切り裂く、『飛ぶ斬ざん撃げき』だ。

　縦じゆう横おう無む尽じん、無む味み無む臭しゆう無む色しよく、超ちよう高こう速そくの連撃。

　数え切れない数の鎌鼬を、ゲイルは──

　剣の一ひと振ふりで防ぎきる。

「風を、斬ったのか！」

　啓治は驚おどろいた。

　驚かざるを得なかった。

　ぶしゅ──っと、啓治の胸から血が噴ふき出した。

　ゲイルは待っていたのだ。啓治が大おお技わざを繰くり出してくる瞬間を。

　ゲイルにとって、指弾は厄やつ介かいな攻撃だった。

　いつ、どこから身体を吹ふっ飛ばされるか分からない恐きよう怖ふ。

　指弾以外ならば、対応出来るという自負があった。

　風の魔ま法ほうを使う者なら、暗黒騎士の世界にもいた。

　そして、それを破る手段も持っている。

　ゲイルはたった一振り、上段から振り下ろした剣の一振りで、風を切り裂いた。

　それは、啓治が行った鎌鼬と同じように、飛ぶ斬撃。

　あまりにも強力な斬撃は、鎌鼬を全て斬りながら真まっ直すぐ飛んでいき、そのまま、啓治の胸を縦に裂いたのだ。

「啓治くんっ！」

　血を噴ふん出しゆつさせながら膝ひざから頽くずおれる啓治に、エリーが叫ぶ。

「強ぇ……あいつ、強すぎんだろ。──あ、甘く見た」

　啓治は胸を押さえながら、壁に手をついてゆっくりと立ち上がる。

「そうだ。お前は私を甘く見たに過ぎない。最初から全力を出していれば、私とお前は互ご角かくだったろう」

　ゲイルはゆっくりと歩きながら啓治の元へとやってくる。

「……もう一度言う。どけ──さもなくば、お前も殺す」

「どかねえっつったろ！　殺されてもな」

　ゲイルは剣を投げつける。

　それは、啓治の太ももに突つき刺さった。

「見ろ、すでにもうお前は私の攻撃を避けることすら出来ない。胸の傷も、放ほうっておけば死ぬぞ。だから──」

　ゲイルの言葉に、啓治はふっと小さく笑った。

「あんた、案外優やさしい奴なんだな」

「な、何を言うっ！　私は今お前を殺すと言ってるんだぞ！」

「いつでも殺せただろうに、今だって警告してくれてるじゃねえか」

　啓治は煽あおりながら、どうすればいいか悩なやんでいた。

　このまま、おめおめと殺される訳にはいかない。

　ほんの一いつ瞬しゆんでいい。

　ゲイルに隙すきが生まれれば、倒たおせるかもしれない。

「啓治くん、私に考えがある。奴をここまでおびき寄せてくれまいか」

　エリーはゲイルには聞こえないよう、小さな声で言う。

　啓治はエリーの言葉に何も応こたえず、ポケットにストックしていた小銭をじゃらじゃらと取り出し、地面に捨てる。

　そして、先ほどゲイルが投げた剣を取った。

「何をしている？」

　ゲイルはその行動が理解出来なかった。指弾を続けられるのが、最も嫌いやな攻撃だったからだ。

「来いよ。剣で勝負だ」

　青眼で剣を構える。

　露ろ骨こつな挑ちよう発はつ。

　ゲイルはその挑発に乗る必要はない。

　遠くから、剣を投げつけていれば二人とも殺せるだろう。

「そこまでして……そいつを守るのか……やはり、私よりそいつが……」

「当たり前だ。男はいつだって、襲われている方の味方だ」

　だが、ゲイルは剣を両手に、アスファルトを蹴ける。

「……いいだろう。この手で葬ほうむることが、手た向むけだっ！」

　ゲイルは、啓治を殺すなら、ちゃんと自らの手でトドメの一撃を加えたかった。

　啓治はほくそ笑えんだ。

　接近戦を仕し掛かけてきて欲しかったから、わざわざ小銭を捨てたのだ。まんまと思い通りに進んだと、つい笑ってしまった。

　啓治はゲイルの剣を受けながら、背後へ跳ぶ。

　それは、衝しよう撃げきを受け流すというより、暗黒騎き士しのところへ呼び込むためだった。

　その行動に、ゲイルは驚いた。

　まさか、エリーを守るはずの啓治が、エリーの前にずっと立ちはだかっていた啓治が、エリーの身体を飛び越こえて後ろへ跳んだのだから。

「キャストオフっ！」

　エリーの鎧よろいが、はじけ飛んだ。

　籠こ手て、すね当て、胸当て、腰こし当あて。

　兜かぶとだけを残して、暗黒騎士の鎧は弾丸のように吹き飛んだのだ。
















　暗黒騎士ゲイルは、まさかの攻撃にたじろいだ。

　動けないはずのエリーから、攻撃を受けるとは思ってもみなかった。

　それは、大した攻撃では無い。

　だが、十分だった。

　ほんの一瞬の隙。

　その一瞬で──

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　啓治の拳こぶしがジャストミートするには、十分だった。

　啓治は風の力を拳に蓄たくわえ、小さな竜たつ巻まきをゲイルの土手っ腹にぶちこんだ。

　ゲイルは血ち反へ吐どを吐はきながら、アスファルトを滑すべる。

　が──それでもすぐに立ち上がる。

　その右みぎ腕うでを、一〇〇円玉が撃ち抜ぬいた。

　啓治の指し弾だんが、直撃したのだ。

　ゲイルの鎧は、エリーのモノとは違ちがい、全身を覆おおっていない。

　ばきっ、と骨が砕くだける音がして、ゲイルは剣を手から落としてしまう。

　ゲイルは右腕を押さえながら、啓治たちから距離を取る。

「ゲイルよ。先ほど、『最後の言葉』を聞かせて欲しいと言っていたな。帰ってインターネットか何かで検けん索さくしろ。マジック：ザ・ギャザリングの『最後の言葉』をな」

　エリーは勝ち誇ほこったように言う。

　自信に満ちあふれた声を聞かせることで、ゲイルをさらに追い込んだのだ。




「……太嫌きらいだ！　お前もあいつも……私自身もっ！」




「タイキライ？」

　啓治はその言葉だけが、やけに気になった。

　その言い方はまるで──

「……さようなら……夜や盗とうに気を付けてね」

　その言葉を残し、暗黒騎士ゲイルは飛び去った。

　剣けんを握にぎれないほどの重傷を負っては、二人を殺すのは難しい。

　いや、自分の命すら守れないかもしれない。

　優ゆう秀しゆうな兵士ほど、引き際ぎわを弁わきまえ、そして決断が早い。

　ゲイルは勝てないと瞬時に判断し、逃にげの一手を選んだ。

　暗黒色の鎧は、夜の闇やみに溶とけ、すーっと姿は見えなくなっていった。

「あの言葉──あっ！」

　啓治は気付いた。

　その言葉は一度聞いたことがある言葉。

　そう、ノイエと出掛けたとき、ヘッドフォンから聞こえた言葉だ。

　あれは、どっかの国の言葉を勉強するためのカセットテープだと思っていたが、逆。

　暗黒騎士の世界の言葉を、日本語に訳すテープだったのだ。

　つまり──

　今襲おそってきていた暗黒騎士はノイエ。

　ノイエは、異世界人だったのだ。

　暗黒騎士がカセットプレーヤーを持っていたのは、暗黒騎士も同じくカセットテープで日本語を学んでいたから。

　それをノイエに差し出したのは、暗黒騎士はすでに日本語をマスターしたからだ。

　そこまで謎なぞが解けた中で、啓治はどうしても一つ気になることがあった。

　が、その前に、暗黒騎士の安否を確かめないと。

　啓治は壁かべにもたれ掛かりながら暗黒騎士を見下ろした。

　暗黒騎士の鎧の下は、学校の制服だった。

　アスファルトに寝ねそべっている制服は、乱れに乱れ、今にもパンツが見えそうだ。

　鎧の下の姿を初めて見た啓治は、そのか弱さに驚いた。

（こんなに……小さな身体からだで……ちょうど、エリーぐらいかな）

「大だい丈じよう夫ぶですか？　暗黒騎士さん。病院行きます？」

「いや、問題ない。奴やつが離はなれた以上、この魔法もいずれ消えるだろう。間かん一いつ髪ぱつではあるがな。そういう君はどうだ？」

「あー、はい。大丈夫っす。俺も……ただの人間じゃないんで。一日もすれば完治すると思います。ぎりぎり致ち命めい傷しようじゃないですし」

「でも！　こんなに血がっ！　このままでは確実に死んでしまう！」

　一番ダメージの大きい胸をさする。

　傷は深く、まだ出血は止まらない。

　そのまま放っておけば、生死に関かかわるだろう。

「大丈夫ですって」

　啓治は笑顔を見せてから目を閉じる。

　胸に手を当てていると、見る見る内に傷が塞ふさがっていく。

「回復魔ま法ほうか！」

　暗黒騎士は驚おどろいた。

　暗黒騎士の住んでいたファンタジーな世界でも、『回復魔法』の使い手は貴重な存在だった。

「まあ、魔法と言えば魔法ですけどね。傷口ぐらいだったらなんとか塞げるんです」

　啓治は暗黒騎士の身体に手を触ふれる。

　だが──暗黒騎士の身体は動かない。

「ダメか。暗黒騎士さんのも治せれば良かったんですけど……すいません。無理っぽいです」

「そうか──すまないが、連れて行って欲しい場所があるのだ」

「連れて行って欲しい場所？」

「実は、今日バイトの面接があって」

「あ、そうだったんですか？　俺もそうなんすよ。場所は？」

「和食レストラン、『貴族野や郎ろう』」

「え！　暗黒騎士さんそこで働くの！」

「そんなに驚くことか？」

「俺もそこなんだ。これから行こうとしてたんだけど……さ」

　啓治は飛び散っていった鎧を、風の力でかき集めていた。

　竜巻で巻き上げられた鎧を、一カ所に集める。

「何をしている？」

「鎧をこのままにはしていけないでしょう？」

「それはそうだが──」

「鎧ごと、暗黒騎士さんを『貴族野郎』まで運びます」

「風の力で？」

「人間の力で」

　暗黒騎士に鎧を着けていく啓治は、ふと暗黒騎士のむっちりとした太ももが気になった。

　サッカーゲームのときのエリーを見ていたときのように、今横たわる暗黒騎士の肢し体たいに、目が釘くぎ付づけになる。

　腰こしのパーツを着けるとき、つい出来心で──パンティ様を拝観してしまった。

　肉球が水玉のようにちりばめられたパンティを。

「あれ？　この下着──」

　見覚えがあった。最近見たばかりパンティだったからだ。

（はっ！　マズイっ！）

　暗黒騎士は不覚を取った。

　兜さえ脱ぬがなければ、啓治にバレないと思っていた。

　だが、鎧を脱いだだけでも、バレてしまう可能性が、ここにあった。

　おパンティ野郎が、雄ゆう弁べんに告げている。

　暗黒騎士はエリーだと。

　だが、その呼びかけに、啓治は答えられなかった。

「そのパンツ、流は行やってるんですかね？」

　弁当の一件から、エリーは今時の女子高生の流行に詳くわしいというイメージが啓治に付いていた。

　だから、この肉球パンティも、ただ同じパンティを買っただけだと疑いもしなかった。

「え？　ああ、そうだ」

「あれ？　でもファッションなら分かるけど、パンティまで同じのを着けたいモノかな？」

「はい、考えなーい。急いで向かおうではないか」

　べしべしと啓治の身体をタップして、思考を停止させた。

「そうっすね」

　啓治は鎧を装着した暗黒騎き士しを、おぶる。

　落ちないよう力の入らない手で、なんとか啓治の肩かたを抱だき締しめた。

　おんぶをしたまま、歩き出す。

　鎧を着た暗黒騎士は、尋じん常じようじゃ無い重さだったが、全く苦にはならなかった。

　ひんやりと冷たい鎧の感かん触しよくに触れられて、むしろ嬉うれしかった。

「暗黒騎士さん、一つ聞きたいんだけどさ」

　せっかく暗黒騎士と共に歩めるのだ。何か話題はないかと啓治は予かねてからの疑問を聞いてみることにした。

　ノイエのカセットテープの内容を、暗黒騎士も知っているならば尚なお更さら。

「なんだ？」

　暗黒騎士はドキドキしていた。

（ああ、啓治くんに触れるなんて……なんて幸せなんだ）

　頰ほおをすりすりと擦こすりつけたいが、身体がまだ上う手まく機能しない。

「暗黒騎士さんの世界のというか国の言葉で──『バル』って言うとどういう意味？」

「その二文字だけで単語を作るならば……話題──だな」

「ああぁ～」

　啓治は納なつ得とくした。それはそれは納得した。

「啓治くん、私からも聞いていいかな？」

「ああ、どうぞ」

「この国で言う『風使い』は『天てん狗ぐ』というらしいが──君はそれなのだろうか？」

　暗黒騎士は啓治のことが気になって気になって、インターネットを使って啓治の正体を探さぐろうとした結果、この結論に辿たどり着いたのだが──

「天狗じゃねえよっ！」

　啓治は天狗という言葉に、過か剰じようなまでの反応を見せた。

「そ、そうなのか。肌はだが赤くなるし、鼻も伸のびるし──つい」

「大きい声出してすいません。でも、天狗じゃねえんですよ。もうそれ散々言われてきて飽あき飽きしてるんで」

　啓治は、『天狗』と呼ばれるのが最も嫌きらいだった。

　理由はシンプル。

　ダサいからだ。

「そうなのか」

「俺は、というか俺の一族は、『波は旬じゆん』っていうややこしいモノの分派なんです」

「はじゅん？　聞いたことがないな。妖よう怪かいのようなモノか？」

「簡単に言うと──神様」

「ほう、啓治くんは神様だったのか」

「いやあ、特とく殊しゆな力を持っている人間を、特殊な力を持たない人間が勝手に『神様』なんて呼んでるだけ」

「ふむふむ。この世に神はいないと？」

「サンタクロースと同じで、信じるとか信じないとかじゃない。『神は確かにいた』けど、それは不老不死なんかじゃなく、同じ力を引き継ついで代々続けているだけ。全知全能なんかじゃなく、そのときそのときの神と呼ばれる人間の力を、全すべて一人の人間がしたことだと思い込んでいるだけなんです。一人の人間を複数の名前で呼んだり、どんな姿にも自在に変えられるなんて言うのも、それらが全て『一人じゃない』とすれば不思議でもない」

「啓治くんはつまり、その『神』と呼ばれる力を持った一人ということか」

「暗黒騎士さんだって、上手くやれば神様って言われるようになりますよ。まあ、歴代の波旬は他た化か自じ在ざい天てんとか魔ま縁えんとか、第六天てん魔ま王おうとかパーピーヤスとか天魔とか……天狗とか……色々言われてきたらしいですけど」

「魔ばかり付くではないか。そんなに悪い一族なのか」

　暗黒騎士は、そうは言いつつも親近感を抱いだいていた。

　暗黒騎士もまた、恐おそれられる存在だったから。

「波旬のお仕事ってのは、人間の欲よくを叶かなえることなんですよ」

「ほう」

「ありとあらゆる人間の欲望を、さっと叶えてやるんです。ある波旬は無条件に、ある波旬は代だい償しようと引き替かえに」

「良い奴じゃないか。何な故ぜそれが魔ま王おうなどと言われなければならんのか」

「波旬とは別の、『神様』と呼ばれるような特殊な力を持ってる奴らってさ、人間の『可能性』を信じてるんですよ。だから、苦行とか善行のアイディアを説いて努力を促うながして欲というか夢を叶える。そういうお偉えらい神様からすれば、何の努力もしてない奴やつの欲を無条件にほいほいと叶える波旬は、むしろ悪魔の所業なのさ。ほら、頭の中の『悪魔』はいつだって『やっちまえよ～』って感じの発言をするでしょう？」

「なるほど……具体的に、例えばどういうことをするのだ？」

「そうですねー。勉強も運動もまるでダメな少年に、割と万能な猫ねこ型ロボットを派は遣けんしたり」

「マジで！」

「透とう明めいになる薬を開発させてみたり」

「マジで！」

「こたつ作ったり」

「マジで！」

「ウィキペディアを充じゆう実じつさせたり。攻こう略りやくサイト立ち上げたり」

「くそっ！　どこまで人間を堕だ落らくさせるつもりだ！」

「あと、年に一回しか参拝に来ない奴の受験を合格させたり、店前でトランペットを欲ほしがっている子供に買ってやったり猫に長なが靴ぐつやったり蜘く蛛もの糸垂らしたり」

「そんな存在が、どうしてこんな暮らしを？」

「俺たちの中から、次の『波旬』が選ばれる。言わば俺は波旬候補生なんだけど……俺は、波旬になりたくはないんですよ」

「ふむ」

「人間でいたいんです。──俺は」

　しみじみと、夜空を見上げる。

　そこでふと、啓治は気付いた。

（あれ？　暗黒騎士さん、俺のこと啓治って呼んでなかったか？）







　二二時を越こえた頃ころ、やっと飲食店に着いた。

　和食がメインのファミリーレストランと謳うたってはいるが、その実、ほぼ居酒屋のようなメニューの店だった。

　店構えはまるで旅館のようで、瓦かわらの屋根にでかでかと看板がのっている。

「ありがとう、啓治くん。下ろしてくれ」

「緊きん張ちようするなー」

　店の前で、おぶっていた暗黒騎士を下ろして襟えりを正す。

「あっ」下ろしてくれと頼たのんだ暗黒騎士だったが、しっかりと立ってはいられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか！」

「ああ、すまない」

　啓治に肩を借りて、ゆっくりと入店する。

「いらっしゃいませー」

　啓治たちと同じぐらいの年の少女が、迎むかえてくれたが、二人の異様な出いで立ちに、顔が引きつっていた。

　一人は漆しつ黒こくの鎧よろいに全身を包み、一人はボロボロの服に、血だらけだったのだから。

「あの、面接で来たんですが」

「え？　あー、ちょっ、少々そこで掛かけてお待ち下さい」

　入り口に入ってすぐ横のところにあるベンチに腰こし掛かける二人。

　ほどなくして、スーツ姿の青年がやってきた。

　年は二〇そこそこという、若者だ。

「店長の玉たま井いです。随ずい分ぶん遅おそかったねー。もう二人一いつ緒しよに奥へどうぞ」

　ぺこりとお辞じ儀ぎを返して、啓治と暗黒騎士は店内へ。

　ホールを抜ぬけて、キッチンを抜けて、その先にある事務所へ入る。

　パイプ椅い子すに腰掛けて、びしっと背筋を伸ばして、膝ひざに握にぎり拳こぶしを置いて、啓治と暗黒騎士は玉井という男を見つめた。

「履り歴れき書は持ってきた？」

「はい」

　啓治はカバンから、暗黒騎士は暗黒空間から履歴書を取り出した。

　その履歴書の出来に、玉井は表情を強こわばらせた。

　誰だれがどう見ても、ふざけているとしか思えない内容だ。

「えーっとね」

　ペンを手にした玉井は、そのペンで頭を搔かきながら、困った顔を見せる。

「はい」

「週何日入れるの？」

「週五はいけますね」

「私も、問題ない」

「んーそっかー。いいなー。いいんだけどなー」

　この飲食店で今欲しいのは、シフトの都合が付く人材。

　週五で入れる人材は、素す晴ばらしい。

　だが、この格好。

　一人は鎧姿だし、一人は服がボロボロ。

　とても、面接に来るような格好じゃない。

　常識は、働いていれば身につくだろうか？　高校生でまだバイトをしたことがないのなら、これからの伸びしろに期待出来る。たとえ、今は『痛い子』だとしても。

「別に、週五回入れなくてもいい？」

「はい、週一でも週五でも構いません」

「右に同じく」

「曜日も特に指定なし」

　二人はこくりと強く頷うなずく。

「そっかー。いい。いいんだけど……いいんだけどなぁ」

　玉井は首を捻ひねった。

　また、悩なやませられる。

　火曜日限定とか、土日しかバイトに来られないと言うなら、その時点で不採用もあり得る。絶対に週五日入りたいというなら、シフトの作成が難しくなることもある。

　だが二人は使い勝手のいい人材だった。取るだけ取っておいて、今いる従業員の助っ人的にシフトを組むような使い方が出来るはず。

　だが、この履歴書。

　とても、常識があるような人間の書いた履歴書には見えない。

　履歴書の書き方を見ると、社会不適合者と言える。

「二人とも同じ高校なんだよね？　部活とかは？」

「特に何もやってません」

「私も」

「ってことは学校終わりから二二時までずっと入れる？」

「二二時までしかダメなんですか？」

　という啓治の質問に──

「恐らく、年ねん齢れいによって時間の制限があるのだろう」

　暗黒騎き士しが答えた。

　暗黒騎士の世界でも、青少年に関する法律は多い。暗黒騎士の世界では夜や盗とうが多いため、子供は夜遅おそくに出歩かないよう法律で定められている。

　きっとこの世界でもそうなのだろうと考えた。

「あー労働基準法って奴か。別に学校の時間以外はずっと働いていたいんですけどねー」

「そっかー。あ～、いい。あー、いいんだけどなぁ～」

　仕事をしたいという気持ちは伝わる。

　こうして受け答えをしている分には、履歴書のような破は天てん荒こうさもない。

　条件はいい。この店で最も欲しかったのは、こういう融ゆう通ずうの利きく人間だ。

　だが──今現在、二二時を回っている。

　面接は二一時と二一時半だったはずだ。

　面接に遅ち刻こくしてくるような奴に、社会的な常識があるとは思えない。

　またいつ遅刻するか、分からない。

　しかしながら、住所を見るに、近場だから寝ね過すごしたとしても電話で起こせば問題なさそうな距きよ離り。

「年末年始とかゴールデンウィークは入れる？」

「問題ないです」

「うむ。彼が問題ない事案は私も問題ないだろう」

「そっかー。そりゃあいい。そりゃあいいんだけどなぁ～。参ったな～」

　不安と期待を天てん秤びんに掛けると、不安が多い。

　同じ条件の、もっと融通の利くフリーターが今後やってくる可能性もある。

　店を預かる者として、問題を起こしそうな人間、リスクは極力避さけたいのだ。

　玉井はぽりぽりと頭を搔きながら、ちらりと部屋の隅すみを見る。

　そこにあるのは、監かん視しカメラ。

「じゃあ、もし──その兜かぶとを脱ぬいだら二人とも採用だって言ったら──どうする？」

　玉井は真しん剣けんな瞳ひとみを、暗黒騎士に向けた。

「二人ともっ！」

　正直、暗黒騎士は甲かつ冑ちゆうに固こ執しつしている訳ではない。

　今まで、何度もその兜を脱げと言われて、脱いできた。

　コンビニで、スーパーで。

　絶対に脱がないという信念を持っている訳ではない。

　だが──今は。

　啓治の前では、脱ぐ訳にはいかない。

　もしも暗黒騎士がエリーであると啓治にバレたら、騙だましていたとバレたら、嫌きらわれてしまうかもしれない。もう二度と、啓治の家には行けなくなるかもしれない。

　それでも啓治のためなら、脱いでもいい。

　彼が幸せになれるなら、なんでもしたい。

　暗黒騎士は決意する。

　啓治のためになるのなら、嫌われても良いと。

「店長」分かったと暗黒騎士が言う前に、啓治が口を開く。

「はい」

「暗黒騎士さんにとって、この鎧はアイデンティティなんです。これを着ているからこそ、暗黒騎士さんは暗黒騎士さんでいられるんです」

「アイデンティティ？」




「暗黒騎士さんを脱がさないでくれ」




　啓治の真剣な目に、店長の玉井は困こん惑わくした。

　言ってる意味が、さっぱり分からなかった。

　だが、暗黒騎士は感激していた。

　啓治が、自分のことを大事にしてくれている。

　そう思うだけで、もうバイトがどうとかゲイルがどうとか、全部忘れてしまいそうなぐらい嬉うれしくて嬉しくて堪たまらなかった。

　その一方で、やはりエリーとして、鎧を脱いで啓治の家に行ったことは絶対にバレてはいけないと再認にん識しきした。

「……そういうことだ。すまないな」

　暗黒騎士は啓治がそう言うのならと、決心を曲げた。

「……はあ。では──合格かどうかは追ってご連れん絡らく致いたします。今日はご足労頂きありがとうございました」

「失礼します」

　二人は深く一礼して、啓治と暗黒騎士は部屋を後にする。

　暗黒騎士はまだ身体が動かなかったので、啓治の肩かたを借りながら。

　がっしりと肩を組んだ二人の背中を、店長の玉井が見つめていると──奥の扉とびらから一人の少女が出てきた。

「ここまでお膳ぜん立だてしたのに、脱がせられないかー」

　残念そうに呟つぶやいたその人物は──マホだった。

　ぎろり、と玉井を睨にらみ付ける。

「お、俺は言われた通りしましたよ！」

「あー、そーねー。あんたの解かい雇こは見送ってあげる」

　ひらひらと手を振ふりながら、マホは帰り支じ度たくを整える。

　二人が出会ったのは、ほんの数時間前。

　マホが面接に来たときのことだ。

「失礼します」

　と部屋に入ったマホに、玉井は足を組んで、タバコを吹ふかしていた。

「あーそこ座って」

　その声は、明らかに偉えらそうな声だった。

「はい。失礼します」

　マホは椅子に腰こし掛かけると背筋をピンと張って、膝に手を置く。

「履歴書持ってきた？」

「はい。こちらでございます」

　カバンからすぐに出した履歴書を玉井があくびしながら受け取ると──

「資格欄らんにいっぱいあるけどさ。君は何になりたいの？」

「何にと言いますと？」

「簿ぼ記き、秘書、爆ばく発はつ物ぶつ取り扱あつかい、ホームページ作成、Ｃ言語。あのねぇ、どれだけ資格を並べても、ここではなーんの意味もないわけ。分かる？」

「……確かに、これらの資格は飲食店には必要ありません」

「でしょ？　何？　自じ慢まんで書いたの？　それともバカなの？」

「ですがそれらは、私が学校に於おいて、勉強という与あたえられた仕事を確実にこなしてきた証あかしであると自負しております」

「ふーん。じゃあ何？　俺が死ねって言ったら死ぬ？」

「それは仕事とは関係ないことですよね？」

「はいダメでしたー。確実にこなせませんでしたー。残念だねー」

　玉井はバカにしていた。

　高校生は学校と法律があるため、一七時から二二時ぐらいまでしか雇やとえない。

　さらに、マホは週一回、日曜日のみを希望すると履り歴れき書に書いてある。

　その時点で、雇う気など毛頭なく、ただからかおうとだけ思っていた。

　マホはギロリと玉井を睨み付け──携けい帯たい電でん話わを取りだした。

「もしもし、あの件だけど……うん……そう……」

「おい、君ねー、面接に来ていて何その態度。電話切れよ電話」

　イライラを隠かくすこともせず、玉井はタバコを吹かしながら指示するが、マホは無視。

「切らないならさっさと帰れよもう」

　五回目の舌打ちを打った頃ころ、やっと電話が終わったと思ったら──

「どうも、今オーナーになった神しん藤どうです。予定では昨日の内に買収しきれると思ったんだけど、やっぱり日曜は難しいものね。株式市場閉まってるし」

　マホは笑え顔がおで握あく手しゆを求めた。

「は？」

　店長の玉井は何を言っているのか理解出来ず、咥くわえていたタバコを机に落としてしまった。
















「さて、じゃあ早さつ速そく、面接始めよっか」

　と──どっかり椅い子すに座るマホ。

「何言ってんだお前」

　玉井が急変したマホに啞あ然ぜんとしていたら、店の電話が鳴る。

　玉井はマホに何も言わず、その電話に出て──言い渡わたされる。

　今面接している神藤さんを、どんな手を使ってでも採用しなさい──と。

「ど、どういうことなんだ……お、おい！　一体何がどうなってんだ！　説明しろ！」

　玉井は意味が分からないまま、切れた電話の受話器を持ったまま立ち尽つくしていた。

「私は電話ぐらいでぐだぐだ言わないけど、その態度は失礼じゃないかな？」

　マホはそう言いながら、プリンターの方へ。

　そこには、転送されてきた──玉井の履歴書のコピーがあった。

「さあ、座って。すでに面接は始まってるのよ。ただし──面接官は私だけどね」

「座ってって……」

「ふーん。なかなかいい大学出てるじゃない。でも──資格は運うん転てん免めん許きよのみか」

　玉井の履歴書のコピーをざっと閲えつ覧らんしながら、椅子に戻もどるマホ。

「あの、だから説明しろよ」

「私がこの飲食店系列の会社を乗っ取ったって説明だけじゃ分からないほどのバカなの？」

「どうやって……」

「金の力で」

「……噓うそだろ」

「ホントに。あと社長さんの不ふ倫りん問題と脱だつ税ぜい問題と裏取引を材料に」

　玉井は信じられなかった。信じられなかったが、電話は確かに本社からだった。

　さらに、自分が知らない間に履歴書がプリンターにファックスされてきたのだ。

　何より、目の前にいる少女から、言いしれぬ『凄すごみ』を感じていた。

「じゃ、じゃあ採用で……」

　玉井はとうとう、折れた。

　悔くやしかったが、とりあえず今はそう言うしかなかった。

「どうして私を採用したいのかな？」

「え？」

「言ったでしょ？　これは──面接だって」

「まあ、なんか頑がん張ばってくれそうな……」

「あんたさ。面接官にそんな態度で採用取れると思う？　帰るわよ？」

　マズイ。ここで採用しないと、マズイ。

　玉井の中にある本能が、『この女に逆らわない方がいい』と告げていた。

　玉井はきりっとした表情で、閉じた足の上に手を置いて背筋を伸のばす。

「社長に強く勧すすめられたことにより、貴方あなた様の履歴書を再度拝見させて頂きまして、貴方様の成長と共に、我が社も併あわせて成長出来ると思い、採用しました」

「ふーん。さっき頑張ってくれそうなって言ったよね？　私頑張らないよ？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい。大丈夫です」

「本当にぃ？　どうもこう、雇う気を感じないなー」

「いえいえ、雇う気満々です」

「じゃあ、店アピールを一〇秒以内で、どうぞ」

「はい、本店は八年前から、和食というモットーでファミリーレストランを経営してきました。お客様の数も多く、メニューも八〇品目を越こえ、内容はとてもハードではありますが、衛生面──」

「はい一〇秒。もう全然伝わってこないわ。働きたいなーって感じが一いつ切さいしないわ。雇う気あんの？」

「申し訳御ご座ざいません。ですが、雇う気だけは誰だれにも負けないです」

　二人の関係は、完全に逆転していた。

　そしてその後、マホは条件を付ける。

　このあと、暗黒騎き士しが来るから、何が何でも採用すること。

　そして、そこで兜かぶとを脱ぬがせるよう誘ゆう導どうすること。

　出来なければ、マホは採用されない。

　もしマホが採用されなければ、玉井はクビになるだろうと脅おどされていた。

　実際、この程度で解雇の場合、不当解雇として裁判を起こせば玉井が勝つのだが、あまりの出来事にそこまで頭が回らなかった。

　ただただ、マホを敵に回すのはマズイ。と、動物的本能が告げていたために、従った。

　そしてマホの力で、暗黒騎士は面接に受かることとなる。

　全すべては、啓治に料理を振る舞まう力を付けるために。

　だが、それはまた別の話──







　　　第五章「いい加減そろそろマジで走れヘロス」







　次の日、鞍くら馬ま啓けい治じは驚おどろいた。

　あんなことがあったのにも拘かかわらず、ノイエは普ふ通つうに登校してきたのだ。

　もしかしたら、バレていないと思ってるのだろうか？

　それとも、早合点で暗黒騎士ゲイルはノイエとは別の人物なのだろうか？

　いや、違ちがう。

　ノイエは、右みぎ腕うでを怪け我がしていた。骨折まで行ったのか、三さん角かく巾きんで腕を吊つっている。

　指し弾だんで撃うち抜ぬかれた場所と同じ怪我を、同じ日にするだろうか？

　あれは、暗黒騎士ゲイルは──確実にノイエだ。

　いずれにしても、ノイエには用がある。

　弁当箱は洗って持ってきた。

　どうせノイエは登校してこないだろうが、机の引き出しにでも入れておこうと思っていたから。

　啓治は朝のホームルームが始まる前に、ノイエのところへと向かい、前の席にどっかりと座りながら弁当箱を机に置く。

「これ、洗っておいたから」

　それは、無機質な声だった。

　あれだけやりあったんだ。

　今殴なぐりかかってもおかしくない。

「そう」

　ノイエは一言返し、弁当箱をカバンにしまった。

　感情は一切表に出さなかった。

「………………なあ」

　啓治は顔も向けずに小さく声を掛かける。

「なに？」

　ノイエも、啓治の顔を見ずに答えた。

「どうして暗黒騎士さんを狙ねらったんだ？」

「………………」

　ノイエは答えるべきか悩なやんでいた。

「お前は、命を狙うならいつでも狙えたはずだ。なんで、昨日のあの時間を選んだんだ？」

　ノイエが何も言わなかったので、啓治はノイエの方に顔を向けた。

　啓治の真しん剣けんな目を見て、ノイエは悟さとる。

　どう言いつくろっても、追つい及きゆうを止やめないだろうと。

　噓を吐ついても良かった。

　だが──ノイエは噓を吐きたくはなかった。

　昨日は激情にかられていたが、一晩でじっくりと自分のしたことと向き合うことが出来た。

「………………私の任務は、暗黒騎士ウォルターの監かん視し」

　それは、極ごく秘ひで受けた任務だった。任務内容を他言するのは、初めてだった。

「なんで監視する必要があるんだよ」

　暗黒騎士は元のいた世界を捨ててこの世界でＯＬになろうとしている。

　そんな暗黒騎士を、監視する必要なんかないはずだ。

「我が帝てい国こくは、我々暗黒騎士たちによって世界を征せい服ふくすることが出来た。だが、その中でも力がありすぎた暗黒騎士筆頭であるウォルターは、世界を征服したのちに帝王をも倒たおし、帝国を手中に収めるのではないかと帝王は考えた」

「よくある話だな。項こう羽うと劉りゆう邦ほうのときの韓かん信しんみたいな」

「だから、ウォルターは帝国を後にした。帝王を殺す意思がないことを示すために」

「黒くろ田だ官かん兵べ衛えもそんな感じだったらしいね。強いってのも、悲しいもんだ」

「が、我々暗黒騎士はみな孤こ児じ。行く当てもなく、頼たよる当てもない。そこでウォルターはこの世界へとやってきた。──だが、帝王はそれでもウォルターを恐おそれていた」

「そこで、ノイエが出てくるのか」

「そう。私の任務は、ウォルターに『反逆の意思があるかどうか』を見み極きわめ、殺すことにある」

「だったら、最初の質問に戻るが、なんであのタイミングだったんだ？」

「……ウォルターが、いかがわしいことをしようとしたから」

「いかがわしい？」

　ノイエはカセットプレーヤーを取り出すと、中のカセットを入れ替かえて、ヘッドフォンを啓治に渡わたしてきた。

　啓治が装着したのを見届けてから、きゅるきゅると少し巻き戻して再生する。

『よし！　そのままイけ！　いけいけいけいけいけ！』

『イきますよ？　私もうイっちゃいますよ！』

『『いったあああああ！』』

『啓治さんもイって下さい！』

『よし』

『えへへへー、私先っちょ触さわってたんですよー』

　それは、聞いたことのある声Ａともっと聞いたことがある声Ｂだった。

「………………これって」

　思わず、啓治は顔が赤くなってしまった。

　録音された自分の声ほど、気持ち悪い音はない。

「暗黒騎士ウォルターは二つ、許せないことをした。暗黒騎士の名めい誉よと尊厳を傷つけ、私の夫となるべき男を寝ね取とった。これはもう、死罪に値あたいする」

　ノイエはぎゅっと強く拳こぶしを握にぎる。

　暗黒騎士は『畏い怖ふの象しよう徴ちよう』であることに意味がある。

　それを守るために、皆みなどれだけ自分を捨てたことか。

　たとえ世界が変わろうとも、簡単にアバズレ女に変へん貌ぼうしてしまうなど、もってのほかだとノイエは憤いきどおっていたのだ。

　啓治はぎゅっと眉み間けんにシワを寄せて目を瞑つぶり、盛り上がった眉間を押し返すように右手の人差し指を立てる。

「えー、待って待って待って待って」

　そのあとノイエの言葉を遮さえぎるように左手を突つき出しながらヘッドフォンを外し、頭の中で整理して──

「ノイエは勘かん違ちがいをしてる」

　きりっとした表情で啓治は告げた。

「え？」

　ノイエは目をぱちぱちと瞬またたいた。

「まずこれは、暗黒騎士さんじゃなくて、エリーっていう俺の友達」

「………………そうなの？」

「次に、これはいかがわしい行こう為いをしていたんじゃなくて、ただのサッカーゲーム。いくとかいかないってのは、シュートを打つかパスをするかって話で先っちょ触ってたってのも俺のゴールだと思ったらエリーがごっつぁんゴールを決めててだな」

「…………あ」

　ノイエは、顔を真っ赤にさせ、その顔を見られまいと両手で顔を隠かくした。

　やってしまった。

　最高にやってはいけない間違いを犯おかしてしまった。

　それが恥はずかしくて申し訳なくて、堪たまらなかった。

「全部、軒のき並なみ勘違い」

「……でも、この声は確かに──」

　暗黒騎き士しウォルターの声だと言いたかったが──

「で、最後に、夫となるべき男ってどういうこと？」

　啓治が話を進めてしまった。

「……私は、あなたの妻となる」

　ノイエは少し照れ臭くさそうに、しかし嬉うれしそうに呟つぶやく。

「ちょ、ちょちょちょちょちょ！　え？　どういうこと？」

　啓治は狼狽うろたえた。

　もう、暗黒騎士を襲おそったのは勘違いだったと判明したため、ノイエに対しての敵てき愾がい心しんはなくなり、声も今まで『友達』と接してきたときと同じになっていた。

「ん？　私たちはすでに、弁当の交こう換かんも新しん婚こん旅行も済んでいる」

　当然でしょ？　と言いたげに、ノイエはきょとんとした表情で言う。

「新婚旅行──行ったっけ？」

　すっとノイエは指をさす。その方角には──

「あ！　あのデートのこと！　いやいや、俺はそういうつもりじゃないから！」

「え？」

「何その寝ね耳みみに水みたいな顔」

「あとは式を挙げるだけじゃ」

「じゃないね」

「…………あ」

　ノイエは、顔を真っ赤にさせ、その顔を見られまいと両手で顔を隠した。

　この世界の常識すら、勘違いしていたことが恥ずかしくて。

「じゃあ……私のことなんて……ミジンコほどにも好きじゃない？」

「……いや、まあ……好き……だけどさ。なんつーか友達として。うん」

「文ぶん房ぼう具ぐで言うと？」

「ぶ、文房具で！　えっと……じゃあ……ボールペンぐらい」

「ゲルインク？　エマルジョン？」

「え……何その聞き慣れないの。じゃあ、エマルジョン」

「へーそうなのー」

　ノイエはとても嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　啓治は適当に答えただけだったが、どうやら正解を引き当てたようだ。

「でも、一つだけ気になる」

「何が？」

「あのとき聞いた声は、確かにウォルターのモノだった」

「エリーの声？」

　啓治は思い返してみる。

　確かに、似ていると言えば似ているが、口調や態度が全く違ちがう。

　いや、でももしかしたら。

　下着が同じだったのも、啓治と下の名前で呼んでいたことも、時系列を考えればそんな偶ぐう然ぜんがあり得るだろうか？

　暗黒騎士はエリー。

　そう言われれば、そんな気がしてきた。

「もしかして、本当にエリーが……」

「話は聞かせて貰もらった」

　がらっと教室の戸が開き、廊ろう下かから暗黒騎士が入ってきた。

　それは、絶ぜつ妙みようなタイミングだった。

　真実に辿たどり着く前に本人が出てきたことで、啓治の頭の中にモヤモヤと大きく膨ふくらんでいた思考の雲が霧む散さんした。

「……ウォルター」

　突とつ如じよ現れた恋こい敵がたきに、ノイエは目を細める。

　が、自分が勘違いで命まで狙ねらってしまったことに後ろめたさを感じ、すぐに睨にらむのを止めて、申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「ゲイルよ。貴様の勘違い。私には痛いほどよく分かる。実際、貴様の攻こう撃げきはとても痛かった」

「私の命を捧ささげれば、許して貰えるだろうか？」

　ノイエは取り返しのつかないことをしてしまったと自覚していた。

「そんなことでは許さんな」

「……そう」

　ノイエは、何で償つぐなえばいいのか悩んでいた。

　命を擲なげうってでも尚なお許されぬ罪。とすれば、何をどうすればいいのか。

「頭を下げるまで、絶対に許さん」

　暗黒騎士の意外な言葉に、ノイエは一度呆ぼう然ぜんとしたが、すぐに立ち上がる。

「本当に、すまなかった」

　そして、深く頭を下げる。

　そのときの言葉は、彼女たちの母国の言葉だったが、何を言ったのかは啓治にも分かっていた。

「よし！　許す！」

　暗黒騎士は強く言った。

　あまりにもあっけなく許しの言葉を頂いたノイエは、思わず口が開きっぱなしになってしまった。

「どうして、命を狙った私を許してくれるの？」

　暗黒騎士が人を殺すのに、理由はいらない。

　逆らった者は即そく座ざに殺され、さらし者にされるのが、彼女たちの世の常だ。

　謝って許すなんてことがあれば、抑よく止し力りよくにはならない。

　暗黒騎士は、非情で冷れい徹てつでなければならない。

　だから、殺されたとしても受け入れるつもりだった。

　なのに──

「貴様が私を殺したとして、私が貴様を殺したとして、どうせ別の暗黒騎士が派は遣けんされてくるだろう。そして、その新たな暗黒騎士を倒たおすために、また別の暗黒騎士が来る」

「………………あ」

　ノイエは気付いた。

　暗黒騎士ウォルターが死んだあと、次に狙われるのは自分であることに。

　暗黒騎士が全すべて絶えるまで、この負の連れん鎖さは終わらないことに。

「貴様はこの世界で婿むこを探したい。私はＯＬになりたい。二人の共通点は、この世界にとどまりたいということだ。そうだな？」

「そう」

「そこで提案だ。貴様が職務を怠たい慢まんし、私に反骨精神はないと報告し続ければ、ずっとこの世界で暮らしていけるとは思わないか？」

「………………あ、それ、すごいステキ」

「だから、私は貴様を許そうと思う」

「素す晴ばらしいです。暗黒騎士さん」

　啓治は、丸く収まったようで、ほっとした。

「でも、どうしてそんなに許容してくれるようになったの？」

　ノイエは不思議で堪らなかった。

　自分が狙われる立場で、今こうして頭を下げられれば、その頭を切り落とし、外へ投げ捨てるだろう。

　それが、暗黒騎士の常識だし、その行動に罪悪感も同情の気持ちも何もない。

　義務。教育。責務。概がい念ねん。

　それを、暗黒騎士ウォルターが何な故ぜ捨てられたのか。

「私は、この世界である物語を知った。ちょっとタイトルは思い出せないが──ある青年が妹の結けつ婚こん式しきの準備をしにある王国へ買い物に出で掛かけた。ところがその国がやけに寂さびしい。それが、残ざん虐ぎやくな王が人を殺したからだと聞いた青年は、『ほんまか！　呆あきれた王やでー。……生かしてはおけん！』と暗殺を企くわだてた」

「急に？」

　人を殺したと聞いたから、そいつを生かしてはおけんと言い出す青年の思考に、ノイエは訝いぶかしげな表情を浮うかべた。まるで暗黒騎士のような思考だ。

「急に。で、その暗殺は失敗に終わり、青年は投とう獄ごくされたのだが、青年は王にこう言うのだ。『妹の結婚式あるんでー、三日ほどちょっと逃にがしてくれへん？』と」

「ちょっと待って暗黒騎士さん。そいつホントに関西弁だったの？」

　啓治はまだ何の話だったか分からないが、それでも違い和わ感かんを覚えていた。

「まあ、そこはキャラ付けだと思え。で、だゲイル……いや、田た中なかノイエよ。貴様なら暗殺に失敗して投獄された人間にこんなことを言われたらどうする？」

「即そつ刻こく首を刎はねる。というか、投獄すらしない」

「うむ。我々暗黒騎士ならばそうだろう。だが、この『残虐な王』はそれを許したのだ」

「残虐なのに？」

「うむ。残虐な暴君のはずなのに。青年は条件を付けた。『ほな代わりに親友連れてくるんでー、もし三日で戻もどらなかったらそいつ絞しめ殺したらええやん』と」

「最っ低な奴やつだ。そいつが暗殺されてもおかしくない」

　とノイエは言いながら、複雑な気分になった。この青年と自分が同じではないか。

　一時の気の昂たかぶりに任せて、暗黒騎士ウォルターを暗殺しようとした。

　それに失敗し、条件を付けて許せと迫せまった。

　それでも、友を代役にしようとまでは思わないが。

「王は返した。『ええよ！　三日後の日にち没ぼつまでに帰ってこなかったら殺すからな！』と」

「ちょっと待って暗黒騎士さん。王もなの！　それ関西の話じゃないよね？　もっと欧おう州しゆうだよね？」

「ちょっと地域までは分からん」

「それ……でも……親友は了りよう承しようしないでしょう？」

「親友はこう言った『ええよ！』と」

「……ほんとに！」

　殺されるかもしれない急な申し入れを受け入れたという親友に、ノイエは驚おどろいた。

「こうして青年は家に帰り、雨が降る中結婚式を強行し、ギリギリまでどんちゃん騒さわぎをした」

「え！　結婚式だけ出たんじゃないの？」

「うむ。夜に出れば朝に着くぐらいの距きよ離りだったのだ。ギリギリまでバカ騒ぎしたくもなるだろう」

「その間親友は投獄されてるんだよね？」

　啓治もその青年の行動に、苛いら立だちを覚えていた。

「うむ」

「ほんと最低な奴だ」

「そして最終日。青年はちょっと寝ね過すごした」

「ええええええ！　寝てたんだ！」

　驚きの声を上げたのは啓治だった。

「だが問題ない。十分間に合うと悠ゆう々ゆう身み支じ度たくをして、王宮を目指す。最初ちょっと急いだけど、鼻歌交じりにゆっくりと歩いていった」

「……いや、急げよこの野や郎ろう」

　ノイエはもう、怒いかりすら覚えていた。

「川に差し掛かったとき、昨日の雨のせいで川が氾はん濫らん。濁だく流りゆうと化して橋を破は壊かいしてしまっていた。そこで青年はうずくまって嘆なげく『マジかー。こんなん無理やん』と。だが、迂う回かいするほどの余よ裕ゆうはないのだ」

「だから結婚式終わってすぐ行けば良かったのに」

　青年の段取りの悪さと計画性の無さ。この物語に、ノイエは夢中だった。

「なんとかバタフライで泳ぎ切るが、そこで青年は疲つかれ切る。『あかん、もう走られへん。親友、ごめん……死んで』と」

「ねえ暗黒騎き士しさん、それ『走れメロス』だよね？」

　啓治はここにきて、やっと何の話なのかを思い出した。

「いや、違う。むしろ、その言葉でタイトルを思い出した。タイトルは『いい加減そろそろマジで走れヘロス』だ」

「そんな作品ねえよ！　メロスとどう違うんだよ！」

「メロスはバタフライで泳いでないから」

「……じゃあ完全に別作品として続き聞くよ」

「うむ。そのあと、まあ、山さん賊ぞくに襲おそわれたり、一回気を失って寝たりしたけど、なんとか間に合った」

「間に合うんだ結局」

「うむ。結局。そしてその青年は拍はく手しゆ喝かつ采さいを浴びて、王は『ほんまに来るとは思わんかったわー。じゃあ……許す！』と青年を無罪放ほう免めんにした」

「無罪放免っ！　急に？」

「うむ。約束を守った青年に感動したそうでな。この話を目にしたとき、私は衝しよう撃げきを受けた。なんて『優やさしい王』なのだろうと」

「……私も感かん銘めいを受けた」

「ここまで最低な奴の言うことを全て受け入れ、命を狙われたにも拘かかわらず、罪をも帳消しにする。これほどの心の広さを持ちながら、残虐な暴君と呼ばれる」

「……暗黒騎士に似ている」

「そうだ。だからこそ、私はお前を許す。『優しい暗黒騎士』になるのだ。世間ではどれだけ残虐だと言われようがな」

「……私も、そうありたい」

　二人の暗黒騎士は、じっと見つめ合う。

「じゃあ、俺もノイエを許そう」

「え？　あ、そうか……私はあなたも殺そうとした……ごめんなさい」

「いや、そっちはもう痛み分けってことで。そっちよりもさ。盗とう聴ちようしたことの方」

「あ……ごめんなさい」

　ノイエは弁当箱の二重底になっている部分を外し、中から盗聴器を取り出す。

（私には、もう必要ない）

　いらなくなった盗聴器を、まだ登校していないマホの机の中へと押し込んだ。

「これで、一件落着ってことだな」

「うむ」

　啓治がほっと息を吐ついたのを見て、暗黒騎士も一安心した。

　何故『いい加減そろそろマジで走れヘロス』の話を長々としたのか。

　それは、啓治が真相に近づいていたからだ。

　エリーが、暗黒騎士その人であるということに。

　極力その考えから、外れた話をして忘れさせようとした。

　そして、それは成功したように見えたが──

「あ、そうそう。暗黒騎士さんって、もしかしてエリーって名前？」

（誤ご魔ま化かしきれてなーいっ！）

　暗黒騎士は頭を抱かかえて、教室の床ゆかをゴロゴロと転がった。

　ごろごろごろごろ……ごろごろごろごろ……すっ。

　席に戻って冷静さを取り戻した暗黒騎士は、また噓うそを吐く。

「……忘れた」

「え？」

「私……名前、忘れた」

　それは、苦肉の策だった。







『神しん藤どう　魔ま歩ほ』は溜ため息いきを吐いた。

　午後の授業は健けん康こう診しん断だんで潰つぶれ、みんなで時にわいわい、時にだらだらと廊ろう下かを歩いて保健室へ向かっていく。

（はーあー。結局暗黒騎士さんの素顔は見れずじまいかー）

　ノイエに盗聴器を仕掛けさせたり、買収出来るバイト先を斡あつ旋せんしたり。

　全すべては暗黒騎士の素顔を見るためだった。

　だが、目もく論ろ見みは全て空から振ぶり。

　マホは先入観を持っていた。

　暗黒騎士がそう簡単に鎧よろいを脱ぬぐはずがないと。

　だから、まさか暗黒騎士が鎧を脱いで、毎日のように啓治の家に行っているなんて、思いもしなかった。

「それでは五十音順に並んでくださーい」

　女教師に言われ、ぞろぞろだらだらと列を作っていく中で──

「あ、ならば私は一番前だな」

　ずいっと暗黒騎士が前に出る。

「そうだね。『あ』、だもんね」

　暗黒騎士はがしゃんがしゃんと音を立てて先頭を行く。

　青いカーテンの仕切りで遮さえぎられ、養護教諭こと保険医と二人きり。

　この保険医は、この春に新卒で入ってきた、新米の保険医だった。

　その、健康診断女子一年の一番最初。

　さあ、気合いを入れて頑がん張ばるぞって相手が──暗黒騎士。

（と、ととととととんでもないのが来たーっ！）

　身体からだが震ふるえた。

　何をどうすればいいのか、どう声を掛ければいいのか分からない。

　宗教上の理由で脱げないのではないかと、勘かんぐってしまう。

　一方、暗黒騎士は悩なやんでいた。

（マズイ。非常にマズイ。私の正体に、啓治くんが気づき始めている。こういうときどうする！　落ち着け！　こういうとき、正体がバレそうなとき……コナンくんならどうするっ！）

　暗黒騎士の頭の中では、エリーが自分だとバレるかどうかでいっぱいだった。

　そのモヤモヤとした気持ちが暗黒のオーラとして暗黒騎士の全身を覆おおっていた。

　そんな相手に強く言える訳もなく、ダメ元で聴ちよう診しん器きを漆しつ黒こくの鎧に当てる。

　……………………何にも聞こえない。

　ダメだった。

　鎧の上から、肺の音は聞こえては来なかった。

　もう、言うしかない。

　何をされるか分からない恐きよう怖ふと戦いながらも、言うしかない。

「………………あ、あの」

　意を決して、保険医は恐おそる恐る声を掛けた。

「はい」

　暗黒騎士は小さく返す。

「う！　上だけでいいんで！　脱いで貰もらえないでしょうかっ？」

　その声は、仕切りの向こうで待つマホにも聞こえていた。

（まーそうなるわよねー。でも無理無理。そう簡単に暗黒騎士さんが脱ぐはずないって）

　マホは「こりゃあ、時間掛かりそうだな」と溜息を吐く。

「ふむ。脱がねばならぬか」

「やってみたんですけど、脱がねばなりませんね。お願いします！」

　保険医は、土下座して頼たのんだ。

（無理だって。諦あきらめてもう適当にカルテ書いちゃいなさいよ）

　マホは保険医をバカにしていた。

　暗黒騎士の診断は諦めるべきだと思っていた。

　だが──

「………………あいわかった」

（ええええええええええええ）

　暗黒騎士はいとも容易たやすく鎧を脱ぐ。

　鎧の下は、アオザイのような薄うすい生き地じの深いスリットの入ったワンピース。

　それも脱いでブラも外した暗黒騎士に、保険医はぺこぺこと頭を下げる。

「すいません！　ほんと、すいません！　失礼します！　すいません！　ほんと！」

　急いで聴診器を当てて、心音、呼吸音。くるりと反転させて背中から肺の音、背骨の湾わん曲きよく具合などを診みていく。

「はい、もう大だい丈じよう夫ぶです。服着て貰っても」

「うむ。もう終わりか？」

　暗黒騎士は上の空だった。

　ただぼーっと啓治のことだけを考えていた。

「あの、とても言いにくいんですけど」

　保険医は、鎧を着ている暗黒騎士に、また申し訳なさそうに言う。

「なんだ？」

　顔を向けたその兜かぶとが、恐ろしかった。

　ごくりとツバを飲み込んでから──

「兜も、脱いで貰ってもいいですかね？」

　小さく言う。

　中の様子が気になって仕方がなかったマホは聞き耳を立てていたので、そのあり得ない提案に目を丸くする。

（ないないないない。それはないわ。暗黒騎き士しさんにとって兜はアイデンティティ。それを脱ぐってことは暗黒騎士であることを辞やめるのと同じ。これ以上──暗黒騎士を脱がさないで！）

　マホは首を何度も横に振ふった。

　暗黒騎士が兜を脱ぐなど、あり得ないと。

　それは昨日、面接の時にモニター越ごしに確かく認にんしているし、マホもあのときの啓治の言葉に賛同していた。

　そんなに簡単に脱がせられるなら、今までしてきたことはなんだったんだって話だ。

「ふむ。脱がねばならぬか」

　ごごごごごごごご……

　暗黒騎士のプレッシャーが強まっている。

　それは、さっさとこんなことを終わらせて啓治の疑いをなくしたいという思いだったが、保険医は怒おこられると勘かん違ちがいし、慌あわてて早口に説明する。

「あああえーっと思春期の女性は、バセドウ病とか橋はし本もと病とかなりやすいんで！　甲こう状じよう腺せんは必ずチェックしておかないと！　あと目も見なきゃいけないのでその……」

「絶対必要なことなのだな？」

（ほら言わんこっちゃない。そうそう簡単に──）

「は、はい……」

「………………オッケ」

（ええええええええええええ！　軽いっ！）

　マホは腰こしを抜ぬかして驚おどろいた。

　じゃあ、昨日の面接の啓治の啖たん呵かは一体なんだったんだと。

「私が童顔だということは他言無用だぞ？」

「あ、はい。助かります」

　暗黒騎士は兜を脱ぎ去り、髪かみをさっと整える。

　ふぁさっと金きん髪ぱつが広がり、『エリー』が登場する。

　その日本人離ばなれした可愛かわいらしい顔に、保険医は思わず──「可愛い」と呟つぶやいた。

（そうか。そうだったんだ……）

　そしてマホは、暗黒騎士を脱がす方法に、ついに辿たどり着く。

（脱いでって頼めば良かったんだ）

　して欲しいことがあるなら、直接、短い言葉で分かりやすく伝えるのが一番いい。

　変な勘ぐりなどいらない。

　それが、友達というものだ。

　その一方で、暗黒騎士も一つの答えに辿り着く。

（ある。方法が、ある）

　健康診断を終えた暗黒騎士がカーテンの向こうから出てくると、マホはちょいちょいと手招きして暗黒騎士を呼んだ。

「ちょっと暗黒騎士さんにお願いがあるんだけどさ」

「うむ。ちょうど私もマホにお願いがあったのだ」

　その二人の『お願い』は、利害の一いつ致ちするものだった。







　鞍馬啓治は放課後になって、これまでのことを回想していた。

　弁当のとき、暗黒騎士はデンジャーソースまで言い当てた。

　それが、エリーだとすれば当然だ。

　エリーと暗黒騎士が同じパンティなのも、学校にエリーがいないことも説明がつく。

　一度疑えば、もうそうとしか思えない。

（エリーが、暗黒騎士さんなんだ）

　そう思うと、啓治は少し照れ臭くさくなった。

　鎧の中どころか、裸はだかまで見てしまったのだから。

　そして、暗黒騎士が懸け念ねんしていた、『エリーを浅ましいと思って嫌きらうのではないか』という思いは全然なかった。

　エリーは啓治にとって、誰だれよりも一いつ緒しよにいて楽しい存在だったから。

　帰り支じ度たくを整えていると、教室に暗黒騎士が入ってくる。

　健けん康こう診しん断だんが終わったのだろう。

　暗黒騎士は席に座り、同じく帰りの支度を始める。

　そんな暗黒騎士に、啓治はエリーが暗黒騎士だという最終確認を取りたかった。

　思わず笑えみを零こぼしながら暗黒騎士のところへ向かう途と中ちゆう──

　啓治は驚きよう愕がくした。

　がらがらがらがら……

　教室の戸が開かれて──

「くーらーまーくーん、あーそーぼー」

　金髪の少女が、ひょこっと顔を出した。

　いつもと同じ笑顔で。

「あ……え……あ……え？　エリーっ？」

　そこにいるのは、エリーだった。

　啓治は暗黒騎士とエリーの顔を交こう互ごに見比べる。

　同一人物だと思っていた二人が、今、二人とも存在する。それは、あり得ないことだ。

　つまり──

　二人は別人。

「えへへー、今日は学校に来てるんですよー」

「そ、そうなんだ。はは、参ったな」

　啓治は勘違いしていたと思い、恥はずかしくなった。

　自分も、ノイエのことを強く言えないな──と。
















　暗黒騎士は机に突つっ伏ぷして、少し肩かたが震えていた。

　おかしくておかしくて、面おも白しろくて堪たまらなかった。

（暗黒騎士さん、普ふ段だんはあんなキャラなんだ）

　暗黒騎士の中にいる人物──マホはそう考えるだけでニヤニヤが止まらなかった。

　そう、これが暗黒騎士の策だった。

　必殺の技わざ──『ご本人登場』。

　マホは暗黒騎士の素す顔がおが見たかった。

　暗黒騎士は啓治に素顔をバラしたくなかった。

　その二つの利害が一致した答え。

　マホに暗黒騎士役をしてもらい、自分はエリーとして登場する。

　同じ学校であることはすでに言ってあるし、突とつ然ぜん登場してもおかしくはない。

　同時刻、同じ場所に二人存在する。

　これ以上、『同一人物説』を否定するのに適した環かん境きようはない。

　それに、啓治は暗黒騎士のアイデンティティを大事に思っている。

　脱ぬいで確認させろとは確実に言わない。

　こうして、暗黒騎士の秘密は守られた。

　人は噓うそを吐つく。

　暗黒騎士が吐いた小さな噓は、ロウソクの火のように小さいモノだった。

　そしてそれがどんどん燃え広がり、今ここに、鎮ちん火かされた。

　全すべて上う手まくいったのだが──

「あれ？　ウォルター？」

　教室に戻もどってきたノイエは、暗黒騎士が二人いる状じよう況きように困こん惑わくした。

　そう、ノイエはエリーの顔も知っていたのだ。

　消えた炎ほのおが、またぽつりと蘇よみがえる。

　暗黒騎士エリーの炎は、これからもどんどん広がっていく──







　　　あとがき







　皆みなさんこんにちは。木き村むら心しん一いちです。

　暗あん黒こく騎き士しを脱ぬがさないで。いかがでしたでしょうか？

　かなり葛かつ藤とうのある作品でした。もっとスリルショックサスペンスにしようかとか、逆に戦せん闘とうとか入れずに日常だけを四コマ漫まん画がよろしくぐだぐだと続けようかとか。

　結局、深く考えないで読めるようなゆるめの構成になりました。

　この判断が、皆みな様さまのお口に合う味に仕上がっていればいいなと思います。

　さて、ここで一つ、『会話のみのショートショート』をご覧下さい。





※






「啓けい治じくん、好きな料理は何かね？」

「んー、まあ大体何でも好きですよ？　暗黒騎士さんは何が好きなんです？」

「私？　ふむ。最近食べて素す晴ばらしいと思ったのは、オムライスだ」

「あー、オムライス美お味いしいですよね」

「おお！　啓治くんも好きか」

「ええ。半はん熟じゆくオムライスが好きですね」

「…………半……熟？」

「知りません？　こう、でろーんと広がってる奴やつ。形はオムレツになってないんで分からないのかな」

「半熟ってことは……ヒヨコなのか？」

「え？　いや、焼き加減の話ですけど」

「熟す……というのはそういう意味だったのか。てっきり、『機が熟した』や『果実が熟した』のように時間経過を意味するモノだと思っていた」

「……そう言われると、まあ表現おかしいですけど」

「では、私が食したオムライスは、全熟だったということだな」

「まあ、そういうことですね」

「……熟じゆく女じよってまさか」

「いやすいません。やっぱり焼いてないです。完全に焼いた状態の女性を熟女とは言いません。時間経過という意味で大だい丈じよう夫ぶです……あ！　火を入れる時間が、半はん端ぱなんです」

「むー、この国の言葉はやはり難しいな。マスターしたと思っていた自分が情けないよ」

「いや、俺が悪かったです。言い方を変えて──『半はん生なまオムライス』が好きですね」

「ケチャップ味のライスにケチャップソースのくどさが堪たまらんな」

「いや、まあ食べた半生オムライスはバターライスにデミグラスソースの奴ですけど」

「…………え？」

「え？」

「啓治くん。ちょっと待って欲しい。ケチャップライスでもなく、ケチャップソースでもなく、オムレツの形すらしていないのかい？」

「……ええ、まあ」

「それは……オムライスなのだろうか？」

「まあ、ご飯に卵がのってれば」

「ほほう。そういう定義なのか。ご飯に卵と言えば、あれも好きだな。中ちゆう華か風ふうオムライス」

「え？　そんなのあるんですか？」

「こう、魚ぎよ介かい類るいの入った卵に甘めのあんかけが……」

「それは天てん津しん飯はんですね」

「………………さっき、ご飯に卵がのっていればオムライスだと」

「いや、まあそうなんですけど、すいません俺の説明が悪くて」

「どうも分からんな。ライスの味が違ちがっていても、掛かけるソースが違っていても、形が違っていてもオムライスなのだろう？　なのに、どうして同条件である中華風オムライスが天津飯なのだ」

「それはまあ……あ、最初にオムレツの形にしてからこうふわっと広げるんですよ」

「……啓治くん、エスカロップという料理をご存じかな？」

「あー、北海道かどっかの、デミグラスソースを掛けたとんかつでしたっけ」

「うむ。とんかつのソースをデミグラスソースにした料理。あれは素晴らしいネーミングだ。味が変われば名前を変えるべきだと私は思う」

「なるほど。ケチャップをデミグラスソースにした半熟オムライスも名前を変えろと」

「そこで、エスカロップのように、ケチャップ味ではないそのオムライスに新しい名前を与あたえようと思う！」

「たとえば？」

「エスカロップ…………エスカ…………エスカフローネとか」

「アレですやん！　それもうアレですやん！　アニメの奴ですやん！」

「し、知らん！　漫画版が克かつ・亜あ樹きとも知らんわ！」

「それはもう知ってますやん！　絶対知ってますやん！」

「天空の……」

「アレですやん！　『天空の』付けたら、それはもうアレですやん！」

「半熟のエスカフローネ」

「決定した！　え！　それ決定なんですか？」

「ダメだろうか？」

「まあ、俺たちの間で使う分には……問題ないんじゃないでしょうけど」

「二人だけの……呼こ称しよう……か。うむそうしよう！　今からそうしよう！」

「まあ、いいですけど」

「ちなみに、朝は何を食してきたのだ？」

「卵かけご飯ですね。こう、シンプルにご飯の上に生卵を落として醬しよう油ゆで──」

「無熟オムライスいや、ケチャップ味でないなら、無熟のエスカフローネだな」

「いや、違いますけど……」

「どうやら……それも新しい名前が必要なようだな。というより君との秘密の呼び名が欲しい」

「え？　じゃあまたエスカロップを参考に？」

「……エスカ……レイヤー」

「アレですやん！　女子が知ってたらアレなアレですやん！」





※






　このショートショートで何を言いたいのか。

　それは──『ああああああっ！　関西弁を使いたいよーっ！』です。

　それはもうアレですやん。

　それ、もうアレじゃないっすか。

　自分が関西人だからなのか、どうしても前者の方が面白いフレーズだと感じてしまいます。ですが、前後の台詞せりふから、突とつ然ぜん関西弁に入ると違い和わ感かんが凄すごい。

　だからといって、終始関西弁にすると、日常会話がくどすぎて読みにくい。

　やりたいけどやれないのと、本編に一切関係ない話だったので、ここに書いてみました。

　関西人は関西弁をやめられない。

　他の地方の方々は上う手まく標準語に直せるのに、近きん畿き地方は何な故ぜこうも方言をやめられないのでしょう？

　皆さんはどう思いますか？　やはり、主人公が関東人なら、関西弁は使うべきではないと思いますか？

　数多あまたの日本語があるんだから、それらを駆く使ししてもいいと思うんですよね。

　それはもうアレですやん。がそれ、もうアレじゃないっすか。より面白くないと言われれば、どうしようもないですがね。

　いや、むしろそっちの方がいいのかな。

　これからもきっと、標準語ツッコミになるのだから。




　最後に謝しや辞じを。

　こんな拙せつ著ちよをお読み頂きまして誠にありがとうございます。

　読んで貰もらえるだけで、嬉うれしいモノです。

　ただ書くだけなら、こうして本にする必要もない。

　誰だれかに読んで欲しい。何かを感じて欲しい。

　その思いが、誰か一人にでも届いて欲しい。

　お読み頂いた皆様は、そんな著者のワガママに付き合ってくれている。

　本当にありがとうございます。

　イラストを担当して頂いた有葉あるふあさん。こういうパターン、ああいうパターンといくつもの案を描えがいて頂き、ありがとうございました。特にノイエについては、イラストを見てからキャラ作りをしたところもあり、大変助かりました。

　忙いそがしいのにメールで相手をしてくれるデート・ア・ライブの橘たちばな公こう司しさんや、ブラック企き業ぎように勤めていてクソ忙しいのに話相手になってくれる友人。行きつけの居酒屋。

　私は日常や会話がなくては、何のネタも作れません。

　刺し激げきを下さいまして、ありがとうございます。

　そして編集部の皆様、校正さん、デザイナーさん。色々な人にご迷めい惑わくを掛けながら、この本は成り立っています。

　感謝の言葉が、もっと沢たく山さんあればいいのにと思いますが、やはりこの一言に集約されますね。

　みんな、ありがとう。




　ちなみに、本編で言っていたマジック：ザ・ギャザリングの『最後の言葉』は──

『いつか、誰かが私を打ち負かすだろう。だがそれは今日ではないし、お前にでもない』です。そのまま引用するより、この素晴らしい言葉を最後に紹しよう介かいしたかった。
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